










録として付けた内容であった。その本の DSの梵文テクストは Shastriの記述によれば

Nepal-Saqivat 466年（西暦1345年）の日付をもつ、亡き AmoghaVajrlicliryaの所有してい

た1本のネパール写本に依るものである。この Shastri本の梵文の出版の経緯と校訂の

内容についてはよくわからない点があるが、それについては後で説明する。ドイツの

Michael Hahnは、その Shastriの本を入手してその学循的重要性に気づき、 DSの梵文テ

クストの修正に取りかかった。梵文DSのデータについてはその本に記載されたテクス

トの情報にほぼ頼るしか無かったものの(6)、HahnはDSの蔵訳と註釈を丁寧に読んで、

蔵訳からその梵文を再確認し、蔵訳との相違点があれば梵文の別の読みを推測すると

いう手堅い手法によって、彼がほぼ満足できるまでに Shastriの梵文を修正し、新たな

英訳をつけた新しい梵文テクストを、 Hahn(2000)の論文として発表した。

Hahnは2014年に亡くなったが、ちょうどその年、 Hahnの弟子JohannesSchneiderに

よって DSの蔵訳ならびにPraj臨varmanによる註釈の蔵訳の校訂テクストと独訳が出版

された。その研究 Schneider(2014)はDSの註釈文献に研究の力点を置いているが、

Hahn (2000)の校訂梵文をさらに多少修正する提案も行っている (S.164-167)。

1-3. DSの梵文写本について

こうして L.N.ShastriとHahnの両者が発表した梵文テクストは、もとをただせば、わ

ずか 1本の DSのネパール写本に基づいている。その点についてもう少し説明したい。

Shastri (1990)の本には、彼がどのようにこの本の出版に至ったのか、その経緯を自ら述

べている英文の説明がある。 Hahn(2000)の論文の中に Shastriが書いたその説明の英文

が引用されているので、その英文をそのまま挙げると、次の通りである：

"The present Sanskrit version is based on the original Mss possessed by the late 

Amoghavajra Vajracarya of Kathesimbu resident of Kathmandu, Nepal. The Mss. 

were first published in the Journal'Sanskrit Sandesa'. Dr. J証naMani of Sanskrit 

Department, Tribhuvan University, Nepal kindly handed me a copy of "Vrtta-

m血stutil;l"by Mahapandita Sthavira Jfi函asrimitrain which some portions of this 

text were published. Then through Mr. Kalsang Dorjee, a close friend of mine he 

later sent a complete copy of this texts by a later scholar on the'Sanskrit Sande-

sa.'Both these works were printed in two Bhujimol and Rafica scripts possessed 

by the late Amoghavajra Vajracarya and dated in the Nepalese Year 466 i.e. 1345 

6. ただし DS第13詩節のみは Fleetによって IndianAntiquaryに発表された碑文中の引用によっ

て梵文が得られる。その碑文資料の存在は Shastriが気づいた。第13詩節以外の梵文はネパール写

本のみが頼りとなる。
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I -4. 第1伝承と第2伝承を比較するための資料

以上、これまでの研究史を簡単に紹介したが、それから知られるように、 Losang

Norbu Shastriが発表した DSのテクストは元々 AmoghavajraVajrlic如aの所有した 1ネ

パール写本に基づいており、 Hahnが発表したテクストはそのShastri本を修正したもの

である。つまり両人のテクストは結局はネパールの 1伝本に基づいているので、仮にそ

のテクストを「第 1伝承」と呼ぶなら、今回新たに見つけた、 M韮klivad函a(略号

MA)の中にある DSに相当する梵文テクストは「第 2伝承」と呼ぶことが出来よ

ぅ(9)0

これらネパールの第 1伝承と第2伝承を比較することによって、 Hahn校訂の梵文テ

クストにおいて、 Hahnが修正した箇所の読みが正しかったことが確認できるし、また

Hahnが気づかなかった新たな良い読みも見つけることが出来る。

以下に示す表 1は、第 1伝承と第2伝承の二つの伝承の違いをはっきりさせるため

に筆者が作成したものである。 DSとMAとが重なり合う部分、すなわち MA第

148--167詩節の箇所について、各詩節ごとに、最初に第 1伝承の代表である Hahnの

DS梵文テクストとその和訳を示し、二番目に第2伝承たる MAのDS相当詩節の梵文

テクスト・和訳を示し、三番目に DSの蔵訳テクスト (Schneiderが校訂したもの）を

示す。その下にそれら三種のテクストの異読情報を示す。さらに各詩節の最後に、文献

学的なコメントを付す。

以下の表 1で、梵文テクストの太字になっている箇所は、 DSとMAの二つの伝承が違ってい

る箇所である。またアステリスク（＊）が語頭につけられた語は、それが校定者による推測の読

み (conjecture)であることを示す。

いる。 Schneiderがこのように簡単にあっさり書いて、 Hahnとは違って Shastriと写本との関係に

ついて疑わずに済ませているのは、 Hahnが知らなかった何か新しい情報を掴んでいるのかもし

れない。ともかくこの問題に関する HahnとSchneiderの間の記述の違いに注意する必要がある。

9. 最近梵文DSの写本がチベットで発見されたらしいことに注意する必要がある。 2020年2月17

日に復旦大学研究員の劉震氏が東京大学東洋文化研究所のセミナーに招かれ、 「いくつかの仏教

讃頌に関して」というタイトルで最近チベットで発見された一つの包みに入ったサンスクリット

語写本を紹介した。その発見された写本の中には讃頌の作品が六つほどが入っており、その中に

DSの写本も含まれていることが、東文研の大木康氏がその時発行した「東文研セミナー」の案

内状の発表概要から知られる。その新たに出現した DS写本はいわば「第3伝承」ということに

なるので、それを用いて今後DSのテクスト研究が更に進むことが期待される。
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表 l

Devatisayastotra 1 (= Devatavimarsastuti, ed. by M. Hahn) 

pratyak,ato na bhagav却 sugatona vi~l).UT 

alokyate na ca haro na hir叩yagarbh曲／

te~am tu riipacaritatisaya*prabhav叩

細 tvavie面ayatiko gul).avan na veti // 

視覚によって（直接知覚によって）世尊・豊逝；（仏）は視られることがなく、ヴィ

シュヌも、ハラ（シヴァ神）も、黄金の胎（ブラフマー神）も、 ［視られ］ない。しか

るに彼らの姿かたちと行いの卓越した輝かしさを耳にして、どの者が徳性があり、

［どの者が］そうでないかに［人は］考えをめぐらせる。

Ma匹 vad血a148 (ed. by K. Okano) 

S岬 buddhaeva bhagav助 sugu¥1.ina vi~l).UQ 

S虹面asyatena ca haro na hiral).yagarbhal_i / 

te羽rptu bhadracaritatisayaprabhav韮

chrutva *vie面ayatiko gul).avan na veti // 

仏・世尊のみが善い徳性をもち、ヴィシュヌは讃えられず、ハラ（シヴァ神）も、黄

金の胎（ブラフマー神）も［讃えられ］ない。しかるに彼らの麗.1J!2行いの卓越した
輝かしさを耳にして、どの者が徳性があり、 ［どの者が］そうでないかに［人は］考

えをめぐらせる。
(10) Tib. DS 1 [Lha las phul du byung bar bstod pa = *Deva函ayastotra](ed. by J. Schneider) 

I bcom ldan bde gshegs mngon sum ma gyur khyab'jug min I 

I tshangs pa ma yin Iha chen po yang ma mthong ste I 

I de dag gi gzugs mthu dang spyod pa bsam pa rnams I 

I thos nas su la yon tan yod dam med pa dpyad I 

Devatisayastotra 1 

le *0prabhiiv叩]ex coni Hahn: 0prabhiiv函 Shastri.

10. 本論文でこれ以降*Devatiiti紐tastotraの蔵訳テクストとして挙げるのは、 Schneider(2014)の校

訂したテクストであり、蔵訳の 5種の版本 (C,D,G,N,Q)の異読の情報についてはその書を参

照されたい。
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M甜kavad却a148 

148b na ca haro na hir叩yagarbh曲]Ms. N: na hirar:iyagarbh曲Ed.

148c te~ 両1tu bhadra0] Ms.: te~ 抑 subhadra0N Ed. 

148d *vicarayati] ex coni (cf. DS): vie面ayaMs.(ante corr.}°1>: vie函ayataMs.(post corr. marg.) 

NEd. 

コメント 上記の DSとMAの詩節の相違について私のコメントを述べたい。 pii.daC 

でMAの0prabhii.v碑の読みは Shastri本が伝える読み 0prabhii.v血と本来（写本伝承上で

は）同じであったと見てよいが、 HahnはShastri本の 0prabhii.v血の読みを *0prabhii.vmp

という推測の読みへと修正した。なお蔵訳はこの第1詩節を見ても、すこし意訳する傾

向があって一字一句すべて合致する程の厳密な訳し方をしていないことがわかる。 pii.da

cのrupacaritii.tisayaprabhii.v叩の蔵訳が梵文と同じ語順ではないが、それは恐らく訳し方

の問題であって、詩節全体の伝承としては、蔵訳はほぼDSと同じ伝承であり、 MAの

読みとは異なると判断できる。つまり、 DSのこの冒頭の詩節は特に MAによって修正

する点は無いように思う。ーさてこの第1詩節のいくつかの相違の中で最大の相違点

は、 pii.daabでDSの「眼で直接的に視られない」 (pratyak~ato na […] ii.lokyate)の読み

がMAでは「仏こそが讃えられる」 (saqtbuddha eva […] saqtsasyate)になっている点に

あり、その MAの読み s皿1buddhaevaは明らかに DSの読みを意図的に改宣することで

生まれものと考えられる。私はこのような意図的な改変がMAでなされた理由として、

次に述べる二つの理由を考える。第一に、 MAのアヴァダーナではこの DSの第1詩節

に相当する詩節を異教徒の在家信者に向かって語るのは、一人の仏教に改宗した園丁

（庭師）なのである。園丁がここで仏は「眼で直接的に視られない」 (pratyak~ato na 

[…] ii.lokyate) というような言葉を使うはずがない。なぜなら、このアヴァダーナのス

トーリーにおいてはこの園丁は、仏たる釈尊に実際に会って、そのお姿を眼で視たため

に、仏教徒に改宗できたのであるから。第二に、 MAにおけるこの改変は、次の理由も

あったのではないか。密教が盛んなネパールにおいて宗教者たちは「仏たちの姿はマン

ダラなどの姿で現前し、行者は仏の世界を直接視覚で見ることが出来るものだ」とい

う密教の教義を基づいた修行をしており、ネパールの MAの写本の作者・筆記者もイ

ンド密教の「仏を視る」という教義に通じた人物であったために、 DSの「視覚で（直

接）視ることができない」という表現を写本から削って、別の表現に変える必要があっ

たのではないか。 「仏を直接じかに視覚として視る」ということに関わる表現は DSの

第10詩節でも pa.dabで出てくるが、 MAはその箇所でも同じ様に故意に別の表現に変え

てしまっている点が注意される。このように、 DSのテクストのまま借用したのでは、

11. 記号の説明として、 Ms.(antecorr.)は「Ms.写本において写経生が書き直す前に書いた読

み」、 Ms.(postcorr.)は「Ms.写本において写経生が書き直した後の読み」、 Ms.(postcorr. marg.) 

は「Ms.写本の余白に修正として記された読み」を意味する。

-97 -















Devatisayastotra 6 (ed. by M. Hahn) 

yas codyatal_t para*vadhaya ghfQam vihaya 

tral)aya yas ca Iq-paya vidhi~u pravrttal_t / 

rag'i ca yo bhavati yas ca vimuktaragal_t 

pfijyas *tayol_t ka iha ta:qi vadatanucintya // 

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、憐れみにより種々の行為において活動する。また一方の者は情欲を有するが、他

方の者は情欲から解き放たれている。その両者のどちらが供養に価するか、ここでよ

く考えて、彼［の名］を言ってみなさい。

M韮kavad函a153 (ed. by K. Okano) 

yas codyatal_t paravadhaya ghro抑 vihaya

tr両ayayas ca jaga叫 Iq-payapravrtta}.t / 

rag'i ca yo bhavati yas ca vimuktaragal_t 

pfijyas tayol_t ka iha ta:qi vadat面ucintya// 

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、生類への憐れみにより、活動する。 （残りの文は上記の DSの訳と同じ）

Tib. DS 6 (ed. by J. Schneider) 

I gang zhig brtse med gzhan la gnod par brtson pa dang I 

I gang la'gro ba dag ni skyabs su song gyur pa I 

I'dod chags bcas dang gang zhig'dod chags mam bral ba I 

I de las gang zhig'di na mchod bya soms te smros I 

Devatisayastotra 6 

6a *0vadhaya] ex coni Hahn: 0vadhava Shastri. 

6d pfijyas *tayo}:l] ex coni Hahn: pujyasttayo Shastri. 

M却kavadiina153 

153a paravad姐ya]Ms.: parivadhaya N Ed. 

153b pravrttal;i] Ms. Ed.: pravrt呻N.

153d piijyas] Ms.: piijy岬 sNEd.

Tib. 6 -Remarks by Schneider (S. 164): 

6b'gro ba dag ni skyabs su song gyur pa (see T匹）• = *yaq1 ca *jagat曲*sar叩叩*pravrtt助？

(instead of yas ca虹payiividhi~u pravru呻，Shastri/Hahn).

コメント この詩節では piidaaでHahnはShastri本DSの0vadhiivaの読みを *0vad-

hiiyaと修正したが、 MAはそのHahnの推測を支持する。次に piidabにおいて MAは
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M却kavad珈a156 (ed. by K. Okano) 

rudro ragavas豆tstriymp vahati yo *hhpsro hriya varjita 

vi~J.lUQ laiirataral} lqtaghnacarital} skandhal} svayarp jfiatihi:i / 

laiirasya mahi~antalqn narava絃m両siisinip記vati

p函epsica vinayako d砥abalosrasto'py ado~a\t suhrt II 

ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、残忍であり、羞恥心を欠いている。ヴィ

シュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を殺した。

残酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食べる。

ヴィナーヤカは飲むことを好む。 ［それにひきかえ］十力（仏）はくつろいでいて

も、欠点のない親友である。

Tib. DS 9 (ed. by J. Schneider) 

I Iha chen'dod chags dbang gyur ngo tsha spangs shing co'dri chung ma len par byed I 

I khyab'jug lhag par gtum zhing byas pa chud gson skem byed rang gi gnyen yang gsod 

I I dka'bzlog khro zhing ma he gsod byed ma mo rnams ni mi yi sha tshil za I 

I log'dren chang dad che yi stobs bcu ldan la nyes pa chung ngu'ang'ga'mi mnga'I 

Deviitisayastotra 9 

9b *vi~i:iu}:i] ex coni Hahn: vi~QU0 Shastri. II *jfiatih豆]ex coni Hahn: jfiatihato Shastri. 

9c *kriir函ya]ex coni Hahn: kriirasya Shastri II *0maqisasini] ex coni Hahn: 0m抑saniShastri. 

M甜証vad函a156 

156a *血sro)ex coni: hiipsya Ms. Ed.: bisya N. 

156b 0jnati証JMs.: 0jfiatiha N Ed. 

156c 0ma1p.sasim1 corr.: 0miinsasini Ms. N Ed. 

156d 0balo srasto hy ado~a}:l suhrt] Ms.(post corr.): 0balo s[v]a[tt]o hy ado~o'sti k曲Ms.(ante

corr.): 0balo sra~!O by ado~al} suhft N: 0balo srasto by ado呻 S曲rtEd. 

Tib. 9 -Remarks by Hahn and Schneider: 

9a co'dri = *b菰証*drohIor *hirp.sro? (for< -->). Hahn, p. 322, note 41. 
9c dka'bzlog khro = *kriiroma? (instead ofkrfirasya). Schneider, S. 165. 
9c ma mo rnams = *ma.tar曲?(instead of parvati). Schneider, S. 165. 

コメント Hahnの校訂した Shastri本DSには、 padaaのyoの後の 2音が欠損してい

た。 Hahnは脚注41でその 2音を埋める候補として、蔵訳co'driから推測して、 *badhi

または *drohiまたは＊血μsroの語を挙げている。 MAによって、 Hahnが考えたそれら

3候補のうち、＊血μsroが正しい読みであったことがわかったのは大きな収穫であ

る。一次に p固abでHahnはShastri本のjfiatihatoの読みをjfiatihaと修正したが、 MA

はその Hahnの推測の正しさを支持する。同様に p菰acの＊虹面函yaでも、また
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Devatisayastotra 11 (ed. by M. Hahn) 

nasm放aqisugat曲pitana ripavas tirthya dhan叩1naiva no 

da血 qitena tathagatena na hftaqi kiqi *cit ka~adadibhil;t / 

kiqi tv ek面tajagaddhit曲sabhagavan buddho yat邸 *carnal呻

v肱yaqisarvamalapah面ica yatas tadbhaktimanto vayam // 

善逝（仏）は私たちの父ではないし、外道の徒は敵ではない。かの如来から施しが

私たちに与えられたわけでもないし、カナーダなどの［外道の徒］から［私たちは］

何一つ奪われたわけでもない。しかしながら、かの世尊・ブッダは専ーに生類の益を

なす者である故に、また［彼の］汚れなき言葉はすべての汚れ（煩悩）を取り去るも

のである故に、私たちは彼に篤い信仰を捧げる。

Malikavad函a158 (ed. by K. Okano) 

nasm政呵sugat曲pitana ripavas tirthya dhanaqi naiva no 

dattaqi tena tathagatena <*na> hfl: 叩 kiqicit ka~ 血 dibh恥

kiqi tv ekantajagaddhit曲sabhagav却 buddhoyat砥c血 alaqi

v臨yaqisarvamalapahari ca yatas tad bhaktivanto vayam // 

（上記の OSの訳と同じ）

Tib. DS 11 (ed. by J. Schneider) 

I bde bar gshegs pa bdag gi pha min mu stegs gzhan dag dgra ma yin I 

I de bzhin gshegs des bdag nor ma stsal gzegs zan sogs kyis cang ma phrogs I 

I'on kyang sangs rgyas bcom ldan de ni gcig tu'gro la sman mdzad gsung I 

I dri med dri ma thams cad sel ba gang yin de la bdag dad lags I 

Deviitisayastotra 11 

llbna加呻kitμ*cit]ex coni Hahn: na ca h四f!1kitμca Shastri. 

Uc *cam.al岬]ex coni Hahn: cam.ah岬 Shastri.

lld tadbhaktimanto] corr. Hahn: tad bhaktivanto Shastri. 

Miilikiivad血a158 

158a tirthyii] Ms. N: tirthy抑 Ed.II naiva no Ms.: naiva te / N Ed. 

158b<*na>虹t呻血cit]ex coni Ms. N: ca hflaf!l kif!l cit Ed. 

158d bhaktivanto] Ms. N: bhiktav叩 oEd.

コメント padabでは、 Hahnがデータとして基づいた Shastri本ではnacahr血pkifica 

という読みになっていて、それを Hahnがnahflarp kitμ*citと修正したのであるが、彼

のkirp.citの修正は MAによってその正しさが確かめられる。また padacのHahnによ

る2箇所の修正も同様に MAによってその正しさが確かめられる。一次に padadにお
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M却kavad血a159 

159a hitai~i] corr.: hite~i Ms. N Ed. II upak函ica] Ms.: upak町vaNEd.

159b ruj面tasya]出 uj面ttasyaMs. Ed.: rue面tasyaN.

159c邸曲岬y砥cajfiey叩 ]Ms.:g叫harp.yas ca bhayarp. N: gii曲arp.yas ca jfie bhayarp. Ed. 

159d santas tam雨m*asam抑]ex coni (cf. DS): santas tam評idararp.Ms.: santas tern母

varadararp. N Ed. 

コメント p菰acでMAのg叫h岬の読みに対して DSはsphu!anJ.であるが、蔵訳gsal

はその sphu固nの読みを支持する。帥曲叩l「隠された」という表現は密教の徒がいか

にも好みそうな表現なので、密教を好むネパールで写本の筆記者が故意に書き直した

表現である可能性が高い。また次に、 MAのyascaに対して DSはyasyaであるが、私

はMAのyascaの読みのほうが良いと思う。その蔵訳は gangzhigである。次に p菰ad

でMAとShastriのsantasの読みに対して DSのHahnの推測した読みは *santarpである

が、その修正はやや強引であり、私はsantasの読みの方が良いと思う。ブッダに対して

san血n「善良な、正しい」という当たり前の平凡な形容詞をわざわざ‘使う必要はないと

感じるからである。蔵訳はそのsantas/ sant呵lの語を訳していない。

Devatisayastotra 13 (ed. by M. Hahn) 

asarvabhavena yad*rcchaya va 

par面uvfttyavicikitsaya va / 

ye *t叩1namasyanti munindracandraqi 

te'py血1ariqis叩 padamapnuvanti // 

［礼拝を］真心をこめて［したわけ］ではなく、あるいはたまたま偶然に［行った

だけ］であるか、あるいは他人に従った［だけ］であるか、あるいは疑念をもちなが

ら［行った］場合であっても、月のような『牟尼たちの王』 （仏）に礼拝をするなら

ば、そのような者たちであっても、神々の完全な幸福の達成を得る。

Mfilikavad助a160 (ed. by K. Okano) 

asarvabhavena ya<4℃ chaya va 

P釘血uvftyavicikitsaya va / 

yet叩1namasyanti munindracandr叩

te'py面1ariqisaqipadam apnuvanti // 

（上記の OSの訳と同じ）
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訳した原語が*vareであったかどうかは甚だ疑わしい。むしろ MAの6菰yakulendurの

読みに従うべきであろう。 indu(月）という表現は、 abhyudyata(昇った）という語と

セットになって使われていると理解される。また acyutaと*'dbhutaという語の相違が問

題になるが、 adbhutaの読みのほうが、蔵訳のrmadbyungの語と合致するので、 MAの

acyutaよりも良い。そこで、 DSのpadacは緑kyakulenduradbhutamatisと読むべきであ

ろう。すると「憐れみから昇起した釈迦族の月たる、希有なる心をもっ、人類の救済

者、ガウタマとして」とその箇所を訳すことになる。

以上の吟味に基づいて私が提案する DS14の再校定テクスト：

pauriiQ.i srutir e~a lokamahito buddh曲kiliiyarμharir

dr~t"ii janmajariivin邸av砥agarμlok叩袖abhyudyat曲I

jiit曲緬kyakulenduradbhutamatis triitii nro抑 gautama}:l

趣 t函amhitam eva kas tam adhunii niivaiti m叫hojan曲II

Devatisayastotra 15 (ed. by M. Hahn) 

yada ragadve~ad asura*sura*ratnipahara1_1.am 

血 qimiyinvi血 p.(?) dhara1_1.ihara1_1.asaktamatina / 

tada piijyo *vandyo harir api vimukto *'budhataya 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahulal,I // 

貪りと隕りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ神）によっ

て、詐循をそなえた (may函v証qi)アスラとスラ（神々）の宝の掠奪がなされた時、非

賢者性（愚者性）を脱した者であるハリ（ヴィシュヌ神）も、 ［多くの者によって］供

養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚かな迷妄に満ちた人々

は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。

Mfilikavad函a162 (ed. by K. Okano) 

yada ragadve~ad asurasurad函ipahara1_1.aqi

屈呵1miyivitv呻 (or*mayavitve?) dhara1_1.ihar叩 saktamatina/ 

tada piijyo vandyo harir aparimukto'budhataya 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahul曲II

貪りと臓りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ神）によっ

て、アスラとスラ（神々）の妻の掠奪が、 ［彼の］欺詐ある性質として、なされた

時、非賢者性（愚者性）のゆえに解脱していない者であるハリ（ヴィシュヌ神）は［多

くの者によって］供養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚か

な迷妄に満ちた人々は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。
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Devatisayastotra 19 

19a nikhila] corr. Hahn: nikhil函 Shastri.

19b sarve] corr. Hahn: sarve ca Shastri 

M甜kavad函a166 

166b sarve gur;ia}:l] Ms.(post corr. marg.): gu画 Ms.(antecorr.): saradgur;ia}:l N Ed. 

166c vi~r;iur giriso] Ms.: vi~r;iutirir;io N Ed. 

166d subhak函i]N Ed.: subhak西IMs.

コメント この詩節は両者が大きく違っているが、蔵訳はDSの文と全く一致する。

MAの文はネパールで成立したのであろう。 DSでAryaであった韻律を MAでUpajati

に変更するために、 MAの作者は語を付け加えて文を大きく変えたのであろう。韻律の

変更がこの改変の理由である。 sama-vrttaのタイプの韻律に慣れたネパールの学僧が

Aryaを含むjatiのタイプの韻律を見て、韻文としての違和感を感じたために行った恣意

的な改童ではないだろうか。 MAという作品の制作においてMAの作者はDSに相当す

る古い資料を利用しながら、その作者にはそのテクストを伝承に忠実に完全に引用し

ようという義務感が希薄であったために、韻律の変更という、あまり書き直す必要が

ない場合でも、このように自由に作文が行われたことがわかる点で、この詩節の改変

の事実は興味深い。ともあれ、 DSのこの詩節はMAによって修正する必要はない。

Devatisayastotra 20 (ed. by M. Hahn) 

yasya do,a na vidyante vidyante camita guJ)al;l / 

sarvajfi函caIq-palus ca tam ahaqi sar叩aqigata).t // 

その方には諸主2悪徳が無く、無量2徳性が有り、一切智であり、憐れみ深い方で
あるから、私はそのお方に帰依している。

Malikavad血a167 (ed. by K. Okano) 

yasya na vidyate do,o vidyante sakala guJJ. 祉／

sarvajfia).t sa jagacch函tatarn ah叩1sar叩呻vraje// 

その方には悪徳が無く、あらゆる徳性が有り、一切智であり、生類の師であるか

ら、私はそのお方に帰依主五。

Tib. DS 20 (ed. by J. Schneider) 

I gang la skyon ni mi mnga'zhing I 

I yon tan dpag med mnga'ba dang I 

I tharns cad mkhyen dang thugs rje can I 

I de la bdag ni skyabs su mchi I 
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Devatisayastotra 20 

20ado祖]corr. Hahn: do頷QShastri. 

Miilikavad函a167 

コメント この詩節はすべての piidaに、両者の読みが違っている箇所がある。蔵訳

との一致により、 DSの方が古いかたちであって、 MAはそれを改変したテクストであ

ると判断できる。これほどMAで詩節のあちこちが違っていることは、単に写本が汚

損して読めない等の原因でやむをえずに文の改変が起こったとは考えにくい。たしか

に、 MAが利用した DSの写本は、いくつもの箇所で伝承が劣悪化して読めず、筆記者

に強く修復を要求するものだったのかもしれず、それが、これまでに MAで見てきた複

数の事例のような積極的な改変を誘った一つの理由かも知れない。しかしながら、こ

のMAの詩節の場合を見ると、 MAが施した改変が、単に伝承が劣化して読めなくなっ

たテクストの修復という保護的な目的でなされたとばかりは言い難いように思う。

padaaの DSの yasyado~na vidyanteをMAが yasyana vidyate do~ と変えているの

は、 DSの元の写本の文がちゃんと読めているのにもかかわらず、 MAは無用にも、わ

ざとその語順を変えたことを意味する。これは修復とはいえない。改宣的な性格の強い

変更である。 MAの作り手には DSを借用する時に、そのテクストを自分の気に入るよ

うに改蹴しても構わないとする意識があったのではないかと思わざるを得ない。 DSの

この詩節において、 MAの作者は DSから文を忠実に完全に借用すること、その行為自

体に躊躇いを感じていたのではないかとすら、疑うことが出来る(15)。ともあれ、この

詩節においては MAに生じた改童の明白な理由を見つけるのは難しい。このように自

15. つまり MAの作者はMAの一部として DSの詩節を写す時に、何らかの動機があって、わざ

とあちこちの語を入れ替えて「別の詩節」にしたかったのではないかと疑うことが出来よう。彼

は、自分は写経師のように古いテクストを単に機械的に筆写するのではなく創造的

に (creatively)筆写しているのだということの証を残したかったのだろうか。それとも、そんな

個人的な感情によるものではなく、別のテクストをそっくり利用する時に、わざと詩節の数箇所

を変えることによって、二つのテクストが同一性を主張することが無いように、両者がきちんと

別個の作品として伝承されてゆくように、配慮したのか。つまり、もし MAの中にあるテクスト

をDSとほとんど同じテクストにした場合、後代の人間は、両テクストの貸借の前後関係がわか

らないため、 DSという本来の作品の独立性を疑う人が出てこないとも限らない。そのためMA

とDSはあくまで別々の作品であるという決定的な印象を与えるために、 DSを写す時にわざと

作品の最初や最後のあたりに位置するいくつかの詩節において故意の改変を施し、わざと両テク

ストが同一にならないように配慮した可能性も考えられる。
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由に作文が行われた MAの文によって DSのこの詩節は修正する点はないと判断でき

る。

Devatisayastotra 21 (= Devatavimarsastuti, ed. by M. Hahn) 

evam stute stutisahasranadisamudre 

buddhe vibuddhakamalayatapattranetre / 

yat珈 cidasti kusalarp mama v菰samuttharp

sattva bhavantu sukhinal} < v v > tena sarve // 

// acary砥a油arasvamipadak祖 devatavimarsastutil}samapta // 

幾千の『讃』という河が流れ込む海である、開花した蓮の大きな葉のごとき眼をお

もちになるブッダを讃えおわって、私の［この］言葉から生じた功徳がいかほどか有

るならば、それによってあらゆる有情が幸せになりますように！

阿闇梨シャンカラスヴァーミン様の作、 『神格への吟味の讃』終わる。

Malikavad函a(ed. by K. Okano) 

0S21に対応する詩節なし。

In MA there is no corresponding stanza of DS 21. 

Tib. DS 21 (ed. by J. Schneider) 

I padma kha bye rgyas pa'i'dab ltar dkyus ring spyan mnga'ba I 

I bstod pa'i chu klung stong *gi rgya mtsho de ltar bstod bgyis pa I 

I bdag gi tshig gis bskrun pa'i dge ba cung zad ci mchis pa I 

I des ni sems can thams cad bde ba dag dang ldan gyur cig I 

Devatisayastotra 21 

21a stute] corr. Hahn: stuta Shastri. 

21 b buddhe] corr. Hahn: buddh叩 Shastri.

Colophon: 0sv血 pad知 a)corr. Hahn: 0svamip孤alqtaShastri. 

M韮kavad血a

Tibetan DS colophon: 

I Iha las phul du byung ba'i06> bstod pa slob dpon bde byed bdag pos mdzad pa rdzogs so II 

I rgya gar gyi m比anpo sarba dznya de wa dang I lo tsa ba bande rin chen mchog gis bsgyur I 

zhu chen gyi lo tsli ba bande dpal brtsegs rak~i tas zhus te gtan la phab pa'o II 

16. 蔵訳の巻末のコロフォンに記された作品名は、 Ihalas phul du byung ba'i bstod paであるが、蔵
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12b oruj*函tasya 0rujartasya 

12c sphutam yasya gii曲a:tpyas ca 

12d *santam . santas 

12d m゚anasah ． 0manasa):t 

13a *0rcchaya 喰chaya

13c *tarp. 

13c munindra゚

13d 血 arim. 血 arim． 

14b 0 vm. a_s, a ゚ 0vipatti0 

14b 0abhyudgatal). 0abhyudya呻

14c 甜kyakule*vare (?) 俎kyakulendur

*'dbhutamatis *triitii acyutamatis trata 

15a asura*sura*ratn酎 asurasuradiirii.0 

15b may函vitarp.(?) miiyiivitv岬
(or *mayavitve?) 

15c *vandyo vandyo 

15c api vimukto *'budhataya aparimukto'budhataya 

16b visr.jya haraye *mahiqi mahi:tμmahatI:tμvisrjya 
<*sa> balir iipa ka~! 抑 harayevapa k邸μupbalil;l 
da俎m

16d 0*kar血 bar血 0tal却 cas岬 prliptav函

17c yuktimac muktimac 

17c *yasya 

17d *s函tus

18cd 0cetas抑 *janairase~ 曲

19a yasya ca na santi nikhila 

19b do舜h sarve gur;i邸 sarve gui;i曲santijagaddhitiirthe 
vidyante 

19c brahma va vis．n． ur va brahmapi vi~Qur giriso harir vii 

19d mahesvaro va sa me俎Sta same hi臨 tasubhakiiri mitram 

20a do~a na vidyante na vidyate do~ 〇

20b c血 ta sakala 

20c sarvajfias ca lq-palus ca sarvajii吐sajagacchasta 

20d gata}:l vraJe 

21a stute 
,, 

(18) 

18. この表でDS第21詩節（最後の詩節）の箇所には、 MAには相当詩節が存在しないので、一

と表記している。
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ュ21d sukhin曲<vv>tena
この表2に示された、 Hahn(2000)とMAのテクスト間の読みの違いを検討してゆく

と、 MAという梵文作品の DS相当詩節がもたらした DS校訂への貢献が明らかにな

る。その得られた成果を、次の様に簡単にまとめてみると：

(1) OkanoのMA (第2伝承）に基づいて、蔵訳も考慮に入れた上で、 Hahn(2000) 

のDS梵文テクスト（第 1伝承）を修正した方がよいと思われる箇所が、多数指摘でき

る。それは以下のように両者の読みが異なる箇所である（以下、 DSの詩節番号でその箇

所を示す） ： 

4d DS vafic皿i"y助 +:±MA*v菰chani"y曲； 5d DS na +:±MA ca; 6b DS面 ayavidhi~u +:±MA 

jagatal). 面 aya;8a DS *yuvatim +:±MA suratim; 9a DS <--> +:±MA *hiipsro; 12c DS yasya +:± 

MAy砥ca;DS 0abhyudgatal). +:±MA 0abhyudyatal).; 15b DS may函v証 ip{?)+:±MA mayavitv岬；

15c DS api vimukto +:±MA aparimukto; 18c DS cetas両 +:±MAcetasa; 18d DS *janair ase甜h

+:±MA janena se~ai):t 

(2) Hahn (2000)が推測に基づいて Shastri本を修正した箇所に対して、今回 MA(第

2伝承）に基づいて Hahnのその推測が正しかったことが確認できた箇所を多数指摘で

きる。 Hahnの推測した読み (conjecture) に対してアステリスクの印（＊）を付すと、

その読みが、今回 MAによって、推測が正しかったことが確認できた箇所は以下の通

りである：

Sa DS *vacarμsi, Sc DS *samak函i,Sd DS *vandyatvam, 6a DS *vadhiiya, 6d DS *tayo}:l, 8a 

DS *叫ke,9a DS *vi~r:iu}:l, 9b DS *jfiatiha, 9c DS *kI面函ya,9c DS *0marμsasini, 12d DS 

0*manas血 13aDS *rcchaya, 13c DS *血p.,lSa DS asura*sura0, lSc DS *vandyo, lSc DS 

*'budhatayii, 16b DS *mahirμ, 17c DS *yasya 

(3)第 1伝承たる Hahnの校訂DSテクストとは異なる読みが、第2伝承たる MAで

得られた箇所が沢山あるが、第2伝承の読みが第 1伝承の読みよりも必ずしも良い読

みとは言えないことも多い。 DSの校訂のためには使えない悪い読みも MAには沢山あ

る。その、第2伝承が第 1伝承とは異なる読みが集中的に現れる詩節に関しては、扱

いに注意する必要がある。次の 1-6で述べるように、 MAにおいて意図的な改変の手

が集中的に加えられたと判断できる詩節にある、 DSと異なる読みと、そうではない読

み（つまり集中的に強い改変の手が加えられていないと判断できる詩節にある、 DSと異なる読

み）とは、質が異なると思われるので、同じ MAの内部の DS相当箇所の異読とはい

ぇ、両者をきちんと区別して扱う必要がある。 MAで故意に集中的に改変がなされたら
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ウタマとして、誕生なさった。かのお方が有益な教師であることを、今日いかなる愚か

な人々が理解しないのか。

15 貪りと瞑りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ）に

よって、アスラとスラ（神々）の宝の掠奪が、 ［彼の］欺詐ある性質において、なされ

た時、非賢者性（愚者性）のゆえに解脱していない者であるハリ（ヴィシュヌ）は［多

くの者によって］供養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚かな

迷妄に満ちた人々は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。

16 四海という腰帯を［はちきれんばかりに］満たす臀部の重荷（重さ）によって動

きの鈍い［女である］大地を、バリはハリ（ヴィシュヌ神）に贈って、 ［その結果バリ

は］悲惨な状態を得た。 ［一方］しかしアショーカ王は牟尼（仏）にわずかな塵を与え

たので、満ちた月の輪の光線を衣裳とする（月光が照らす限りの） ［すべての］大地を得

た。

17 私は［意図的に］ブッダに味方するわけではなく、カピラなどの［異教徒］を憎

んでいるわけでもない。道理に適った言葉をもつところのその教師を［私は］受け入

れる（認容する）。

18 これらの者たちの中で、いずれかの者が確かに一切智であって、生類の利益のた

めに純一に広大な教えを説いた者であれば、その者こそが、甚だ思考の鋭い精神をもつ

人々によって探し求められるべき者である。残りの、無益な事柄を知る学者たちに何の

用があろう。

19 どんな悪徳も無く、あらゆる徳性が有る者であれば、―-[たとえ］ブラフマー

であれ、ヴィシュヌであれ、大自在天（シヴァ神）であれ、一そのお方が私の教師で

ある。

20 その方には諸々の悪徳が無く、無量の徳性が有り、一切智であり、憐れみ深い

方であるから、私はそのお方に帰依している。

21 幾千の『讃』という河が流れ込む海である、開花した蓮の大きな葉のごとき眼

をおもちになるブッダを讃えおわって、私の［この］言葉から生じた功徳がいかほどか

有るならば、それによってあらゆる有情が幸せになりますように！

阿闇梨シャンカラスヴァーミン様の作、 『神格への吟味の讃』終わる。

1-6. MAに見られる DSテクストの改変はなぜ生じたか

DSの蔵訳から推測される本来の DSの梵文テクストと大きくかけ離れた読みが、第

2伝承 (MAの中の DS相当箇所）のほうにおいて、第 1伝承 (ShastriとHahn校訂の

DS)の写本よりも、頻繁に出現する傾向がある。梵文テクストと一緒に蔵訳テクスト

も挙げている上記の表 lを注意深く見た人は、 DSの蔵訳から推測される本来の DSの

梵文テクストと大きくかけ離れた読みが、第2伝承のテクスト全体の中で、決して散発
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考える。これらの私見はまだネパール仏教写本文献学の領域の片隅で出て来た仮説に

すぎず、現地調査を含めたより広範な文化的研究によって確認された意見ではないの

で、今後ネワール仏教文化に関心をもつ研究者たちが様々な角度からこの意見を検討し

てくれることを希望したい。もし私の「Jayamuni仮説」が完全に証明しきれない意見

であるとしても、その批判と検証の作業によって、ネパールの avad血am非i諸文献の形

成の謎をめぐる研究が次第に学的に緻密化してゆくであろう。

I -9 • Jayamuniという人物の仕事について

最後に、 Jayamuniという人物の仕事について私見を述べておきたい。

Jayamuniが行った仕事について私たちが知っていることは限られており、彼がNewar

仏教の復興という志に従って生涯で成し遂げようとした仕事を語ろうとする場合、何に

基づいて語るのが確実かといえば、それは何よりも彼が書いた諸写本のリストに基づい

て、である。

彼が筆写した写本については、 Formigatti(2016a), Tournier (2017), Marciniak (2017c)の

研究により 13作品が彼の筆写であることが確認（あるいは推測）されたが(30)、岡野

(2019: 17)はその写本のリストにさらに 3作品 (Subh函itamah如atnavad却am非a,Tathagata-

janmavad血am血，S岬 bhadravadanam非i) を加えた。

Formigattiらが確認した13作品の写本のリストに私が3作品を加えた、合計16作品の

Jayamuni筆写の写本リストを見ると、先に13作品のリストを眺めていた時にはまだはっ

きりしていなかったことが16作品のリストになるとはっきりして、自然に一つの仮説に

導かれるように思われる。その仮説とは、 「Jayamuniがavad函am甜a諸文献を筆写した

ばかりでなく、その製作に深く関わっていたのではないか」という仮説である。私は

それを上の節でも説明したが、その仮説についてもう少し詳しく説明したい。次に挙げ

るのは岡野 (2019:17)に示したものと同じ、その16作品のリストであるが、それを見て

みよう。 （今回は私が後で説明を行う便宜のため、 AグループとBグループという仮の

区分づけを16写本に対して行っている。）

Jayamuniに筆写された16写本のリスト

(A List of 16 Manuscripts Written by Jayamuni) 

[Aグループ：］

本当に後期の文献群に位置づけられるかどうか、今後評価し直されねばならない。

30. Formigatti (2016a: 112-113), Tournier (2017: 385-388), Marciniak (2017c 123-125)の研究によって

Jayamuniの筆写と確認あるいは推測された写本の数を数えると13本ある。

-148 -









以上のように Jayamuniの生涯の筆写活動の推移を概観するなら、 Jayamuniの時代に

生成されつつあったBグループの作品に関して、 Jayamuniが単に筆写の作業だけを行っ

たとは考えにくい。彼が熱心に筆写活動した、 Bグループの作品群の生成そのものに彼

が直接関わって、製作グループの指導を行っていたと考える方が自然であろう。
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異教徒はナーラーヤナ（ヴィシュヌ神）に捧げるためと答え、給孤独長者はブッダに捧げるため

と答えた。園丁がそのブッダとはどのような者かと尋ねると、給孤独長者は詳しく彼に釈尊の徳

性を語って聞かせた。園丁はそれを聞くと、蓮を売るのをやめて、自らこの蓮をブッダに捧げた

いと申し出た。給孤独長者は悦んで彼を釈尊のもとに連れて行った。

祇園精舎で園丁は仏の偉大な姿を見て感激し、その蓮を仏の頭上に投げると、その蓮は荷車の

車輪の大きさになって、仏の頭上で空中に停まった。その奇跡を見て、園丁は釈尊の足下にひれ

伏し、 「私は将来ブッダになりたい」と誓願の言葉を発した。すると釈尊は微笑して、口から五

色の光線を発した。それらの光線は三千大千世界を経巡ってから戻って来て、釈尊の頂髯で消え

た。その時アーナンダが釈尊が微笑んだ意味を尋ねると、釈尊は将来この園丁がパドモッータラ

という名の仏になると語り、園丁に成仏の授記をなした。

ここまでがAvad函asatakaとMAの話の共通部分の粗筋であるが、 Avad血函ataka第7

話は園丁の成仏の授記をもってそのまま話を終える。しかし MAはそのようなかたち

で話を終えずに、その後に続く出来事を新たに話に追加した。それは次のような内容の

ものである：

園丁が仏教に入信した後、くだんの（蓮を入手できなかった）異教徒の在家信者は、それを聞

いて園丁のもとにやって来ると、園丁を激しく非難した。仏を信じる者たちはみな死後に悪趣に

堕ちるが、ヒンドゥー教の神々を信じるならば天界に生まれる、と異教徒は説き、園丁に強く仏

教への改宗の放棄を勧めた。仏をおとしめるその異教徒の言葉を聞いて、園丁は黙っていられ

ず、仏の徳性の偉大さについて、異教徒に反論し、雄弁をふるう（この箇所に梵文DSのテクス

トが入る）。

園丁が仏教に改宗したと知って激怒した異教徒がやってきて園丁の信仰を批判したた

め、園丁が仏教とヒンドゥー教の優劣をめぐって異教徒に説法するという出来事が、こ

のようにオリジナルな (Avad血砥atakaの元の話には対応箇所がない）展開として、新

たに追加されている。その、園丁による説法の主要部分をなしているのが、 DSからの

20の借用詩節なのである。その DSからの連続的な詩節の借用の後に、 MAは釈尊への

信仰表明としての17のオリジナルな詩節を加えて、園丁による異教徒への説法を形作っ

ている。その園丁の説法を聞くと、異教徒はただちにヒンドゥー教の神への信仰を捨

てて、仏弟子になり、仏を信奉した―このようなかたちでMAは話を終える。

MAは、一本の蓮の花をもっていたことをきっかけに給孤独長者の導きで園丁が仏教

に入信して将来ブッダになる授記を得たという、 Avadanasatakaに基づく話をした後

に、その入信した園丁が今度は異教徒に対してヒンドゥー教よりも仏教のほうが勝れて
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rudro ragavasat striyarp. vahati yo *hirp.sro hriya varjita 

vi~t;iul_t krfiratar曲kftaghnacarit曲skandhal_tsvayarp. j証tiha/ 

ktiirasya mahi頷nt如 naravasamarpsasinIp西vatI

p恥epsIca vinayako dasabalo srasto'py ado~al_t suhft // 156 ::::: OS 9 [=皿可

bandhur na *me sa bhagavan na ripur na c助ya);t

絨statrilokagurur ekatamo'pi dhira);t / 

srutva vac吐sucaritatisayaprabhavarp

buddh叩1gui:iatisayalobhatayasrit曲sma);t// 157 

nasm放arpsugat曲pitana ripavas tirthya dhanarp naiva no 

dattarp tena tathagatena <*na> hrt叩 kirpcit kai:iadadibhi);t / 

kiqi tv ek函tajagaddhit曲sabhagavan buddho yat砥camalarp

::::: DS 10 [= Ed. 74] 

v祉yarpsarvamalapahari ca yatas tad bhaktivanto vayam // 158 :::: DS 11 [=皿可

hitai~i yo nity叩 satatamupak町 cajagatal}

lqtaqi yena sv函thyaqibahuvidharujartasya jagatal} / 

g吋h叩1yas ca jfiey叩 karatalamivavaiti sakalaqi 

prapadyadhvaqi santas tam雨m*asamaqi bhaktimanasal} // 159 = DS 12 [= Ed. 76) 

[159b] asarvabhavena yadrcchaya vii 

par面uvftyavicikitsaya vii / 

yet岬 namasyantimunindracandraqi 

te'py amariqi saqipadam apnuvanti // 160 

paurii1_1i srutir e~a lokamahito buddh曲kiliiy叩 harir

d困viijamnajaravipattivasagaqi lokaqi kn>iibhyudyat曲I

jiit曲幽yakulenduracyutamatis triitii nro函 gautama);l

::::: DS 13 [= Ed. 771 

siistiiraqi hitam eva kas tam adhunii navaiti mfi<;lho jana);l //固：：：：DS 14 [= Eel 781 

yadii riigadve~iid asurasuradiiriipahara1_1aqi 

灯血pmiiyavitvaqi (*miiyavitve?) dhar叩ihar叩iisaktamatinii/ 

tadii pfijyo vandyo harir aparimukto'budhatayii 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahulal,i // 162~DS 15 [= Ed. 79] 

caturjaladhimekhaliikuranitambabh血 las抑

mahiqi <*sa> mahatiqi visrjya haraye vapa (!) ka~ 固p.balil,i / 

pradaya munaye tu paqisulavam apy asoko DfP曲

k~itiqi sakalacandramal}galatarafi ca s叩1praptav函//163 

pak~apato na me buddhena dve~al,i kapiladi~u / 

muktimac ca vaco yasya k面yastasya parigrahal,i // 164 

av砥yame舜qikatamo'pi sarvavit 
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lla br助manas]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): br珈 nasA'.

12d anye] Ms. Ed.: aneka N. 

13d 0caran] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): 0carat N N. 

15a 0upas皿 n]Ms.N:0up緬抑Ed.

15d uttam岬]Ms. Ed.: utammp. N. 

16d babhuvur] Ms. babhuvur N Ed. II v菰chinal}.]Ms.: v両chi呻 Ed.(i.e.Takahata's corr. for A'): 

v抑chit曲NN.

17b sakausal曲]Ms. N: kausal曲Ed.

17d tirthika0] N Ed.: tithika0 Ms. 

19b vanat] N Ed.: vanata Ms. 

20c] pada b is hypermetric. 

20dpr面thayat]Ms. Ed.: pr函thayaN.

21a bho malinn] Here metrically one syllable is lacking. 

21c mulyam] Ms. Ed.: mulyam N. 

22c yadicchati] Ms. Ed.: yadicchasi N. 

23c samupayato] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): samupayataN N. 

24abhom甜inn]Ms. Ed. (one syllable short): bho miinn N. 

24b icchasi] Ms.: icchati N Ed. 

27b0m函it曲lMs.: 0m血呻NEd.

27c 0gui;iena mulyena] Ms.: 0gui;iamulyena N: 0gui;iamulyenaEd. 

27d grahituip] Ms. N: grhituip Ed. 

28ab grhastheso'natha0] Ms.: gfl1asthes証atha0N: grhasthei;i証atha0Ed. 

28b pii;i<;lada utsaln1 Ms. N: p叫 adotsahIEd. 

28d t抑 cabhyayacata]Ms.: tam abhyayacata Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): t岬 nabhyayacata

NN. 

29a] pada b is hypermetric. 

29ag巾apatIsiidhii] Ms.: grhapatI so tha Ed.: grhapati so tha N. 

29c mulyais t岬]Ms.: mulya t呻 Ed.:mulyas taip N II adatuip] Ms.: adaya N Ed. 

31a grhapatisre~pio] Ms.NA': grhapa曲 sre抽oEd.(i.e. Takahata's corr. for N). 

31d sthirasattvo] Ms. Ed.: bodhisattvo N. 

32a] pada a lacks one syllable. 

32a padmam] Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): padmad A'N: padma[ip] Ms.(post corr.): padmad 

Ms.(ante corr.). 

32e pariprcchyaiva] Ms.: parip四chavaNEd.

33a svacittena] Ms. Ed.: svacitena N. 
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104a ta] Ms. N: t曲Ed.llr曲mayal}]N Ed.: rasmay曲Ms.II paii.ca] Ms.: paii.cal} N Ed. 

104b sarvarp.l] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): sarv却onN: sarv乱N.

105be虹bhiit話]corr.: ekibhiita Ms. N Ed. 

105d'visat]~visat Ms. N: viset Ed. 

106a sabh拙ok曲]Ms. Ed.: samalokal} N. 

106b'tivismay曲at曲]Ms. N: te vismay却vit助Ed.

106c adisen] Ms. N: adesen Ed. 

107a athayu0] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): athayu0 A'. 

107d bhagavant岬]Ms. Ed.: bhagavanta N. 

109a yadarthe hetuna] Ms. Ed.: yadarth岬 hetunaN.

109asmit叩]metre! 

110a bhav函]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): bhavat A'. 

110a smitaiμ] metre! 

110d sarvarp.1] Ms.: sarval N: sarv恥 Ed.

lllc sarvarp.l] Ms.: sarval N: sarv函 Ed.

llld cabravit] Ms. Ed.: sabravit N. Metrically one syllable is lacking. 

112a etat *sad珈anda]etat sah血andaMs.: etan mah珈andaNEd.

112c sarve buddh曲]Ms.: sarvabuddh曲NEd.

113b sadhur函血北曲]Ms.: sadhu血血k曲Ed.(i.e.Takahata's corr. for N): sadhu r血血I:tA': 

s珀huramik曲saN.

113d suddhaya muda] Ms.: sraddhaya muda N Ed. 

114c bodhicit呻]Ms. Ed.: bodhicit岬 N.

115a sarval}] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): sarp曲A'llm面却vinirjayan]Ms. N: m面a-

g叩函vinijayanEd. 

116b西thabhfl]N Ed.: 西thab岡l}Ms.

124c sam韮kas]Ms.: sab血:ptik砥N:sabh血tik砥Ed.

126a so'natha0]~sonatha0 Ms.: s血atha0Ed. 

126b] By mistake N repeats the text of 125cd between 126b and 126c. 

126d svanilayaqi] Ms.: sve nilayarp. N: sve nilaye Ed. 

128c ru担]Ms.:ru諄0Ed.: SU~!O N. 

129a papin] Ms. Ed.: papin N. 

130b 0bhasini] Ms.: 0bhasini N: 0bhasini Ed. 

130d cino~i] Ms.: vino~i N Ed. 

131a bhajanti] Ms. N: bhajante Ed. 

131c yat話]Ed.: yat曲Ms.(postcorr.): yata Ms.(ante corr.) N. 
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ち、ガンダルヴァたち、キンナラたち、シッダたち、ヴィドゥヤーダラ（持明者）た

ち、羅刹たち、大通力者たち、 [10] 仙人たち、婆羅門たち、クシャトリヤたる諸王、

またヴァイシャたち、王子たち、大臣たち、輔臣たち、家来たち、 [11] 家長たち、隊

商主たち、商人たち、工芸の匠たち、都民たち、地方の者たち、村の者たち、また他

の者たち、山村の長たち（あるいは：巡礼たち）、 [12] — その場に集まり来た彼らす
べては、かの光輝に充ちた方（仏）、牟尼（聖者）を見て、右遡し、拝礼してから、近

づきました。 [13]

作法どおりに敬意を示して、欣然としてお辞儀し、合掌した彼らは皆、 ［仏の］まわ

りを取り囲んで、それぞれ［仏を］前に見ながら、近坐しました。 [14]

近坐した彼らすべての者を見ながら、かの世尊・牟尼は［四］聖諦からはじまる最高

の教えを説きました。 [15]

その法を聞いて彼らは皆、 ［教えに］覚醒させられ、 ［仏の］教えの勝れていること

を理解し、悟りを欲しました。 [16]

その都城ではプラセーナジット王がコーサラの国民たちと［住んで］いましたが、

其処に善逝（仏）がいない時期には、 ［王は］異教徒を信奉していました。 [17](#2)

しかし善逝が僧伽の人々を伴って、其処にやって来られると、かの光輝に充ちた方

（仏）をかの王はいつも常に信奉しました。 [18]

さて［仏が滞在されていた］その時、その地に或る一人の園T(園林で働く庭師）が

おり、林から新鮮な一本の蓮を取って、王に与えるため都城に入りました。 [19](#3)

其処の或る路上で、異教徒の在家信者が彼を嬉しげに見つけて、ただちに彼の前に

行って、その一本の蓮を求めました。 [20]

「おお、園Tさん、もしあなたにこの蓮を売ろうという気があるなら、あなたは通

常の値段を受け取って［それを］私にくれますか。」 [21]

そのように彼が求めるのを聞くと、 ［園丁は］心が欲にそそられて、 「もしあなたが

欲しいのなら、与えてもよいですよ」と、その［蓮］を与えようと欲しました。 [22]

まさにその刹那に、その場に、家長アナータピンダダ（給孤独長者）が花を求めて

やって来て、その園丁に尋ねました。 [23](#4)

「おお、園丁さん、もしこの蓮をあなたが売ろうと望むなら、あなたは二倍の値段

を受け取って、 ［それを］私に与えてくれませんか。」 [24]

彼がそう言うのを聞いて、その異教徒の在家信者も、その［言い値］より更に二倍

の値段で、その蓮を求めました。 [25]

そう、その者が求めたのを聞いて、かのアナータピンダダも、それより更に二倍の値

段でその睡蓮を求めました。 [26]

それを聞いて、高慢と衿持によって傲る心をもつその異教徒も、その三倍の値段でそ

れを得ようと欲しました。 [27]
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来ない者たちを越えさせる者、煩悩の海に沈んでいる者たちを救い上げる者、解脱させ

る者に、 [82] 教えによって安息を得ていない者たちに絶えず安息を与える者に、悟り

への道が見えない者たちに［道を］示す者に、私はなれますように。」 [83]

彼はそう思念し、誓願を立てました。するとその時かの一切智・世尊は悦んで、美し

い微笑を浮かべました。 [84](#11)

その微笑がなされた時、蓮のごとき牟尼の王（仏）の顔から、五色の美しい光線が三

界に［遍く］流れ出ました。 [85](#12)

下の方に行った光明は、地獄の全域をも照らし出して、浄福を作り、苦痛を消滅させ

ました。 [86]

その光明によって触れられたその地獄の住民たちは皆、苦から解放され、安楽を感じ

て、次の様に驚いて語りました。 [87]

「ああ、何という大きな安楽が今われわれに生じたことだろう。いったい、われわ

れはこの［地獄］から死没し［転生して］、どこか他の世界に生まれたのだろう

か。」 [88]

このような思いに包まれた彼らの心に、理解を生じさせるため、世尊は化身の仏を

地獄に向かって発出しました。 [89]

それを見ると、彼ら地獄に居る者たちは皆、非常に驚愕し、互いに見合って、再び次

の様に語りました。 [90]

「おいみんな、われわれはここから死没したのでもなければ、他の世界に行ったわ

けでもない。まさしくこの地獄に居るままであり、どこにも移動していないのだ。

[91] この曾て見たことがない人物がやって来られたので、きっと彼の威力によって、

今［われわれに］浄福が生じているのだ。 [92] この偉大な有情はきっとわれわれが苦

痛に悩まされているのをご覧になって、憐れみにより、遍＜救済するために、この地獄

に来られたのだ。 [93] それ故、われわれはこのお方に頼って、絶えず帰依をなし、い

つも信心をもって拝み、熱心に信奉しようではないか。」 [94]

このように話し合って、そのすべての地獄の者たちは納得するを得て、かの仏に帰依

をなし、嬉しい心で拝み、信奉しました。 [95]

その［仏を］信奉することから生じた福徳によって、そのすべての地獄に住する者た

ちはただちに善趣（善い諸世界）に去って、教えを［受ける］器量の者となりました。

[96] 

このようにして、その総ての光線は、地獄に居る者たち全員を救済してから、再び生

類の教師（仏）がおられるその地に戻りました。 [97]

また上の方に行ったその諸光線は八つの方角を輝き照らし、有頂天のきわまで輝き

照らしながら拡がりました。 [98](#13) そして幾つかの偽頌をもって、神の身体の快楽
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同じ様に、信仰心により常に三宝に帰依し、信奉する人々は、皆、善逝の息子た

ち（仏弟子）になることが出来るでしょう。 [118]

そしてその者たちはあらゆる有情を益する目的で努力する、徳性の蔵である菩薩．

大士となることでしょう。 [119]

その後、すべての波羅蜜を順次に完全に満たし、悟りに達して、善逝（仏）にさえな

ることでしょう。 [120]

このように思惟して、輪廻において悟りの知を欲する者たちは、三宝への信奉をな

し、絶えず浄行を行うべきです。」 [121]

— 以上のように牟尼の王（仏）が教示されたのを聞いて、アーナンダをはじめと
する彼ら比丘たち、サンガに属するすべての者たちは、気づきを得て、歓喜しました。

[122](#18) 

あらゆる人々、その全員が、このように光輝に充ちた方（仏）が語られたことを聞い

て、三宝に帰依をなし、喜悦をいだき、信奉しました。 [123]

かの園丁は、このように師・牟尼の王が自ら、彼自身の授記をなさったのを聞いて、

歓喜し、非常に悦びました。 [124]

それ以降、かの園丁はいつも常に喜悦をいだいて、三宝への奉事をなし、菩提行を

実行した。 [125]

その［説法の］後、かのアナータピンダも、彼と一緒に歓喜して、かの生類の庇護主

（仏）にお辞儀して、自分の家に帰りました。 [126]

かの園丁は彼の家で妻と共に喜び、三宝に帰依して、絶えず浄行をなしました。

[127] 

その後、彼が善逝の教え（仏教）を実践していることを聞くと、かの異教徒の在家信

者は激怒して、 ［彼のもとに］やって来て、非難しました。 [128]

「おい、愚か者、悪人よ、どうしてこんな不善行をお前さんはしているのだ。完全に

お前さんは堕落した。地獄で苦しみを得るだろう。 [129]

なぜなら、 ［釈尊という］器ならざる者・邪行者・誤った教えを説く者に、お前さ

んは親近して信奉することで、大きな罪を積んでいる。 [130]

仏を尊崇する人々は、 ［死後に］善趣に行くことはない。彼らは悪趣（三悪道）だけ

に行き、たえず不善行をなすのだ。 [131]

いつでもどこでも、決してそれら［仏教徒］の家庭に幸せが生じることは無い。ラ

クシュミー（繁栄の女神）は［そこに］住むことがない。なぜなら法が滅び去っている

からだ。 [132]

あの乞食で食っている出家どもには全く善行が存在しない。どうしてお前さんは［釈

迦が］まるで正しい導師であるかのように、信仰心から絶えず敬っているのだ。 [133]
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この世で自ら破滅し、他の者たちも破滅させている、あの哀れな者は、非法を正法

だと言いながら、欺している。 [134]

あの者（釈尊）がどうして教師・善慧者・智者・法王・牟尼の王であるものか。あの

者は善人たちによって供養されるべきではない。悪見ある者として非難されるべきだ。

[135] 

このように、私は真実を告げているのだ、善行を欲するお前さんを益するために。

もしお前さんに法を欲する心があるならば、私たちの言葉を聞いて、実行しなさい。

[136] 

あの仏との交際を捨て、いっしんに聖地で沐浴してから、ブラフマー神・ヴィシュヌ

神・イーシャーナ（シヴァ）神を、作法どおりにいつも信奉しなさい。 [137]

この世でブラフマー神を尊崇するところのすべての梵行者たちは、清らかな心をもつ

幸せな者たちとして、神々の世界に赴く。 [138]

ヴィシュヌ神を常に尊崇する者たちは、悪趣に赴くことがない。必ず善趣に行き、人

間の王となる。 [139]

偉大なルドラ（シヴァ）神を尊崇する者たちは、地獄に赴くことがありません。あら

ゆる幸せを味わいながら、死後にシヴァの住まいに行く。 [140]

このように考えて、もしこの輪廻界において、お前さんが常に幸せを欲するならば、

これらの三世界主たちを常に供養しながら、信奉しなさい。 [141]

この私の言葉を聞いて、彼ら本当の導師（グル）である行者たちを信奉しなさい。彼

らの正しい教えを聞いて、絶えず浄い誓戒を行いなさい。 [142]

そのようであれば、この世できっとお前さんに常に幸せがある。死後に罪悪から解

放されて、神々の住まいに赴くことだろう。」 [143]

— 以上のように彼が語ったのを聞いて、かの園丁は怒り、その異教徒に対して憤
激し、非難して、次の様に語りました。 [144]

「ああ、このように何をお前さんは語るのか。私に二度とこの様に語ってはいけな

い。お前さんこそ地獄に行くことだろう、牟尼の王を非難するなんて。 [145]

聞きなさい、今ここで、私は仏の徳性を少し語ってあげよう。わずかな知性をもつ私

に、詳しく語ることがどうして出来るでしょう。 [146]

それでも、お前さんの理解のために、私はわずかな［知性］で語りましょう。聞いて

から、お前さんは熟考し、正しいか正しくないかを判断しなさい。 [147]

＊ 

［以下の第148~167詩節は、 Deviitisayastotra(= Devatiivimarsastuti)の

第1~第20詩節の梵文テクストの借用である］

仏・世尊のみが善い徳性をもち、ヴィシュヌは讃えられず、ハラ（シヴァ神）も、黄

金の胎（ブラフマー神）も［讃えられ］ない。しかるに彼らの麗しい行いの卓越した輝
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かしさを耳にして、どの者が徳性があり、 ［どの者が］そうでないかに［人は］考えを

めぐらせる。 [148]

振り上げたガダー（槻棒）をもつヴィシュヌは、非情の者たちを伴って、謳す者であ

る。ルドラは灰と不生者（ブラフマー神）の獨腰をもち、狂酔した者である。しかるに

ブッダは完全に寂静なる行為という卓越をもつ。我々は誰を供養しようか―とても寂

静なる者か、それとも寂静ならざる姿をもつ者か。 [149]

戦輪をもつかのくヴィシュヌ＞はドゥルヨーダナなどの王たちを減亡させた者であっ

た。ピナーカ（槻棒の名）をもつハラ（シヴァ神）はトリプラの破壊者であった。グ

ハ（スカンダ神）はクラウンチャを固い槍で刺し殺した。このブッダのみが純粋に、生

類に益することを願った。 [150]

「私にとって、こいつは苦しめられるべきであり、こいつは護られるべきであり、こ

いつは殺されるべきだ」―これが神々の最高者の行動のしかたである。至福（解脱）

と増進（繁栄）の幸せに益することを、ただ一つの思いとしてもつブッダにとって、敵

である者たちもおらず、好もしい者たちもいない。 [151]

ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳から生まれ出たものである。またシャンブ（シ

ヴァ神）のそれ（言葉）は狂った振舞いをさせる。如来のそれはあらゆる悪徳を鎮め

る。ここであなた方は熟考すべきである、 ［それらのうちの］誰が、拝礼されるに価

する者なのかを。 [152]

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、生類への憐れみにより、活動する。また一方の者は情欲を有するが、他方の者は

情欲から解き放たれている。その両者のどちらが供養に価するか、ここでよく考えて、

彼［の名］を言ってみなさい。 [153]

金霞を手にするシャクラ（インドラ神）、すきを手にするバラ（バララーマ神）、ま

た、戦輪の武器をもつクリシュナ、槍を手にするスカンダ、墓場を住所にして三叉戟の

武器をもつルドラ、―これらの、苦しみと恐怖によって特徴づけられた、憐慇無く、

子供っぼい、様々な武器をもつ、常に生き物を殺すために武器を振り上げる彼らを、

いかなる賢者が礼拝しようか。 [154]

［三叉］戟を持っておらず、とても快楽を楽しむ美貌の女を膝の上に載せておらず、

戦輪あるいは槍を、あるいは恐ろしい金剛を、あるいはすきを持っておらず、煩悩から

解放されており、利他の行為に熱心な思いをもっ、生類が依るべき処（帰依処）である

かの聖者（仏）に、私は依り処として近づいた（帰依をなした）。 [155]

ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、残忍であり、羞恥心を欠いている。ヴィ

シュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を殺した。残

酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食べる。ヴィ
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善逝の言葉を聞く者たちは、悪趣に赴くことはありません。あらゆる点ですばらし

い幸福を味わいながら、スカーヴァティー（極楽）に赴きます。 [178)

ローカナータ（菩薩）を信奉する者も、悪趣に赴くことがありません。罪悪から解放

されて、安楽を味わいながら、神々の住まいに赴きます。 [179)

この三宝（仏・法・僧）は世界に生じた、善き徳性の源です。それに私は帰依して、

在家信者として信奉します。 [180)

この［行為］の福徳の異熟により、あらゆる有情を益することを目指す故に、順次

に菩提行を満たして、仏の位を私は得たいのです。 [181)

その時私は善逝となって、あらゆる有情の幸せを目的とする者として、有情たちを悟

りへと安立せしめてから、涅槃を得たいのです。 [182)

このように認識して、もしあなたも正法を欲するならば、三宝に帰依をなし、絶えず

熱心に信奉しなさい。 [183)

その福徳の異熟により、常に善趣に［赴き］、そして悟りに到達して、仏の位を得る

ことでしょう。」 [184)

— 以上のように［園丁が］語ったのを聞くと、その［異教徒の在家信者］は十全
な気づきを得て、異教徒の教えを捨てて、仏の弟子（声聞）になりました。 [185)

その時以来、いつも絶えず正法の聴聞を願う［彼］は、寺にやって来て、かの牟尼の

王（仏）を信奉しました。 [186)

— 以上、師がお教えになったことを私が聴聞したとおりに、そのままお話しまし
た。王よ、あなたも同様に、絶えず三宝を信奉しなさい。 [187)

大王よ、努力して民衆にも同じ様に覚知を得させて、悟りへの道に安立させ、一心

に［彼らを］護りなさい。 [188)

そのことの福徳の異熟により、あなたにはいつも至る処で幸せがあるでしょう。次

第に菩提行を完成させて、仏の位を得ることでしょう。 [189) 

— 以上のようにかの阿羅漢が説かれたのを聞いて、かの王は「そういたします」
と同意し、同座の者たちと共に、 ［その教えを］喜んで受け入れました。 [190)

もし最高の勝者（仏）が説かれたこの『園丁のアヴァダーナ』を聞いて、喜悦の心を

もち、信心により、幸せを願って、 ［他の人々にそれを］聞かせてあげるならば、彼ら

すべてはローカナータ・三垢の織悪に打ち勝った者・ 菩薩・大自在 (mahesa) として、

安楽を味わった後、必ず最後に、浄明の心で最高の勝者の住まい（極楽）に至るであろ

う。 [191)

『園丁アヴァダーナ』 (M甜kavad血a)終わる。第20章。

11-3. Avad血asataka第7話Padm晦と SMRAM第20章の比較
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第二部

ネパールの梵文仏伝の研究：

Tathagatajamnavadanamfila第14章

『［菩薩が］技芸と一切の学問を示しヤショーダラー

女宝と夫婦になる品』 後半部分

昨年に発行された『南アジア古典学』 14号にネパールの仏伝アヴァダーナマーラーで

ある TJAM第14章の前半部分（第1-244偽）の校訂・翻訳を発表したので、今回はそ

の続きとして、第14章の後半部分（第245-383偶）の校訂・翻訳を示したい。

1. Tathiga叫amnivadanamalる第14章後半の校訂

略号 A=NGMPP A 123/5 [a ms of TJAM, = BauDV 51(87)] 

B = NGMPP B100/2 [a ms ofTJAM, = BSP ca266(3-14)] 

D = NGMPP D43/4-44/l (rephotograph = E 1321/2) 

H = HoKAZONo's Lalitavistara edition, 1994 

L=LEFM心1N1sLalitavistara edition, 1902 

TJAM = Tathagatajanmavarliinamiila (= Padya-Lalitavistara) 

Tathiigatajanmiivad血amiilii14 

Silpakaliisarvavidyiis岬 darsanayasodhariistriratnasamagamaparivarta

A 82al-93b4; B 122a3-139b4; D lllb6-128a9<37> 

以下のテクスト中の［］の数字は A写本の葉を示し、例えば [82b]はA写本の第82葉の裏面で

あることを示す。また TJAMテクストがLalitavistaraの内容と密接に関係する箇所では、その詩

節の右側に：：：：という「類似」を意味する記号を使って、 Lefmann(略号L) と外薗幸一（略号

37. 本章のテクスト校訂においては主に A写本と B写本を用いたが、 A写本 (Jayamuni筆写写

本）が底本となる。 B写本は A写本から派生した粗悪な伝承本であると思われる。また B写本

以外に、必要に応じて D写本（系統的に Bと同じであるがもっと粗悪な伝本）も参照した。
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260c tad yu~miibhil} sahaik.o] A: tada yu~miibhi sahaik.ii B. 

260d sarvair yoddhuqi] A: sarver yoddharp. B. 

261ab菰arl).yasarve] A: 菰虹Q.iiB. 

261 b 0kumiirak曲]A: 0kumiirakii B. 

261c tenaik.ena] A: tanekena B. 

262b bodhisatv曲]A: bodhisatviil} B. 

263d *sp~ 匡:v]ex coni (cf. Lalitavistara): Pf疸:vAB. 

264b tigarvital}] A: bhigarvit曲B.

265a *samuddhiirya] ex coni: samuddh函 ya(?samudv函nya?)A: samudviisya B. 

265c 0iibhyapatann] A: 0iityapatant B. 

266b saqismitii0] A: sasmitii0 B. 

266c atr函[t]aeva] A: atr血tarevaBD. 

267b parivarttya] A: parivarttii B. 

267d 0vadanaqi] A: 0vedanarp. B. 

268b kificid] A: kifici B II ajiiyata] A: ajiiyate B. 

268d 0iibhyajiiyata] A: 0iibhyaqijiiyate B. 

269b sarv菰 ch臨ya0]A: sarviis C祉ya0B.

270b yoddhuqi samicchatha] A: yoddhu samicchathaqi. 

270c ekt"'bhavanto] A: ekt"'bhavantro B. 

271a tenodiはqi]A: tenodita B. 

272dnirm血血amit血]A(post corr. int. lin.><39>: nirm血函amiA(ante corr.): nirm恥函amit血 B.

273c *spr~ ほ]ex coni: pf咀ABII eviitimo0) A(post.corr.): eviibhimo0 A(post.ante): eviisimo0 B. 

274a sur曲]A: surii B. 

274b gagal).asthiil}] A: gag叩iisth曲B.

274cd pramuficanto血μ]A:om.B.

275amah血1allii]A: mahiisatvo B. 

276a parvatan] A: pavaiμt血 B.

276d rajomay血]A: rajomayii B. 

277c satv狙 chube]A: satviis chube B. 

278b miir血]A:m血却B.

279c tam arcitvii] A: nam abhyarcya B. 

279d ucire] A: ucire B. 

39. 記号の説明として、 A(antecorr.)は「A写本において写経生が書き直す前に書いた読

み」、 A(postcorr.)は「A写本において写経生が書き直した後の読み」、 A(postcorr. marg.)は「A

写本の余白に修正として記された読み」、 A(postcorr. int. tin.)は「A写本の行間に修正として記

された読み」を意味する。
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308d 0pa ŒŒa) A: 0poQina B. 

308e 0gulin ”Ÿopya) A: 0gulit “@opyaB.

309b sarve] A(post corr.) B: sarvapaura A(ante corr.) II vikampital:;i) A: vikalpital:;i B. 

310b dhanul:;i) A: dhanu B. 

310d te tad dra~!\lrp) A: t–¦ bharp dra~tarp B. 

311b pravismay ‹È) A: vismayaJ:;i B. 

312ayath ’p ena) A: yath ŒŒeraB.

312b laghu) A: lagh ‹È B.

312c vijitvabhi0) A: vijitobhi0 B. 

312d 0y æxyate] A: 0yi~yata B. 

313c 0sv ŒŒtal:;i) A: 0svat ‹ÈB.

313d prabhyanandan] A: pratyan ’¬ dan B II prasadital:;i) A: prasadito B. 

316b yantra0] A: p–¦ tra0 B. 

316dkiip ‹È) A: rupaJ:;i B. 

317a suprasiddho] A: saprasiddho B. 

317c sarpp “øQQO) A: s™èP“øQii B. 

319c pramuficanto] A: pramurpcarpsa B. 

320c Idrksilpakalap ‰v) corr.: idrcchilpakalap “u A: Idrcchilpakaladyas B. 

323b mahadripun) A: maharipun B. 

323c vicchidya) A: vicchi B. 

324b snguQ ŒÔar ŒŒ)B: srisuguQ —Õar •Ø A (metre!). 

324d apsyate) A: apanyate B. 

325c divyapu~pail:;i) A: divyaipu~pail:;i B. 

325dpr •ú raman) A: prakaman B. 

326b sarve] A: sarva B. 

326c tam abhyarcya) A: samabhyarcya B. 

327b 0asray ‹È) A: 0asrayeJ:;i B. 

329asarv ”Ÿtrasastra0) A: sarvasastra0 B. 

33lcd 0j Ž² sarvarailga0) A: 0jfio railga0 B. 

332b 0yuktivit] A: 0muktivit B. 

333asvapn ŒÅhyaya0) A: svapn —} dhyaya0 B. 

333c jyotirbhatika0] A: jyotirbhotika0 B: jyotirbhautika0 D. 

335a sanmatir) A: sanmati B. 

335b saddharmasa0) A: saddhar ‹© sa0 B. 

336a vidyasu) AD: om. B. 

336ds —} siddhi0] A (post corr.): s–¦ ddhisi0 A(ante corr.): sasiddhi0 D. 

336) the padas bed are lacking in B. 

337] the pada a is lacking in B. 

- 204 -



337bkal ’‘ ]AD:om.B.

337c 0asli ‘Åo] A D: 0asri ‰HoB.

337d 0vad vyarajata] A: 0vad vyarajat ‹È D: vad dharajata B. 

338c svatmaj —} ]A: svatmaja B. 

339amah ”Ÿatva] A: mahasatva B. 

339c 0gul} Œ Ô • Øna);i] A: 0guQlidh ”ŸaB.

341b sarva0] A: sarve B II 0vicak~ ’ @ ]A: vicak —‚Qa);iB.

343c en —}]A: an —} B.

344a —Hyo]A: —HyaB.

346ata ™ï]A: tataB. 

347as –¦ V—•ya0] A: s–¦ V’p a0B.

347b sarvair lokail;i] A: sarvalok ‹È B.

348c nijalaye] A: nijalaya B. 

349c0 ‹ÈƒÊcy •ú arot] A: 0ŒŒcyokarotB.

350b svarp svarp] A: sva sparƒÊB. 

350d sarpkalpya] corr. (cf. 351d): sarpkalpa AB. 

351d saipkalpya] A: sarpkalpa B. 

351] after this verse 351, A(seconda manu) adds in the margin the following 2 verses: tat ‹ÈparƒÊ-

casat ‹È˜×kya);i svarp svarp duhitararp muda / s•Ùarp •Ør—} dadus tasmai catu);i —‚—Ìkalavide // (1); 

evarp sarv –Êthasiddhasya caturasitisahasrikli / kanyli kŒ Œ ‚ Ùpriya asan pitfdatta pativratli // (2). —­
B has only the added verse of (2) after 351. However D has only the added verse of (1) in that 

place. 

353c gopli] A: gprepli B. 

354d carat] A: catarana B. 

355a sarpcarantirp] A: sarpcaranti B. 

355b satirp] A: sati B. 

356a nava hi vadhuka] A: naiva hi vandhuka B. 

356b pratilinli] A: pravilinli B. 

356d pracaraj] A: prlicara B 

357c •KŒŒtarjanasyligre] A: 0ŒŒtaj ™ï rasyagre B. 

358a “@ayahy ”Ÿya] A: asay ”Ÿsvaryli B. 

359a gacchan vai sobhate] A: gacchasya syobhate B. 

359c ni —‚QQO] A: nir~erQo B. 

359d 0atisobhate] corr.: 0abhisobhate AB. 

360ckalavi Žƒo] corr.: karavi ‹©o A: karavirpka B. 

362a •g yo]A: –ÊyaB.

362c balal;i] A: bala B. 

363c 0otsikto] A: 0otsakto B. 
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363ddu •² p“÷y”Ÿ) corr.: dussprsyas A: dusprsy ”Ÿ B II tathii) A: nathii B. 

364d sparsan ’@ l A: om. B. 

366b darsane) A: darsana B. 

367a ye~u) corr.: yesu AB. 

367c ye~u] A(post corr.): yesu A(ante corr.) B. 

367d 0s ‹©1yat ‹È] A: 0sarpyut ‹ÈB.

368a guptendriy ‹È) A: guptendriyii B. 

368c vaktrarp) A: vak ‚Í rƒÊB.

369c lajjapi) A: lajjiini B. 

370a 0iisayii}:l) corr.: 0“@ayii A B  II siidhvyo) corr.: siidhvyii A: siidhyo B. 

371b 0bhij ”B }:ll A: 0bhijfiii B. 

372ab na vidyate riigo'nyasmin) corr.: na vidyate riigama(!)nyasmin A (the letter ma has a 

amendatory mark!): vidyate riigo niinyasmin B. 

372c vaktram) B: vaktrarpm A. 

373d priinvamodat) A: priinvabodhat B. 

374b vadhfirp) A: vadhurp B. 

374cd •zyava0) A: du~mava0 B. 

376cvadh ’‘) A: vadhu0 B. 

377d 0m’@c;lau] A: 0maJ:].c,le B. 

378a ”Ÿ u•Rrpsan ’@)A: iinusasanam B. 

378bvadh ’¬ A: vadhu0B. 

379d 0riijata] A: 0riijate B. 

380a iti me gurul].iidi~ ŒŒƒÊ)A(post corr.) B(post corr. marg.): iti me guruJ:]. ‹©•¢a D: iti mama 

pur “@ yarp A(ante corr.) B(ante corr.). 

380b mayediinirp) A(ante corr.?): mucyediinirp A(post corr.?) B D. 

380c 0iisoka) B(post corr. marg.) D: 0”Ÿ anda A B(ante corr.). 

381a srutved ’@1ye'numodanti) A: srutveva ŽMn anumodanti B. 

381 b subhii~itarp) A: subh ”Ÿite B. 

383b 0̃ boko) A(post corr.) B D: 0”Ÿ ando A(ante corr.) II mahipati}:l] A(post corr.): mahiimati}:l 

A(ante corr.) B D. 

383d priibhyanandat)A: priityanandana B: priityananda D. 

Colophon: iti silpakal ’‘) A(ante corr.) B: iti sr'ilalitavistare silpakal ‰èA(post corr. marg.) D II 

samiipt ‹È)A:om.BD.

2. Tathagat ™òanmavailiinarniilii ‘æ14 •ÍŒã”¼‚Ì–|–ó
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‚»‚ÌŒã‚à‚»‚ê‚ç‚Ì‰¤‘°‚Ì•Â”N‚½‚¿‚Æ•A‚©‚Ì‰¤Žq‚Í’µ–ô‚È‚Ç‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•A‚Ü‚½—V‹Y‚â

—V‰j‚âƒ‰ƒ“ƒjƒ“ƒO‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•m‹£‘ˆ‚µ•n•A•Ÿ—˜‚ð“¾‚Ü‚µ‚½•B [245]

‚»‚ê‚ç‚·‚×‚Ä‚ð’­‚ß‚Ä•A‚ ‚ç‚ä‚é•_•X‚Í‘åŠì‚Ñ‚µ•A‹•‹ó‚É—§‚Á‚Ä”Þ‚É‚¨Ž«‹V‚µ‚Ä•A•Ä

‚ÑŽŸ‚Ì—l‚ÉŒê‚è‚©‚̄ ‚Ü‚µ‚½•B [246]

•u•zŽ{•EŽ•‰ú•E”E•J•E •¸•i•E‘T’è•E’qŒd‚ð‹ÉŒÀ‚ÉŽŠ‚é‚Ü‚Å’Ê’B‚µ•AŽlž••Z‚ð•s‚¶•A

‚·‚Î‚ç‚µ‚¢Œõ‹P‚Ì‘P‚«“¿•«‚ð–³•s‘ ‚É‚à‚ÂŽÒ•A [247] •ìŽF•E‘å’Ê’qŽÒ•E‚ ‚ç‚ä‚é—L•î

‚ð‰v‚·‚é–Ú“I‚ð‚à‚ÂŽÒ•A–³•C‚Ì•´‚ç‚©‚È•¸•_‚ð‚à‚ÂŽÒ•A‹É•´•ò‚ÌŽO—Ö‚ð‚à‚ÂŽÒ‚Å‚ 

‚é•A [248] [‚Ü‚¾•o‰Æ‚µ‚È‚¢‚Å•n‰Æ‚É•Z‚Þ•A‹C•‚‚¢•S‚Ì‚»‚Ì‚¨•û•i•ìŽF•j‚ª—L‚·‚é•A

‚±‚ê‚ç‚Ì“¿•«•i‘ì‰z‚µ‚½”\—Í•j‚ð‚ ‚È‚½‚½‚¿ŠF‚ª–ÚŒ‚‚µ‚Ä•A‹Á‚­‚ÉŽŠ‚è‚Ü‚µ‚½•B [249]

‚±‚Ì•û‚Í•uŽž‚É•\•û‚É‹•‚ç‚ê‚é‚ ‚ç‚ä‚é•§‚½‚¿‚ÉŒhˆÓ‚ðŽ¦‚µ•AŒmŽñ‚µ‚Ä•A •m’n•ã‚É•n

–ß‚ç‚ê‚½‚Ì‚Å‚·•B [250]

‚ ‚ç‚ä‚é•§•‘“y‚É‚¨‚¢‚Ä‚ ‚ç‚ä‚é•à‚ð‰J•~‚ç‚¹‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•A‚ ‚ç‚ä‚é•¶—Þ‚ð—~‚·

‚é‚Ü‚Ü‚É–ž‘«‚³‚¹‚é‚Æ•A‚½‚¿‚Ü‚¿‹A‚Á‚½‚Ì‚Å‚·•B [251]

‚±‚Ì•û‚Ì•m‘¼‚Ì•§•‘“y‚Æ‚Ì•n‰•—ˆ‚ð•A‚ ‚È‚½‚½‚¿‚Í’m‚è‚Ü‚¹‚ñ•B‚±‚Ì‚æ‚¤‚É•A‚±‚Ì

•û‚Í‘å’Ê—Í‚ð‚à‚Â•ìŽF•E‘åŽm‚È‚Ì‚Å‚·•B [252]

‚±‚Ì’n•ã‚Å‚±‚Ì•û‚ÉŽ—‚½‚¢‚©‚È‚éŽÒ‚ª‚¢‚é‚Å‚µ‚å‚¤‚©•B‚»‚êŒÌ•AŠì•S‚ð‚à‚Á‚Ä‚¢‚Â‚à

•M•ò‚µ‚È‚³‚¢•B‚±‚Ì•û‚ðŠì‚ñ‚Å•M•ò‚·‚éŽÒ‚½‚¿‚Í•Aˆ«Žï‚É•‹‚­‚±‚Æ‚ª‚ ‚è‚Ü‚¹‚ñ•B

[253] 

‚±‚Ì•û‚Í•m•¡Œã•nŽ×ˆ«‚ÈŽÒ‚½‚¿‚É‘Å‚¿•Ÿ‚¿•A‚ ‚ç‚ä‚é—L•î‚ð–ÚŠo‚ß‚³‚¹‚È‚ª‚ç•A•ì

’ñ‚Ì“¹‚ÉˆÀ—§‚³‚¹‚Ä•A‚·‚®‚ê‚½‹Ö‰ú‚ð•s‚í‚¹‚é‚±‚Æ‚Å‚µ‚å‚¤•B•v [254]

•_•X‚ª‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‰¤‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é‚»‚ê‚ç‚Ì•l•X‚ÍŠF•A‹Ó‘R‚Æ”Þ

‚ð•òŽ–‚·‚éˆÓ—~‚ð‚à‚ÂŽÒ‚É‚È‚è‚Ü‚µ‚½•B [255]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É•A‘åˆÐ•_—Í‚ð—L‚·‚é‚©‚ÌƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_•iˆê•Ø‹`•j•ìŽF‚Í•A‚ ‚ç

‚ä‚é—V‹Y•i‹£‹Z•j‚É‚̈ ‚¢‚Ä‚à•Å•ŸŽÒ•E•Ÿ—˜ŽÒ‚Æ‚µ‚Ä‹P‚«‚Ü‚µ‚½•B [256]

‚»‚ÌŒã•A‹R‚è•‚‚Ô‚Á‚Ä•r‚¾˜ü–•‚Å‚ ‚é‚·‚×‚Ä‚Ì”Þ‚çŽß‰Þ‘°‚ÌŽÒ‚½‚¿‚Í•AŽ¹“i‚É••‚Â‚¢

‚½•S‚ð‚¢‚¾‚¢‚Ä•A‚»‚Ì•W‰ï‚É‚¨‚¢‚ÄŽŸ‚Ì—l‚ÉŽå’£‚µ‚Ü‚µ‚½•B [257]

•u‚±‚Ì‰¤Žq‚Í˜_•‘•iŠw•p•j‚Æ‹ZŒ|‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•Å•ŸŽÒ‚Å‚ ‚Á‚½‚ª•A‚µ‚©‚µŠi“¬•m‹Z•n‚É

‚¨‚¢‚Ä•A”Þ‚Ì—Í‚Æ™Ì—E‚ð‰ä•X‚Í‚¢‚ÜŒ©‚Ä‚Ý‚½‚¢‚à‚Ì‚¾•B•v [258]

‚»‚¤”Þ‚ç‚ªŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‚©‚Ì‹C•‚‚¢•S‚Ì•ìŽF‚Í‚©‚Ì‚·‚×‚Ä‚ÌŽß‰Þ‘°‚ÌŽÒ‚½‚¿‚ð

Œ©‚Â‚ß‚È‚ª‚ç•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [259]

•u‚ ‚È‚½‚½‚¿‚·‚×‚Ä‚ª‚à‚µŽ„‚ÆŠi“¬•m‹Z•n‚ð‚µ‚½‚¢‚Æ–]‚Þ‚Ì‚Å‚ ‚ê‚Î•AŽ„‚Íˆê•l‚Å

‚ ‚È‚½‚½‚¿‘Sˆõ‚Æ•í‚¤‚±‚Æ‚ðŠó–]‚µ‚Ü‚·•B•v [260]

‚»‚¤”Þ‚ªŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚­‚Æ•A‚·‚×‚Ä‚ÌŽß‰Þ‘°‚Ì‰¤‘°‚ÌŽáŽÒ‚½‚¿‚Í•A‚©‚Ì‰¤Žqˆê•l‚Æ•í

‚̈ ‚¤‚Æ•A—§‚¿•ã‚ª‚è‚Ü‚µ‚½•B [261]
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‚»‚Ì•ê•Š‚Ìˆê•û‚Ì‹÷‚É‚Í‚È‚Í‚¾—EŠ¸‚È‚©‚Ì•ìŽF‚ª—§‚¿•A •m‘¼‚Ì•nˆê‹÷‚É‚Í‚·‚×‚Ä‚Ì‚©

‚ÌŽß‰Þ‘°‚Ì‰¤‘°‚ÌŽáŽÒ‚½‚¿‚ª•W‚Ü‚è‚Ü‚µ‚½•B [262]

‘´•ˆ‚Å•Å•‰‚Éƒiƒ“ƒ_‚ÆƒA•[ƒiƒ“ƒ_‚Ì—¼ŽÒ‚ªŠi“¬‚Ì•ê‚É•i‚Ý•o‚Ü‚µ‚½‚ª•A•ìŽF‚ª•ÐŽè‚Å

•G‚é‚Æ•A—¼•l‚Í“|‚ê‚Ä‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚µ‚½•B [263)

‚»‚ê‚ðŒ©‚é‚Æ•A‘å‹R–•‚ð‚¢‚¾•ƒ•r‚¾•‚–•‚Èƒf•[ƒ”ƒ@ƒ_ƒbƒ^‚ª•A‚»‚Ì‰~Œ`“¬‹Z•ê‘S‘Ì‚ð

ŽO‰ñ•A‰E‰ñ‚è‚É‰ô‚é‚Æ•A[264] ‰s‚¢Œ•‚ð”²‚¢‚Ä•A•ìŽF‚ÉŒü‚©‚Á‚Ä•¨‚¢‚æ‚­•P‚¢‚©‚©‚è

‚È‚ª‚ç•A–Ú‚Ì‘O‚Å—¼”û‚ð‹t—§‚Ä‚½•X‚¢Šç‚ð•mŽ¦‚µ‚Ü‚µ‚½•n•B [265)

”Þ‚ðŒ©‚Ä•A‘åŽm‚Å‚ ‚é‚©‚Ì‰¤Žq‚ÍŠç‚É”÷•Î‚Ý‚ð’X‚¦•AŠÔ•Û‚Ì‚Æ‚±‚ë‚Å•m”Þ‚ð•nŒ©‚Â

‚ß‚È‚ª‚ç•A‰EŽè‚Å’Í‚ñ‚Å•A [266] Œy•X‚Æ‹ó’†‚ÅŽO“x‰ñ‚·‚Æ•A’n–Ê‚É“Š‚°‚Ä•A •m”Þ‚É•n

–••S‚ðŽ ‚̧Á‚½•\•î‚ð‚³‚¹‚Ü‚µ‚½•B [267)

•m“Š‚°‚ç‚ê‚½•n‚©‚Ì•‚–•ŽÒ‚Ì‘Ì‚É‘S‚­••‚Í•¶‚¶‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B•ìŽF‚ÌˆÐ•_—Í‚É‚æ‚Á

‚Ä•m‹t‚É•n‰õ‚³‚ª•¶‚¶‚Ü‚µ‚½•B [268]

‚»‚ê‚©‚ç‚©‚Ì•ìŽF‚Í‚»‚Ì‚·‚×‚Ä‚ÌŽß‰Þ‘°‚Ì‰¤‘°‚Ì•Â”N‚½‚¿‚ðŒ©‚È‚ª‚ç•A•³–Ê‚É—§‚Á

‚Ä•A•Î‚¢‚Â‚ÂŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [269]

•u‚±‚Ì‚æ‚¤‚È•m‚â‚è•û‚Ì•n‘Î•í‚Í‚â‚ß‚Ü‚µ‚å‚¤•B‚à‚µ‚ ‚È‚½‚½‚¿‚ª•í‚¢‚½‚¢‚Ì‚È

‚ç•A‚ ‚È‚½‚½‚¿‘Sˆõ‚ª‘©‚É‚È‚Á‚Ä•A‚±‚±‚Å‚·‚®‚É‚©‚©‚Á‚Ä‚«‚È‚³‚¢•B•v [270]

”Þ‚ª‚»‚¤Œ¾‚¤‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A•‚–•‚È”Þ‚ç‘Sˆõ‚Í•A••Ší‚ðŽè‚É‚µ‚Ä•A•ìŽF‚ÉŒü‚©‚Á‚Ä”ò‚Ñ

‚©‚©‚è‚Ü‚µ‚½•B [271]

‚©‚Ì‘åŽm‚Í‚»‚Ì‚·‚×‚Ä‚ÌŽÒ‚½‚¿‚ðŒ©‚Ä•A‰EŽè‚Å’Í‚Þ‚Æ•A—÷‚ê‚Ý‚Ì•S‚ð‚à‚Á‚Ä•A–³•”‚Ì

ŽÒ‚ð–••S‚ðŽ ‚̧Á‚½ŽÒ‚É‚µ‚Ü‚µ‚½•B [272)

‚»‚Ì‚æ‚¤‚É‚µ‚Ä•A‚»‚Ì‰¤‘°‚Ì•Â”N‚½‚¿‘Sˆõ‚Í•A•ìŽF‚ÉŽè‚Å•G‚ê‚ç‚ê‚é‚Æ•A‚Æ‚Ä‚à˜f—•

‚µ‚½ˆÓŽ ‚̄É–Ó‚¢‚Ä‚µ‚Ü‚¢•AŽŸ•X‚É’n–Ê‚É“|‚ê‚Ü‚µ‚½•B [273)

‚»‚ê‚ðŒ©‚Ä•A‹•‹ó‚É‹•‚½‚·‚×‚Ä‚Ì•_•X‚½‚¿‚ÍŠ½Šì‚µ‚Ä•A™è™è‚Æ•m•Î‚¢•n•º‚ð”­‚µ•A”Þ

‚É‚̈ Ž«‹V‚µ‚Ä•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [274]

•u‚±‚Ì•¢ŠE‚É‚¢‚éŒÀ‚è‚Ì•A •m‚Ç‚ñ‚È•nˆÌ‘å‚ÈƒJ•EƒJ”\‚É•[‚¿–ž‚¿‚½‘å—ÍŽm‚½‚¿‚Ì‚·

‚×‚Ä‚à•A‚±‚Ì•û‚É•G‚ê‚ç‚ê‚é‚Æ•A–Ú‚ð‰ñ‚µ‚Ä“|‚ê‚é‚±‚Æ‚Å‚µ‚å‚¤•B [275)

ƒ••[ƒ‹‚È‚Ç‚Ì‚ ‚ç‚ä‚éŽR•X‚ð•A—Í‚Ì‹­‚¢‚±‚Ì‰¤Žq‚Í’Í‚ñ‚Å‚½‚¾‚¿‚ÉŽè‚Å•²•Ó‚µ•A•o‚©

‚ç•o— ‚̂½‚à‚Ì‚É•Ï‚¦‚Ä‚µ‚Ü‚¤‚±‚Æ‚Å‚µ‚å‚¤•B [276]

‚±‚Ì•û‚Í—Fˆ¤‚Ì—Í‚É‚æ‚Á‚Ä‚ ‚ç‚ä‚éŠO“¹‚É•Ÿ—˜‚µ•A‚ ‚ç‚ä‚é—L•î‚ÉŠo’m‚ð“¾‚³‚¹‚Ä•A

‘P‚«–@‚Ì‚à‚Æ‚ÅŠˆ“®‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚Å‚µ‚å‚¤•B [277)

‚·‚×‚Ä‚Ì•¶‚«•¨‚Ì‰v‚ðŠè‚Á‚Ä•Aƒ}•[ƒ‰•i–‚•j‚½‚¿•EŽ×ˆ«‚È‚éŽÒ‚½‚¿‚ð‘Å‚¿•‰‚©‚µ•Aˆ¢

—…Š¿‚Æ‚µ‚ÄŒå‚è‚ð“¾‚Ä•A•§‘É‚É‚Ü‚Å‚à•A‚È‚ç‚ê‚é‚Å‚µ‚å‚¤•B•v [278]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒê‚Á‚Ä•A‚©‚Ì•_•X‚ÍŠF•A“V‚Ì‰Ô•X‚ð‰J•~‚ç‚·‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä‚©‚Ì•ìŽF‚ðŒh‚¤

‚Æ•A“V‚É•s‚Á‚Ä•A“̄ —l‚ÉŒê‚è‚Ü‚µ‚½•B [279]
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ƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é‰¤‚½‚¿•A‘å•b‚â‰Æ•b‚âŽs–¯‚½‚¿•A‚ ‚ç‚ä‚é•l•X‚ª‚»‚ê

‚ðŒ©‚Ä‹Á’Q‚µ•AŠ½Šì‚µ‚Ü‚µ‚½•B [280]

‚»‚ÌŽž•AŽß‰Þ‘°‚Ì—L—ÍŽÒ‚Å‚ ‚éŒ«ŽÒƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚ÍŽß‰Þ‘°‚Ì‰¤‘°‚Ì•Â”N‚½‚¿‘Sˆõ‚É˜b

‚µ‚©‚̄ ‚Ä•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [281]

•u‚©‚Ì‰¤Žq‚ÌƒJ•EƒJ”\•E••Œ|‚Ì—Í‚ÍŒ©•I‚è‚Ü‚µ‚½•B•¡‚â•AŽË‹|•p‚É‚¨‚¯‚é••Œ|‚ÌƒJ

‚ð‚ ‚È‚½•û‚ÍŒ©‚¹‚Ä‚­‚¾‚³‚¢•B•v [282]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É”Þ‚ªŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‹R‚è•‚‚Ô‚Á‚Ä•r‚¾˜ü–•‚Å‚ ‚é‚©‚Ì‚·‚×‚Ä‚ÌŽß‰Þ‘°

‚Ì‘§Žq‚½‚¿‚Í•u‚»‚¤‚µ‚æ‚¤•v‚Æ‹©‚Ñ•º‚ð‚ ‚°‚Ü‚µ‚½•B [283]

‘´‚Ì’n‚É•AˆÌ‘å‚È’m•«‚ð‚à‚ÂƒA•[ƒiƒ“ƒ_‚Ì‚½‚ß•A‹|‚Ì“I‚Æ‚µ‚Ä“S•»‚Ì‘å‚«‚ÈŒÛ‚ª 2 ƒN

ƒ••[ƒVƒƒ‚Ì•Š‚É’u‚©‚ê‚Ü‚µ‚½•B [284]

“¯—l‚Éƒf•[ƒ”ƒ@ƒ_ƒbƒ ‚̂Ì‚½‚ß•A 1 ƒˆ•[ƒWƒƒƒi (4 ƒNƒ••[ƒVƒƒ•j‚Ì•Š‚É•mŒÛ‚ª•n•Ý’u‚³

‚ê•A“¯—l‚ÉƒXƒ“ƒ_ƒ‰ƒiƒ“ƒ_‚Ì‚½‚ß•A 6 ƒNƒ••[ƒVƒƒ‚Ì•Š‚É—§‚Ä‚ç‚ê‚Ü‚µ‚½•B [285]

“¯—l‚É•Aƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚Ì‚½‚ß•A 2 ƒˆ•[ƒWƒƒƒi (8 ƒNƒ••[ƒVƒƒ•j‚Ì•Š‚ÉŒÛ‚ª•Ý’u‚³‚ê•A

“̄ —l‚É•ìŽF‚Ì‚½‚ß‚É•A 10 ƒNƒ••[ƒVƒƒ‚Ì•Š‚É•m‚»‚ê‚ª•n—§‚Ä‚ç‚ê‚Ü‚µ‚½•B [286]

‚»‚Ì•ÅŒã‚É•Aƒ^•[ƒ‰ˆêŽ÷7 –{‚ð‚»‚È‚¦•A•ò‚ð”º‚Á‚½‘å‚«‚È’–‚Ì“S•»‚Ì‘œ‚ª’u‚©‚ê‚Ü

‚µ‚½•B [287]

‘´•ˆ‚Å•Å•‰‚ÉƒA•[ƒiƒ“ƒ_‚ª‹|‚ðˆ¬‚è•A–î‚ð•ú‚¿‚Ü‚µ‚½•B”Þ‚Í 2 ƒNƒ••[ƒVƒƒ‚ÌˆÊ’u‚É—§

‚ÂŒÛ‚ð”j‚è‚Ü‚µ‚½‚ª•A‚»‚êˆÈ•ã‚Í•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B [288]

‚»‚ÌŒãƒf•[ƒ”ƒ@ƒ_ƒbƒ^‚ª‹|‚ðŽæ‚Á‚Ä•A–î‚ð•ú‚¿‚Ü‚µ‚½•B”Þ‚Í 1 ƒˆ•[ƒWƒƒƒi (4 ƒNƒ••[

ƒVƒƒ•j‚ÌˆÊ’u‚É—§‚ÂŒÛ‚ð”j‚è‚Ü‚µ‚½‚ª•A‚»‚êˆÈ•ã‚Í•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B [289]

‚»‚ÌŒãƒXƒ“ƒ_ƒ‰ƒiƒ“ƒ_‚ª‹|‚ðŽ•‚¿•A–î‚ð•ú‚¿‚Ü‚µ‚½•B”Þ‚Í 6 ƒNƒ••[ƒVƒƒ‚ÌˆÊ’u‚É—§‚Â

ŒÛ‚ð”j‚è‚Ü‚µ‚½‚ª•A‚»‚êˆÈ•ã‚Í•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B [290]

‚»‚ÌŒãƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚ª‹|‚ðŽæ‚Á‚Ä•A–î‚ð•ú‚¿‚Ü‚µ‚½•B”Þ‚Í 2 ƒˆ•[ƒWƒƒƒi‚ÌˆÊ’u‚É—§‚Â

ŒÛ‚ð”j‚è‚Ü‚µ‚½‚ª•A‚»‚êˆÈ•ã‚Í•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B [291]

‚»‚ÌŒã‚ÉŠç‚É”÷•Î‚Ý‚ð’X‚¦‚½‚©‚ÌƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‰¤Žq‚ªŽ©‚ç‚»‚Ì‹|‚ð‚Â‚©

‚Þ‚Æ•A‹|‚ÌŒ·‚ðˆø‚«•i‚Á‚Ä‚Ý‚Ü‚µ‚½•B [292]

‚»‚Ì•m‹|•n‚Í•ìŽF‚Å‚ ‚é‰¤Žq‚É‚æ‚Á‚Äˆ¬‚ç‚ê‚Ä•A•š‚ß‚ç‚ê‚Ü‚µ‚½‚ª•A‰¹‚ð—§‚Ä‚ÄŠ„‚ê

‚Ä‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚µ‚½•B‚»‚ÌŒã•A•Ê‚Ì•m‹|•n‚à“¯—l‚Å‚µ‚½•B [293]

“¯‚¶—l‚É•A‚©‚Ì‰¤Žq‚Ì‚½‚ß‚É‰^‚Î‚ê‚Ä‚«‚½‚ ‚ç‚ä‚é‹|‚ª•A‚©‚Ì‰¤Žq‚É•š‚ß‚ç‚ê‚é

‚Æ•AŽO‚Â‚É•Ü‚ê‚Ä‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚µ‚½•B [294]

‚»‚±‚Å‚©‚Ì•ìŽFƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‚Í•A‰¤‚½‚¿‚Ì‰¤‚Å‚ ‚é‚©‚Ì•ƒ•e‚ðŒ©‚Â‚ß‚Ä•A

”÷•Î‚ñ‚ÅŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [295]

•u•ƒ•ã•A‚±‚Ì“s•é‚É•AŽ„‚ªŒ·‚ðˆø‚«•i‚é‚Ì‚É‘Ï‚¦‚ç‚ê‚é•A‚æ‚èŒ˜ŒÅ‚Å‘å‚¢‚È‚éŒÅ‚³

‚ª‚ ‚é•A•Ê‚Ì‚à‚Á‚Æ‹­‚¢‹|‚ª‚ ‚è‚Ü‚¹‚ñ‚©•B•v [296]
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‚»‚¤”Þ‚ªŒ¾‚¤‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•AƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚Í‚»‚Ì‘§Žq‚Å‚ ‚é‘åŽm‚ðŒ©‚Â‚ß‚È‚ª‚çŽŸ

‚Ì—l‚É‹³Ž¦‚µ‚Ü‚µ‚½•B [297]

•u‘§Žq•A‰¤Žq‚æ•A •m‚»‚Ì‚æ‚¤‚È‹|‚ª•n‘¶•Ý‚·‚é•B‚±‚Ì’n‚Å‚¨‘O‚Ì‘c•ƒ‚Ì‹|‚ª•_“a‚É

ˆÀ’u‚³‚ê‚Ä•A•í‚É••‚Æ‰ÔŠÂ‚ð‚à‚Á‚Ä‹Ÿ—{‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B•v [298]

‚»‚¤•ƒ‚ªŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‰¤Žq‚ÍŠç‚É”÷•Î‚Ý‚ð•‚‚©‚×‚Ä•A•ƒ‚Å‚ ‚é‚©‚Ì‘å‰¤‚ðŒ©‚Â

‚ß‚Ä•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒê‚è‚Ü‚µ‚½•B [299]

•u‚Ç‚¤‚©•m‘c•ƒ•nƒVƒ“ƒnƒnƒk‚Ì‚»‚Ì‹|‚ðŽ„‚Ì‘O‚É‚¨Ž•‚¿‰º‚³‚¢•B‰¤‚æ•AŽ„‚ÍŒ·‚ðˆø‚«

•i‚Á‚Ä•A‚¢‚Á‚Ï‚¢‚É•m‹|‚ð•n’£‚é‚Å‚µ‚å‚¤•B•v [300]

‚»‚¤”Þ‚ªŒê‚Á‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•AƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚Í‚½‚¾‚¿‚É—Í‚ ‚éŽÒ‚½‚¿‚ðŒÄ‚ñ‚Å•AŽŸ

‚Ì‚æ‚¤‚É–½‚¶‚Ü‚µ‚½•B [301]

•u‚¨‘O‚½‚¿‚Í‚·‚®‚É•s‚Á‚Ä•A•_“a‚Å‹Ÿ—{‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‹|‚ð‰^‚ñ‚Å•A‰¤Žq‚Ì‘O‚Ü‚ÅŽ•‚Á‚Ä

‚«‚È‚³‚¢•B•v [302]

‚»‚¤‰¤‚É–½‚¶‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‚»‚Ì—Í‚ ‚é•l•X‚Í‚·‚®‚É•_“a‚É•s‚«•A‚»‚Ì‹|‚ðŽ•‚Á‚Ä‚«

‚Ü‚µ‚½•B [303]

‚»‚ÌŽ•‚Á‚Ä‚±‚ç‚ê‚½•m‹|‚ð•nŒ©‚Ä•A‚·‚×‚Ä‚Ì‚»‚ÌŽß‰Þ‘°‚Ì‘§Žq‚½‚¿‚Í—§‚¿•ã‚ª‚Á‚ÄŽè

‚ÉŽæ‚é‚Æ•AŒ·‚ðˆø‚±‚¤‚ÆŽŽ‚Ý‚Ü‚µ‚½•B [304]

’·‚­‚©‚©‚Á‚Ä•Å‘å‚Ì“w—Í‚Å‹ê“¬‚µ‚Ä‚à•A”Þ‚ç‚ÍŒ·‚ðˆø‚­‚±‚Æ‚ª•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B‚Ü

‚µ‚Ä‚»‚ê‚ð‚¢‚Á‚Ï‚¢‚É’£‚é‚±‚Æ‚È‚Ç•A‚Ç‚¤‚µ‚Ä•o—ˆ‚Ü‚µ‚å‚¤‚©•B [305]

‚»‚ê‚ðŒ©‚Ä‘å‚«‚È–••S‚ð‚¢‚¾‚­ƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚Í—§‚¿•ã‚ª‚è•A‚·‚®‚É‚»‚Ì‹|‚ð•\‚¦‚é

‚Æ•AŒ·‚ðˆø‚±‚¤‚Æ‚µ‚Ü‚µ‚½•B [306]

”Þ‚Í’·‚­‚©‚©‚Á‚Ä•Å‘å‚Ì“w—Í‚Å‹ê“¬‚µ‚Ü‚µ‚½‚ª•A‚»‚Ì‹|‚ð•\‚¦‚Ä‚©‚ç•AŒ·‚ðˆø‚­‚±‚Æ

‚ª•o—ˆ‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½•B‚Ü‚µ‚Ä‚¢‚Á‚Ï‚¢‚É’£‚é‚±‚Æ‚È‚Ç‚Ç‚¤‚µ‚Ä•o—ˆ‚Ü‚µ‚å‚¤‚©•B [307]

‚»‚ÌŒã•A‚©‚Ì•ìŽFƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‚Í‚»‚Ì•m‹|•n‚ð’­‚ß•A•À•È‚É•¿‚Á‚½‚Ü

‚Ü•A‚½‚¾‚¿‚É•¶Žè‚Å’Í‚Ý•A‰EŽè‚ÌŽw‚ÅŒ·‚ðˆø‚¢‚Ä•A‰¹‚ð‹¿‚©‚¹‚È‚ª‚ç•A•\•ª‚É’£‚è‚Ü

‚µ‚½•B [308]

‚»‚ÌŽž•A’£Œ·‚Ì‹¿‚«‚ð•·‚¢‚Ä•A‚·‚×‚Ä‚Ì•m“s–¯‚½‚¿•n‚Í•g‚ð•k‚í‚¹‚Ü‚µ‚½•B •u‰½‚Ì‹¿

‚«‚ª•¶‚¶‚½‚Ì‚©•v‚ÆŒÝ‚¢‚É•q‚Ë•‡‚¢‚Ü‚µ‚½•B [309]

•u‚«‚Á‚ÆƒVƒbƒ_•[ƒ‹ƒ^‰¤Žq‚ª‹|‚ÌŒ·‚ðˆø‚©‚ê‚½‚Ì‚¾•B‚±‚ê‚Í‚»‚Ì‰¹‚¾•v‚Æ•A”Þ‚ç‚Í

Œê‚Á‚Ä•A‚»‚ê‚ðŒ©‚æ‚¤‚Æ•AŠð•X‚Æ‚µ‚Ä•m•W‚Ü‚è•n—ˆ‚Ü‚µ‚½•B[310]

‚»‚ê‚ðŒ©‚Ä‹•‹ó‚É‹•‚é•_•X‚ÍŠF‹Á’Q‚µ•A™è™è‚Æ•mŠ½ŒÄ‚Ì•n‘å‰¹•º‚ð”­‚µ‚È‚ª‚ç•AŽŸ

‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒê‚è‚Ü‚µ‚½•B [311]

•u‚±‚Ì•û‚ÍŒy•X‚Æ•A‚·‚²‚¢—Í‚É‚æ‚Á‚Ä‹|‚ð•\•ª‚É’£‚ç‚ê‚½‚ª•A‚Ü‚³‚É“¯—l‚É‚µ‚Ä•A

ƒ}•[ƒ‰‚½‚¿‚ð‘Å‚¿”j‚Á‚Ä•A–Ú“I‚ð•\•ª‚É–ž‚½‚·‚Å‚ ‚è‚Ü‚µ‚å‚¤•B•v [312]
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‚»‚ê‚ðŒ©•A‚Ü‚½•·‚¢‚Ä•A‰¤‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é‚·‚×‚Ä‚Ì•l•X‚Í•A‹Á‚«‚ÆŠ½Šì‚Ì•S‚ð‚¢‚¾

‚«•A–ž‰x‚µ‚½‹CŽ•‚¿‚Å•A•ÌŽ ‚̂µ‚Ü‚µ‚½•B [313]

‚»‚ÌŒã•A‚©‚Ì‰¤ŽqƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‚Í•À‚©‚ç—§‚¿•ã‚ª‚è•A‹|‚ðŽ•‚Á‚Ä•A‚Ü‚é‚Å

•S‚ð“®‚©‚·‚æ‚¤‚É•mŒy•X‚Æ•n–î‚ð•ú‚¿‚Ü‚µ‚½•B [314]

”Þ‚ÉŽË‚ç‚ê‚½–î‚Í‚½‚¿‚Ü‚¿‘¬‚â‚©‚É‘S•”‚ÌŒÛ‚ðŠÑ’Ê‚µ•A 10 ƒNƒ••[ƒVƒƒ‚Ì•Š‚É’u‚©‚ê‚Ä

‚¢‚éƒ^•[ƒ‰Ž÷7 –{‚ð‚à‚ÂŒÛ‚ð•A [315] ‚»‚µ‚Ä•ò’Œ‚ª‚Â‚¯‚ç‚ê‚½’–‚Ì“S•»‚Ì‘œ‚ðŠÑ’Ê‚µ

‚Ä•A’n’†‚É“ü‚è‚Ü‚µ‚½•B‘´•ˆ‚ÉˆäŒË‚ð•¶‚¶‚³‚¹‚Ü‚µ‚½•B [316]

•m‚»‚ê‚Í•n•¡“ú‚Å‚à•w–î‚ÌˆäŒË•x‚ÆŒÄ‚Î‚ê‚Ä•A•¢‚É’m‚ç‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚·•B‚Æ‚Ä‚à•´‚ç‚©‚È

•…‚Éˆì‚ê‚½‘åŸ”—•“’‚Æ‚µ‚Ä—L–¼‚Å‚·•B [317]

‚»‚ê‚ðŒ©•A‚Ü‚½•·‚¢‚Ä•AƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é‰¤‚½‚¿‚Æ•l•X•A‚©‚ÌŽß‰Þ‘°‚Ì

‰¤‘°‚ÌŽáŽÒ‚½‚¿‚ªŠF•A‚Æ‚Ä‚à‹Á’Q‚µ‚Ü‚µ‚½•B [318]

‚»‚µ‚Ä•S‚ª‹Á‚«‚É•P‚í‚ê‚½”Þ‚çŽß‰Þ‘°‚ÍŠF•A™è™è‚Æ•mŠ½ŒÄ‚Ì•n•º‚ð”­‚µ‚È‚ª‚ç•AŒÝ

‚¢‚ÉŒ©•‡‚Á‚Ä•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒê‚è‚Ü‚µ‚½•B [319]

•u•sŽv‹c‚È‚±‚Æ‚¾•A—û•K‚µ‚½‚±‚Æ‚Í–³‚©‚Á‚½‚ ‚Ì•û‚ª•A‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‹ZŒ|‚Ì‘•‚Ä‚Æ‚ 

‚ç‚ä‚éŠw–â‚ªŽ¦‚³‚ê‚é‚Æ‚Í•I•v [320]

‚»‚ê‚ð•·‚¢‚Ä‹•‹ó‚É‚¢‚é‚©‚Ì•_•X‚Í•AŽß‰Þ‘°‚Ì•l•X‚ÌŒQ‚ÉˆÍ‚Ü‚ê‚Ä‚¢‚é‚©‚ÌƒVƒ…ƒb

ƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚É˜b‚µ‚©‚̄ ‚Ä•AŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [321]

•u‰¤‚æ•A‚±‚±‚É‚Ç‚ñ‚È•sŽv‹c‚³‚ª‚ ‚é‚Å‚µ‚å‚¤‚©•B‚±‚Ì‚¨•û‚Í•ì’ñ“¹•ê‚Å‰ß‹Ž‚Ì•”

•§‚Ì•À‚É•¿‚Á‚Ä•A •wŽâŽ~•x‚Ì‹|‚ðŽ·‚è•A [322] •w‹ó•x‚Æ•w–³‰ä•x‚Æ‚¢‚¤–î‚É‚æ‚è•A

•w”Ï”Y•x‚Æ‚¢‚¤‘å“G‚ð–Å‚Ú‚µ•A •wŽ×Œ©•x‚Ì–Ô‚ð”j‚Á‚Ä•Aƒ}•[ƒ‰‚ÌŒQ‚É‘Å‚¿•Ÿ‚Á‚Ä•A

[323] —J‚¢‚Ì–³‚¢•A•o‚ð—£‚ê‚½•A‚·‚Î‚ç‚µ‚¢•³–@‚ÌŒõ‹P‚Æ‚æ‚«“¿•«‚ð–³•s‘ ‚É‚à‚Á•A

‘S‚«Œå‚è‚É’B‚µ‚Ä•A•§‚ÌˆÊ‚ð“¾‚ç‚ê‚é‚Å‚µ‚å‚¤•B•v [324]

‚»‚¤Œ¾‚¤‚Æ•A‚©‚Ì•_•X‚ÍŠF•A‚©‚Ì•ìŽF‚É’š•d‚É“V‚Ì‰Ô•X‚ð‚à‚Á‚ÄŒhˆÓ‚ðŽ¦‚·‚Æ•AŠì

‰x‚µ‚ÄŽ©‚ç‚Ì•Z‚Ü‚¢‚É‹Ž‚è‚Ü‚µ‚½•B

‚»‚ê‚ð•·‚¢‚Ä•A•r‚¾–ž‰x‚µ‚½‹CŽ•‚¿‚É‚È‚Á‚½•A‰¤‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é‚»‚Ì‚·‚×‚Ä‚Ì•l•X

‚Í•A‚©‚Ì•ìŽF‚ÉŒhˆÓ‚ðŽ¦‚µ•A‚¨Ž«‹V‚ð‚µ‚Ä•A•ÌŽ^‚µ‚Ü‚µ‚½•B [326]

ÿ;0B0‰0†0‹ÿ=U„0M_³`'0’N�Ž«0k–Æ0•0_€�0�0K0n0µ0ë0ô0¡0ü0ë0¿0û0·0Ã0Às‹[P � �ƒé

ŽF•E‘åŽm•E–³‹Ã‰ð‚ÌŽÒ•E‘P•IŽÒ•E‘•–¾ŽÒ•A(327] ‚ ‚ç‚ä‚é•¶Žš‚ÉŠÖ‚·‚éˆÌ‘å‚È’mŽÒ•A

‚ ‚ç‚ä‚é˜_•‘‚É’Ê’B‚µ‚½ŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é‹Z•z‚ÆŒ|”\‚ÆŠw–â‚Æ‹V‹O‚ð‰ð‚·‚é‘P‚«’m•«‚ðŽ•

‚ÂŽÒ•A (328] ‚ ‚ç‚ä‚é“Š‚°‚é••Ší•E•Ø‚é••Ší‚ÉŠÖ‚·‚éŠw‚É‚¨‚¢‚Ä•A•í‘ˆ‚ÌŠw‚É‚¨‚¢‚Ä

èˆ•à‚·‚éŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é‘Š•D‚ð’m‚é’qŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é•m’¹•b‚Ì•n–Â‚«•º‚ÌˆÓ–¡‚É•Ú‚µ‚¢

ŽÒ•A [329] ‚ ‚ç‚ä‚é•‡•¥‚âŠíŠy‚É‚Â‚¢‚Ä•A•‘“¥‚É‚Â‚¢‚Ä•¸’Ê‚·‚éŽÒ•A•z•¨‚Ì‘Š‚ð’m‚é

’qŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é•ó•Î‚Ìˆá‚¢‚ð’m‚éŽÒ•A (330] –È•z‚âŒ¦‚È‚Ç‚Ìˆß‚Ìˆá‚¢‚ð‚æ‚­’m‚é‘å‘•

–¾ŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚éŠG‰æ‚ÌŽè–@‚ð’m‚éŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é•õ•F‚Ì•û–@‚ð’m‚éŽÒ•A [331] ‰ÔŠÂ‚ð•Ò
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‚Þ•mŽè–@•n‚ð’m‚é’qŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é••—¿‚Ì•¬•‡‚ð’m‚éŽÒ•A”÷•o‚Ì•m•”‚Ì•nŒvŽZ‚â—Ê‚È‚Ç

‚ÌŒvŽZ‚É’Ê’B‚µ‚½ŽÒ•A [332] –²‚ÌŠw•K•E”»’f‚ð’m‚éŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚éƒ”ƒF•[ƒ_•[ƒ“ƒ^‚ð‹†‚ß

‚½ŽÒ•A“V‘ÌŠÏŽ@ŽÒ‚âˆãŽÒ‚È‚Ç‚Ì•mŽÐ‰ï‚É•n—L‰v‚ÈŠw–â‚Æ•û–@‚ð’m‚éŽÒ•A[333] ŽO‘ •E

‘å•æŒo“T•EƒAƒ”ƒ@ƒ_•[ƒi‚ð’m‚é‘•–¾ŽÒ•A •mŽl•n–³‹Ã‰ð‚Ì“¿•«‚ÌŒõ‹P‚ð‚à‚ÂŽÒ•AŽlž••Z‚Ì

ŽÒ•A [334] ‰¯”O‚ð•Û‚ÂŽÒ•A‘P‚«’m•«‚ð‚à‚ÂŽÒ•A•SŒ˜ŒÅ‚ÈŽÒ•A•³–@‚Ì’B•¬‚É“w—Í‚·‚é

€�0�^�e½0ûc�b�0û_Í•±0û|¾•20ûy…[š0ûfz`u0’zv0•0_€� �0� �[�3�3�5�] ‚±‚Ì‚æ‚¤‚É•lŠE•E“V

ŠE‚Ì‚ ‚ç‚ä‚éŠw–â‚É‚Â‚¢‚Ä‚à•A‚Ü‚½•mŒ»•Û‚Ì•n•¢ŠE‚ð’´‚¦‚½•i•o•¢ŠÔ‚Ì•jŒå‚è‚Ì’B•¬‚Ì

‚½‚ß‚Ì•¬•A–@‚É‚Â‚¢‚Ä‚à•A [336] •Å‚à‘ì‰z‚µ‚Ä‚¢‚éŽÒ•A‹ZŒ|‚âŠw–â‚É–••S‚ð‚¢‚¾‚­‚ 

‚ç‚ä‚é•l•X‚É‘Å‚¿•Ÿ‚¿•A•Ÿ—˜‚Ì‰hŒõ‚Ì•—•_‚É‚æ‚Á‚Ä•ø—i‚³‚ê‚½ŽÒ•i‰¤Žq•j‚Í•Aƒ}ƒ“ƒWƒ…

ƒVƒ…ƒŠ•[•i•¶Žê•j‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒõ‚è‹P‚¢‚ÄŒ©‚¦‚Ü‚µ‚½•B [337]

‚»‚Ì‚·‚×‚Ä‚É•Ÿ—˜‚µ‚½•m‰¤Žq•n‚ðŒ©‚Ä•Aƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚Í–ž‰x‚µ‚½‹CŽ•‚¿‚É‚È‚Á‚Ä•AŽ©

•ª‚Ì–º‚Å‚ ‚éƒS•[ƒp•[‚ð— ‚̂¦‚Ä•AŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [338]

•u‚ ‚È‚½‚Í•K‚ÉŒb‚Ü‚ê‚½•l‚Å‚·•A‘åŽm‚æ•A‚ ‚ç‚ä‚éŠw–â‚Ì‰œ‹`‚É’Ê’B‚µ‚½ŽÒ•A‚·‚Î‚ç

‚µ‚¢Œõ‹P‚Ì‘P‚«“¿•«‚Ì•ÛŽ•ŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚é—L•î‚ð‰v‚·‚é‚±‚Æ‚ð–Ú“I‚Æ‚·‚éŽÒ‚Å‚·•B [339]

‚ ‚È‚½‚±‚»‚ÍˆÌ‘å‚È’mŽÒ•A‚ ‚ç‚ä‚éŠw–â‚É•¸’Ê‚µ‚½ŽÒ‚Å‚·•B‚»‚êŒÌ•A‚ ‚È‚½‚É•C“G‚·

‚éŽÒ‚Í’N‚à‘¶•Ý‚µ‚Ü‚¹‚ñ•B‚Ç‚¤‚µ‚Ä•¶‘¶‚Ì•Z‚Ü‚¢•i—Ö‰ôŠE•j‚É‚¨‚¢‚Ä•m‚ ‚È‚½‚ð•n’´‚¦

‚éŽÒ‚ª‚¢‚é‚Å‚µ‚å‚¤‚©•B [340]

Ž„‚Ì‚±‚Ì–º‚à‚ ‚ç‚ä‚éŠw–â‚É•¸’Ê‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·•B‚·‚Î‚ç‚µ‚¢Œõ‹P‚Ì‘P‚«“¿•«‚ðŠy‚µ‚ÞŽÒ

‚Å‚ ‚è•A•̂ ŽÀ‚Ì•³–@‚ðŠì‚ÔŽÒ‚Å‚·•B [341]

‚»‚êŒÌ•A‚±‚ÌŽ„‚Ì–º‚Í‚ ‚È‚½‚Ì•³–@‚Ì’B•¬‚É“K‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·•B”ü‚µ‚¢Žˆ‘Ì‚ð‚à‚¿•A—L“¿

‚Ì•U•‘‚¢‚ð‚È‚µ•A–@‚É•]‚Á‚Ä•s“®‚·‚é‘P•—‚Å‚·•B [342]

‚»‚±‚Å•AŽ„‚Í‚ ‚È‚½‚É‚±‚Ì–ºƒS•[ƒp•[‚ð•·‚µ•ã‚°‚Ü‚·•B‚ ‚È‚½‚Í‚±‚ÌŽq‚ðŽó‚¯Žæ‚Á

‚Ä•AŽå•ã‚æ•AŽ„‚ÉŒÖ‚è‚ð— ‚̂¦‚Ä‰º‚³‚¢•B•v [343]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É‹•‚ß‚Ä•A‚©‚ÌŽß‰Þ‘°ƒ_ƒ“ƒ_ƒp•[ƒj‚Í‚©‚ÌƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‚É–º‚Å‚ 

‚éƒ„ƒVƒ‡•[ƒ_ƒ‰•[•i•u‰h—_‚ ‚é•—•v•j‚ð•A •mŽ©‚ç•nŠè‚Á‚Ä•A— ‚̂¦‚Ü‚µ‚½•B [344]

”Þ‚É‚æ‚Á‚Ä•mŽ©‚ç•nŠó–]‚³‚ê‚½•A‚»‚Ì•—•_ƒVƒ…ƒŠ•[‚ÉŽ—‚½•Å•ã‚Ì–ºƒS•[ƒp•[‚ðŒ©‚Ä•A

ƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚Í–ž‰x‚µ‚½‹CŽ•‚¿‚É‚È‚Á‚Ä•AŽó‚̄ “ü‚ê‚Ü‚µ‚½•B [345]

‚»‚ÌŒã•A‚©‚ÌƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‰¤Žq‚Í‚»‚Ì–º‚Æˆê••‚ÉŽÔ‚É•æ‚Á‚Ä•A‘åŠ½•º‚ð

”º‚Á‚Ä“s•é‚É•s‚«‚Ü‚µ‚½•B [346]

‚»‚Ì•m“¹•n‚É‚¨‚¢‚Ä”Þ‚Í‚·‚×‚Ä‚Ì‘åŠì‚Ñ‚·‚é•l•X‚ÉŒ©‚Â‚ß‚ç‚ê‚È‚ª‚çŽŸ‘æ‚É•i‚ñ‚Å‚ä

‚«•A‰¤‹{‚Ì‹ß‚­‚É’…‚«‚Ü‚µ‚½•B [347]

”Þ‚ÍƒS•[ƒp•[‚ð”º‚Á‚ÄŽÔ‚©‚ç•~‚è‚é‚Æ•A‚»‚Ì•m‹{“a•n‚É“ü‚Á‚Ä•AŽ©•ª‚Ì•Z‹•‚É‘Ø•Ý

‚µ•AŒå‚è‚É•S‚ðŒü‚̄ ‚È‚ª‚ç‰ß‚²‚µ‚Ü‚µ‚½•B [348]
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‚»‚ÌŒã•A‰¤‚Ì–½—ß‚É‚æ‚è•Aƒvƒ••[ƒqƒ^•i‹{’ì•ÕŠ¯•j‚Í‹V‹O‚É•]‚¢•A‚»‚Ì“ñ•l‚ÉŸó’¸‚ð

•s‚Á‚Ä•Aˆê‘°‚Ì“`“•–@‚É••‚Á‚Ä•¶Šˆ‚·‚éŽÒ‚Æ‚µ‚Ü‚µ‚½•B [349]

‚»‚ÌŒã‚·‚×‚Ä‚ÌŽß‰Þ‘°‚½‚¿‚Í‚»‚ê‚¼‚êŽ©‚ç‚ª‚à‚Â”ü‚µ‚¢–º‚ð•A‹Ó‘R‚Æ‚©‚Ì‰¤Žq‚É•mŽ©

‚ç•nŠè‚Á‚Ä•A— ‚̂¦‚Ü‚µ‚½•B [350]

“¯—l‚É‘¼‚Ì‰¤‚½‚¿‚à‚»‚ê‚¼‚ê‰¤•—‚½‚éŽ©‚ç‚Ì–º‚ð‚©‚ÌƒTƒ‹ƒ”ƒ@•[ƒ‹ƒ^•EƒVƒbƒ_‚ÉŠì‚ñ

‚Å•mŽ©‚ç•nŠè‚Á‚Ä— ‚̂¦‚Ü‚µ‚½•B [351]

ƒvƒ••[ƒqƒ^‚Í‚»‚ê‚ç‚Ì–º‚½‚¿‚ðŠF‹V‹O‚É••‚¢Ÿó’¸‚µ‚Ä•A‚©‚Ì•m‰¤Žq•n‚ð•v‚Æ‚·‚é•A

•m‰Æ‚Ì•n“̀ “•–@‚É••‚¢•¶Š ‚̂·‚éŽÒ‚Æ‚µ‚Ü‚µ‚½•B [352]

‚»‚ê‚ç‚·‚×‚Ä‚Ì•—‚½‚¿‚ÍŒã‹{‚É“ü‚ê‚ç‚ê‚Ü‚µ‚½•B•ìŽF‚É‚Æ‚Á‚Ä‚Ì•Å‚à‚¨‹C‚É“ü‚è‚Ì•—

•«‚Å‚ ‚éƒS•[ƒp•[‚ª”Þ•—‚½‚¿‚Ì•Å•ãˆÊ‚ÌŽÒ‚Å‚µ‚½•B [353]

‚»‚Ì•m‰¤‹{•n‚Å•A‰¤Žq‚Ì‚¨‹C‚É“ü‚è‚Ì•È‚Å‚ ‚é‚©‚Ì‘æˆê”Ü‚Í•AŠç‚ð‰B‚³‚È‚¢‚Å•A‚·‚×

‚Ä‚Ì•l‚ð’­‚ß‚È‚ª‚ç•AŽŠ‚é•Š‚ð•à‚«‰ñ‚è‚Ü‚µ‚½•B [354]

‚»‚Ì‚æ‚¤‚ÉŠç‚ð•¢‚í‚È‚¢‚Å•à‚«‚Ü‚í‚Á‚Ä‚¢‚é‚»‚Ì‘P•—‚ðŒ©‚Ä•A‰¤‚ð‚Í‚¶‚ß‚Æ‚·‚é•l•X

‚ÍŠF‹Á‚¢‚Ä•AŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [355]

•u•V•È‚È‚é‚à‚Ì‚ÍŠç‚ð•¢‚¢•A‰B•Á‚·‚é‚à‚Ì‚¾•B‚µ‚©‚µ‚ ‚Ì•—‚ÍŠç‚ð•¢‚í‚¸•A•l•X‚ðŒ©

‚È‚ª‚ç•à‚«‰ñ‚Á‚½•B•v [356]

‚»‚Ì‚æ‚¤‚É”Þ‚ç‚ÉŒê‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‚»‚Ì–ºƒ„ƒVƒ‡•[ƒ_ƒ‰•[‚Í‚·‚×‚Ä‚Ì‰Æ•l‚Ì

‘O‚É—§‚Á‚Ä•AŽŸ‚Ì—l‚ÉŒê‚è‚©‚̄ ‚Ü‚µ‚½•B [357]

•u• ‚́ç‚©‚È•S‚ð‚à‚Â•¹ŽÒ‚½‚¿‚ÍŠç‚ð‰B‚·‚±‚Æ‚È‚­•A •m‚»‚Ì‚Ü‚Ü‚Å•n”ü‚µ‚¢‚Å‚·•B‚Í‚½

‚Ú‚±•i“²•j‚Ì•æ’[‚É•t‚¯‚ç‚ê‚½‘å•ó•Î‚ª”ü‚µ‚­‹P‚­‚æ‚¤‚É•B [358]

•¹ŽÒ‚Í•s‚«‚Â‚Â‚ ‚é‚Ì‚à”ü‚µ‚­•A–ß‚è—ˆ‚é‚Ì‚à”ü‚µ‚¢‚Å‚·•B—§‚Á‚Ä‚¢‚é‚Ì‚à•A•¿‚Á‚Ä

‚¢‚é‚Ì‚à•A‚ ‚ç‚ä‚é•m•Š•ì•n‚É‚¨‚¢‚Ä•¹ŽÒ‚Í”ü‚µ‚¢‚Å‚·•B [359]

•¹ŽÒ‚Í˜b‚µ‚Ä‚¢‚Ä‚à”ü‚µ‚­•A–Ù‚Á‚Ä‚¢‚Ä‚à”ü‚µ‚¢•B‚Ü‚é‚ÅƒJƒ‰ƒ”ƒBƒ“ƒJ’¹‚ª•AŽp‚ðŒ©

‚Ä‚à•A•º‚ð’®‚¢‚Ä‚à•A”ü‚µ‚¢‚æ‚¤‚É•B [360]

ƒNƒVƒƒ‘•‚Ìˆß‚ð’…‚½•l‚â•AŸB‰¦‚Ìˆß‚ð’…‚¯‚½•A• ‚¹‚½‘Ì‚Ì•l‚Å‚ ‚Á‚Ä‚à•A •m“à–Ê‚É•n

“¿•«‚ð‚à‚Â•l‚Å‚ ‚é‚È‚ç•A“¿•«‚Æ‚¢‚¤•ü‚è‚É•ü‚ç‚ê‚Ä•AŽ©‚ç‚ÌˆÐŒµ‚É‚æ‚Á‚Ä”ü‚µ‚¢‚à‚Ì

‚Å‚·•B [361]

•ßˆ«‚Ì–³‚¢•¹ŽÒ‚Í•A‚ ‚ç‚ä‚é“_‚Å”ü‚µ‚¢•B‘¼•û•Aˆ«‚ð‚È‚·‹ðŽÒ‚Í•A‚Ç‚ê‚Ù‚Ç•ü‚ç‚ê

‚Ä‚¢‚Ä‚à•A”ü‚µ‚­‚ ‚è‚Ü‚¹‚ñ•B [362]

‚à‚µ•S‚Éˆ«‚ª‚ ‚Á‚Ä•AŒû‚É‚Í‚Æ‚Ä‚àŠÃ”ü‚ÈŒ¾—t‚ª‚ ‚é‚æ‚¤‚ÈŽÒ‚È‚ç•A‚»‚ñ‚È•l•X‚É•Ú

‚·‚é‚×‚«‚Å‚Í‚ ‚è‚Ü‚¹‚ñ•BŠÃ˜I‚ª’•‚ª‚ê‚½“Åšâ•m‚É•Ú‚·‚é‚×‚«‚Å‚Í‚È‚¢•n‚æ‚¤‚É•B

[363] 

‚Ü‚é‚ÅŸ”—••ê‚Ì•…‚Ì‚æ‚¤‚É–³•C‚Å‚ ‚é•A•´‚ç‚©‚È•S‚ð‚à‚Â•A‚â‚³‚µ‚¢ŽÒ‚Å‚ ‚é‚È‚ç•A

‚»‚Ì‚æ‚¤‚È•l•X‚Í‚¢‚Â‚à•K‚¢‚ð‚à‚½‚ç‚·”qŒ©‚Æ•Ú•G‚Æ‚ð—^‚¦‚Ä‚­‚ê‚Ü‚·•B [364]
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ˆ«—F‚ðŽÌ‚Ä‚Ä•í‚É‘P—F‚ÉŽd‚¦‚éŽÒ‚½‚¿•A‚Ü‚½ˆ«‚Ì‰x‚Ñ‚ðŽÌ‚Ä‚Ä‘P‚¢“¿•s‚ð•í‚É–ù‚µ

‚ÞŽÒ‚½‚¿‚Å‚ ‚é‚È‚ç•A [365] ‚»‚Ì‚æ‚¤‚È•l•X‚ð”qŒ©‚·‚é‚±‚Æ‚à•Ú‚·‚é‚±‚Æ‚à•A•í‚É‚·

‚Î‚ç‚µ‚­•A‚Ü‚½‚»‚Ì‚æ‚¤‚È•l•X‚ÌŒ¾—t‚ð•·‚­‚±‚Æ‚à•AŽí•X‚Ì•¶‘¶‚ð—S•A‚¤‚±‚Æ•i—Ö‰ô•j

‚Ì’†‚Å‘P‚¢‰Ê‚ð‚à‚½‚ç‚µ‚Ü‚·•B [366]

•g‘Ì‚ð•§Œä‚µ‚Ä‚¢‚Ä•A •mŠ´Š ‚̄Ì•n•§Œä‚Æ‚¢‚¤‘••ü‚Å•g‘Ì‚ð•m•ü‚é•nŽÒ‚½‚¿‚Å‚ ‚ê‚Î•A

‚Ü‚½Œ¾—t‚ð•§Œä‚µ‚Ä‚¢‚Ä•A•^ŽÀ‚Ì–@‚Ì‚½‚ß‚É—}•§‚ð‚È‚·ŽÒ‚½‚¿‚Å‚ ‚ê‚Î•A [367] ‚Ü‚½

•í‚ÉŠ´Š¯‚ðŽçŒì‚µ•A”ü‚µ‚¢•m•Ÿ‚ñ‚¾•n•g‘Ì‚ð‚à‚¿•A‚Æ‚Ä‚à•´•Ÿ‚È•S‚ð‚à‚ÂŽÒ‚½‚¿‚Å‚ 

‚ê‚Î•A‚»‚Ì‚æ‚¤‚È•´‚ç‚©‚È•S‚Ì•l•X‚ÌŠç‚ð•¢‚¤•K—v‚ªˆê‘Ì‚ ‚é‚Å‚µ‚å‚¤‚©•B [368]

‚Ü‚½•S‚ª•´‚ß‚ç‚ê‚Ä‚¨‚ç‚¸•Aãµ’p•S‚à–³‚¢‚È‚ç‚Î•A‚»‚Ì‚æ‚¤‚ÈŽÒ‚½‚¿‚ÌŠç‚ª•ç–‡‚Ìˆß

‚Å•¢‚í‚ê‚Ä‚¢‚½‚Æ‚µ‚Ä‚à•A‰½‚É‚È‚é‚Å‚µ‚å‚¤•B [369]

•´‚ç‚©‚È•S‚ð‚à‚¿•AŠ´Š¯‚ðŒì‚è•A‘¾—z‚ÆŒŽ‚ÉŽ—‚½•mŒõ‹P‚ð‚à‚Â•n•A•v‚É’‰ŽÀ‚È’å•—

‚½‚¿‚Å‚ ‚é‚È‚ç‚Î•A‚»‚Ì‚æ‚¤‚È•—‚½‚¿‚ÌŠç‚ð•¢‚¤•K—v‚ªˆê‘Ì‚ ‚é‚Å‚µ‚å‚¤‚©•B [370]

ŒÜ•_’Ê‚ð‚à‚Â‚ ‚ç‚ä‚é•¹ŽÒ‚½‚¿‚â•_•X‚à•A‚æ‚«‰ú“¿‚Æ‚¢‚¤•…‚É•ô‚í‚ê‚Ä•´•ò–³•C‚Å‚ 

‚é•AŽ„‚Ì•S‚ð‚̈ ’m‚è‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚Ü‚·•B [371]

Ž„‚É‘¼‚Ì’j•«‚Ö‚Ì•î—~‚Í–³‚­•A‚»‚êŒÌ•AŽ„‚Íˆß‚ÅŠç‚ð•¢‚í‚È‚¢‚Å‹Ó‘R‚Æ•à‚«‰ñ‚Á‚Ä‚¢

‚é‚Ì‚Å‚·•B•v [372]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÉƒS•[ƒp•[‚ª•à‚¢‚½‚Ì‚ð•·‚¢‚Ä•A‰Æ—ˆ‚½‚¿‚Æˆê••‚ÉƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚Í‹C‚Ã

‚«‚ð“¾‚Ä•A‚Æ‚Ä‚à•´•Ÿ‚È•S‚É‚È‚è•AŠ´Œƒ‚µ‚Ü‚µ‚½•B [373]

‚»‚µ‚Ä•A‚©‚Ì‰¤•i‘å’n‚ÌŽçŒìŽÒ•j‚ÍŠð‚µ‚°‚É‚»‚Ì‰Å‚ðŒ©‚Â‚ß‚Ä•A•ã“™‚Ì•z’n‚Ì•ž‚â‚ 

‚ç‚ä‚é‘••ü•i‚ðŽR‚Ù‚Ç‘¡‚Á‚Ä•A [374] ‹P‚©‚µ‚¢“¿•«‚ÌˆË•ˆ‚Å‚ ‚è•A‚·‚Î‚ç‚µ‚¢•g‘Ì‚ð

‚à‚Á•A‚©‚ÌƒS•[ƒp•[‚ð•ü‚ç‚¹‚Ä•A–žŠJ‚Ì˜@‚Ì‰Ô‚Ì‚æ‚¤‚ÈŠç‚ð‚à‚Â•m‰¤•n‚Í•A •m”Þ•—‚ð•n

Œ©‚Â‚ß‚È‚ª‚çŽŸ‚Ì—l‚ÉŒ¾‚¢‚Ü‚µ‚½•B [375]

•uŽ„‚Ì‘§Žq‚Å‚ ‚é‰¤Žq‚ª‚·‚Î‚ç‚µ‚¢Œõ‹P‚Æ‘P‚«“¿•«‚ÌˆË•ˆ‚Å‚ ‚é‚æ‚¤‚É•AŽ„‚Ì•m‘§

Žq‚Ì•n‰Å‚Å‚ ‚é–º‚à•A–{“–‚Ì‰ú‚Æ“¿•«‚ÌˆË•ˆ‚Å‚ ‚é•B [376]

•Å•ã‚Ì–¡‚ð‚à‚Â‚à‚Ì‚Å‚ ‚é–ƒ‚Æ‘çŒí‚ª (40) •‡‚·‚é‚æ‚¤‚É•A‚«‚Á‚ÆŽ„‚Ì‚±‚ê‚ç“ñ•l‚Ì•´

‚ç‚©‚È—L•î‚Í•A‰^–½‚Ì‚Â‚È‚®—Í‚É‚æ‚Á‚ÄŒ‹•‡‚µ‚½‚Ì‚Å‚ ‚ë‚¤•B•v [377]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É‚©‚Ì‰¤Žq‚Æ‚»‚Ì•È‚É‘Î‚µ‚Ä•ÌŽ^‚ð‚È‚µ•AƒVƒ…ƒbƒh•[ƒ_ƒi‰¤‚Í•e‘°‚½‚¿‚Æˆê

••‚ÉŠì‚Ñ‚Ü‚µ‚½•B [378]

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É•mƒS•[ƒp•[‚Æ‚¢‚¤•n •w•—•ó•x‚ð‹ï‚¦‚Ä•A‚·‚Î‚ç‚µ‚¢Œõ‹P‚Ì‘P‚«“¿•«‚ÌŠC‚Å

‚ ‚é‚©‚Ì‰¤Žq•A•ìŽF•E‘åŽm‚Í‹P‚«‚Ü‚µ‚½•B [379]

40. Œ́•¶‚Ì sarpi-sarpim Žl i;tau •u–ƒ‚Æ‘çŒí•v‚Í•AŒ¹•òŽ‘—¿‚Ì Lalitavistara ‚É‚à sarpi-sarpim Žl i;ta ‚Æ‚¢

‚¤ŒêŒ̀‚ª‚ ‚é‚½‚ß•A *sarpi.\1-sarpim Žl i.tau ‚Æ•C•³‚µ‚È‚¢•B
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 �NåN
0n0ˆ0F0k0�yÁ0n^+0LyÁ0keYy:0U0Œ0_•�0Š0k0�NÊyÁ0o0JŠq0W0~0W0_0�0¢

ƒVƒ‡•[ƒJ‚æ•A‚ ‚È‚½‚à‚±‚ê‚ð•·‚¢‚Ä‚©‚ç•A •m•l•X‚É’®•·‚Ì•nŠì‚Ñ‚ð—^‚¦‚Ä‚­‚¾‚³‚¢•B

[380] 

‚±‚Ì•ìŽF‚Ì‘P•à‚ð•·‚¢‚Ä•AŠì‚ñ‚¾•l•X‚Í•AŠF•´‚ç‚©‚È•S‚Å•ì’ñ•s‚ð‚È‚·‚Å‚ ‚è‚Ü

‚µ‚å‚¤•B [381]

‚·‚Î‚ç‚µ‚¢Œõ‹P‚Ì‘P‚«“¿•«‚ÌˆË•ˆ‚Å‚ ‚é•ìŽF•E‘åŽm‚½‚¿‚Í•A‚ ‚ç‚ä‚é—L•î‚É‰v‚ð‚È

‚µ•A •m•¶‚Ì•n•I‚í‚è‚É•§‚Ì•Z‚Ü‚¢‚É•s‚©‚ê‚Ü‚µ‚½•B [382]

 �NåN
0n0ˆ0F0k–?•…o"0LeYy:0U0Œ0_0n0’€^0D0f0�0¢0·0ç0ü0«s‹0o0�0]0F0D0_0W0~

‚·•v‚Æ“¯ˆÓ‚µ‚Ä•AŽüˆÍ‚Ì’®•O‚Æ‹¤‚ÉŠ½Šì‚µ‚Ü‚µ‚½•B [383]

‘æ14 •Í •m•ìŽF‚ª•n‹ZŒ|‚Æˆê•Ø‚ÌŠw–â•m‚Ì’Ê’B•n‚ðŽ¦‚µƒ„ƒVƒ‡•[ƒ_ƒ‰•[•—•ó‚Æ•v•w

‚É‚È‚é•i
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‘æŽO•”

APPENDIX 

0�hµe‡ �~�a�c�J�g�a�t�i�k�a�r�i�k fò0o0¢0·0å0ô0¡0´0ü0·0ãO\0K0


‚±‚Ì‘æŽO•”‚Å•AƒAƒyƒ“ƒfƒBƒNƒX•i•t˜^•j‚Æ‚µ‚Ä•t‚¯‚é‚à‚Ì‚Í•A 2019 ”N9ŒŽ8“ú‚Ì“ú–{ˆó

“xŠw•§‹³Šw‰ï‘æ70 ‰ñŠw•p‘å‰ïƒpƒlƒ‹•uƒAƒVƒ…ƒ”ƒ@ƒS•[ƒVƒƒŒ¤‹†‚Ì“WŠJ•v•i‘ã•\•F•¼“c̃a

Oáÿ	0k0J0D0f0�{F€�ÿ�\¡‘Îÿ	0L0�hµe‡ �~�a�q�.�g�a�t�i�k —b�k�f�i�l�:�t 0o0¢0·0å0ô0¡0´0ü0·0ãO\0K0
0h0D

‚¤‘è–Ú‚Å”­•\‚ð•s‚Á‚½Žž‚É•AŠw‰ï‰ï•ê‚Å”z•t‚µ‚½ƒnƒ“ƒhƒAƒEƒg‚ÌŒ´•e‚Å‚ ‚é•B

‚»‚Ì”­•\Œã‚É‚µ‚Î‚ç‚­Œo‚Á‚Ä•AŠô•l‚©‚Ì•û‚©‚ç‚»‚ÌŒ´•e‚ðŒ©‚½‚¢‚Æ‚¢‚¤—v–]‚ª•MŽÒ‚Ì

‚à‚Æ‚ÉŠñ‚¹‚ç‚ê‚½‚Ì‚Å•A‚±‚±‚É•­‚µ•C•³‚ð‰Á‚¦‚Ä‚»‚ÌŒ´•e‚ð’ñŽ¦‚·‚éŽŸ‘æ‚Å‚ ‚é (41) •B

‚±‚Ì”­•\Œ´•e‚Í•MŽÒ‚ª•w“ìƒAƒWƒAŒÃ“TŠw•x 13 •†•C 2018 ”N•C 1-164 •Å‚É•Ú‚¹‚½•u˜Z“¹èñ

(~ Së�g�a�t�i�k —b�k fòÿ	0nx�zv �hµ…5o"]ô[þqg0Æ0¯0¹0È0ü0
0h˜L0Y0‹ŠÖe‡0h[Æc¥0k•¢•#0W0f0J

‚è•A‚»‚Ì˜_•¶‚É‚ ‚é‚â‚â•¡ŽG‚È‹c˜_‚ð—•‰ð‚µ‚â‚·‚­‚·‚é‚½‚ß‚É•A’˜ŽÒ‚Ì–â‘è•i”n–Â‚Æ

Dharmasubhiiti ‚ÌŠÖŒW‚È‚Ç•j‚â•A•ì•i‚Ì•¬—§‚ð‚ß‚®‚é–â‘è‚È‚Ç•A‚¢‚­‚Â‚©‚Ì–â‘è‚É•Å“_‚ð

•i‚é‚©‚½‚¿‚Å•‘‚¢‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚»‚Ì˜_•¶‚Æ‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç“¯‚¶•\Œ»‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‰Ó•Š‚ª‚±‚Ì

Œ´•e‚Ì’†‚É‘½•X‚ ‚é‚ª•A‚»‚Ì“_‚ÍŠ°•š‚³‚ê‚½‚¢•B‚±‚ÌŒ´•e‚Í‚»‚Ì 2018 ”N‚Ì˜_•¶‚©‚ç 1”N

Œã‚ÌŽ„‚ÌˆÓŒ©‚ð•q‚×‚Ä‚¢‚é‚à‚Ì‚Å‚ ‚é‚©‚ç•A•à–¾‚ÌŽd•û‚É‚à‘½•­‚Ì•Ï‰»‚ª“ü‚è•ž‚ñ‚Å

‚¢‚é‚Æ‚±‚ë‚ª‚ ‚é‚ª•A‘å‚«‚­ˆÓŒ©‚ð•Ï‚¦‚½‰Ó•Š‚Í–³‚¢•B

* * * 
“ú–{̂ó“xŠw•§‹³Šw‰ï‘æ 70 ‰ñ•i‰—̃Å‹³‘åŠw•j 2019 ”N9ŒŽ8“ú

•mƒpƒlƒ‹”­•\ B ƒAƒVƒ…ƒ”ƒ@ƒS•[ƒVƒƒŒ¤‹†‚Ì“WŠJ•i‘ã•\•¼“c˜a•M•j 2 ”Ô•n

hµe‡�~�a�c�J�g�a�t�i�k�a�r�i�k�a�h 0o0¢0·0å0ô0¡0´0ü0·0ãO\0K•D 

”­•\ŽÒ•F‰ª–ìŒ‰•i‹ã•B‘åŠw•j

41. “Á‚É’•‚É‚̈ ‚¢‚Ä•¶‚ð•Ï‚¦‚½•B‚Ü‚½–̀“ª‚É”­•\—vŽ|‚ð•t‚̄ ‚½•B
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•m”­•\—vŽ|•n Qm•S˜� �~�a�~�g�a�t�i�k�i�i�r�i�k fòÿ�ueS÷ �S�G�K�) 0nhµe‡0ho"Š30�Qm•£•*^û}L0�0h0Ñ0ü0êŠžŠ3

ChagatidipanI �(�~�P�a�f�i�c�a�g�a�t�i�d�i�p�a�n�I�) 0oO\€�0’™¬œô0h0Y0‹0L0�0W0K0W0]0n0Á0Ù0Ã0ÈŠžŠ30o0�hµe‡0hO\TÁ

‚Ì“à—e‚ª‘S‚­“¯‚¶‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚¸•A•ìŽÒ‚ð Chos ldan rab'byor dbyangs �(�*�D�h Sp�n�i�k�a�s�u�b�h�f�i�t�i�g�h�o�~�a�) 0h

‚·‚é•B‚Ü‚½•¢•e‚Ì‹äŽÉ˜_‚Í SGK ‚Ì‘æ 36 ‹ô‚É‚ ‚½‚é‹ô‚ðˆø—p‚µ‚Ä•A‚»‚ê‚ð Dharmasubhfiti ‚Ì•ì‚Æ‚·

‚é•B‚±‚ê‚Ü‚Å‚Ì‹c˜_‚Í‚Ù‚Ú‚»‚ê‚ç‚ÌŽ‘—¿‚ÉŒÀ‚ç‚ê‚Ä‚¢‚½‚½‚ß•A‚»‚Ì•ì•i‚ª–{“–‚É”n–Â‚ÌŽž‘ã‚É‚Ü

‚Å‘k‚ê‚é‚Ì‚©‚ª‹^‚í‚µ‚©‚Á‚½‚ª•A•MŽÒ‚Í SGK ‚ÌŽo–…“I‚È•ì•i‚Æ‚µ‚Ä•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ•w•§

•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Æ‚¢‚¤—L•”‚Å‚Ì“`•³–{‚ª‚ ‚é‚±‚Æ‚ðŽw“E‚µ•A‚Ü‚½•w‘å’q“x˜_•x‚É‚¨‚¯‚é˜A‘±

“I‚Èˆø—p‰Ó•Š‚àŽw“E‚µ‚½•B‚»‚ê‚ç‚É‚æ‚Á‚Ä•A SGK ‚ÉŽ—‚½•ì•i‚ª’x‚­‚Æ‚à 3~4 •¢‹I‚É‚Í—L•”‚Å“`

•³‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚ª•Ø–¾‚Å‚«‚é•B

0�Qm•S˜�0� �~�a�c�;�\�g�a�t�i�k —b�k�a�J�:�:�i (̂È‰º SGK) ‚Í 105 ‹ô ‚© ‚ç•¬ ‚é ‚ ª •A“à—e‚É‘å•æ“ I ‚È—v‘ f ‚ Í ‚È

‚ ­ •A•¬•æ•§‹ ³ ‚É ‘® ‚ · ‚ é •¶Œ£‚Å ‚   ‚ é •BŽO‘   ‚É ‘® ‚ ³ ‚È ‚¢ •AŒÂ• l ‚ Ì ’ ˜ • ì ‚Å ‚   ‚ é •Bž• •¶ ‚Æ 2 –{

‚ ÌŠ¿–ó• i “ú • Ì “™–ó•w˜ZŽï—Ö‰ôŒo•x ‘å • ³No. 726 ‚Æ–@“V–ó•w˜Å•à˜Z“¹‰¾‘ÉŒo•xNo. 725) ‚Æ

ƒ p • [ ƒ Š Œ ê – ó ‚ Æ ƒ ` ƒ x ƒ b ƒ g Œ ê – ó ‚ ª ‚   ‚ é • B ‚ » ‚ Ì ‚ ¤ ‚ ¿ ž • • ¶ ‚ Æ Š ¿ – ó • w ˜ Z Ž ï — Ö ‰ ô Œ o • x•i”n–Â•ìŽF

•W• j ‚Æƒp• [ƒŠŒê–ó‚ Í •A• ìŽÒ‚ª ”n–Â‚Å‚   ‚é ‚Æ“` ‚ ¦ ‚é•B”­ • \ŽÒ‚ Í2018 ”N‚É•w˜Z“ ¹èñ•x ‚ÉŠÖ‚ ·

‚é 2 ˜ _ • ¶(42) ‚ ð • ‘ ‚ ¢ ‚½ ‚ ª •A ‚» ‚ ÌŒ¤‹† ‚Å “¾ ‚ç ‚ê ‚½Šô ‚Â ‚© ‚ Ì ” ­Œ©‚ÉŠ î ‚Ã ‚« •A ”n–Â ‚ Ì • ì ‚Å ‚   ‚ é

‰Â”\•«‚ª ‚   ‚é‚Ì ‚©•A‚Æ‚¢‚¤–â‚¢‚ð—§‚Ä‚Ä•A‚±‚Ì ’˜ŽÒ‚Ì–â‘è‚ð•Ä“x‹á–¡‚µ‚Ä‚Ý‚½‚¢•B

™¬œô0og	•è �0ü}L‘Ï•è0’T+0€^ƒ•©0ng	•è �0ü0nQúŽ«0g0B0•0F0�™¬œô0L�S�G�K 0’O\0c0_

‚È‚ç•A SGK ‚Æ‚¢ ‚¤• ì • i ‚ Í—L• ” ‚Å•¶ ‚Ü ‚ê ‚½‚± ‚Æ‚É ‚È ‚é•B ‚µ ‚© ‚µŒ»‘¶ ‚ · ‚éž • •¶ SGK ‚Íƒ^ƒC

ƒgƒ‹ ‚» ‚ Ì ‚à ‚ Ì ‚ ªŽ¦ ‚ · ‚æ‚¤‚É•AŒÜ“¹•à‚Å‚È‚­ ˜Z“¹•à ‚ð ‚Æ‚é‚ Ì ‚Å•A‚»‚ê ‚ Í ‹° ‚ç ‚ ­—L•” ‚Å“`•³

‚ ³ ‚ ê ‚½–{ ‚Å ‚ Í ‚È ‚¢ •B ‚µ ‚© ‚µŽ„ ‚ Í– {—ˆ ‚± ‚ Ì • ì • i ‚ ÌŒ´ƒeƒNƒXƒg (Ur-Text) ‚ Í—L• ” ‚Å • ì ‚ ç ‚ ê

‚½‚Ì‚Å‚ ‚ë‚¤‚Æ•l‚¦‚Ä‚¢‚é•B

•w˜Z“¹èñ•x‚Æ‚¢‚¤ƒ^ƒCƒgƒ‹ ‚Å˜Z“¹ ‚ Ì ‹Æ•ñ‚ð‹L‚ · •AŒ»‘¶‚ · ‚éž••¶SGK ‚É ‚ Í •A ˆ¢ •C—…“¹

‚ð ˆµ ‚Á ‚½‹ô ‚ Í 1 ‹ ô ‚ µ ‚ © ‚ È ‚ ¢ • B ‚ » ‚ ê ‚ Í ‘ æ94 ‹ ô ‚ Å ‚   ‚ é ‚ ª • A ‚ » ‚ Ì ‹ ô ‚ Ì Œ ã ‚ É • u ˆ ¢ • C — … ‚ Ì • ß • I ‚ í

‚é•v (asurak —¼d™ï samaptam) ‚Æ‚¢‚¤•¶ ‚ª ‚   ‚è•A‚» ‚ Ì ‚½‚Á‚½ 1‹U ‚Å •u ˆ¢ •C—…‚ Ì •ß •v ‚ ª • I

‚ í ‚ é •B ‚± ‚ ê ‚ ÍŽÀ ‚É •sŽ© ‘R ‚Å ‚   ‚ è •A– {—ˆ ‚ Í ‚ ± ‚ Ì • ì • i ‚ Ì • \ • ¬ ‚ ÍŒÜ“ ¹ ‚ Ì • ª ‚ ¯ • û ‚É ‚æ ‚éŒÜ‚Â ‚ Ì

• ß ‚ © ‚ ç • ¬ ‚ Á ‚ Ä ‚ ¢ ‚ ½ ‚ Ì ‚ Å ‚ Í ‚ È ‚ ¢ ‚ © • A ‚ Æ ‹ ^ ‚ ¤ ‚ Ì ‚ ª Ž © ‘ R ‚ Å ‚   ‚ é • B ˆ ½ ‚ é Ž ž ‘ ã ‚ É • Ò • W Ž Ò ‚ ª • u ˆ ¢ • C

—…‚Ì•ß• I ‚ í ‚é•v ‚Æ‚¢ ‚¤ ’Z ‚¢•¶ ‚ð• ‘ ‚«“ü ‚ê ‚Ä•Aˆ¢•C—…‚É‚Â‚¢ ‚Ä ‚ Ì 1‹ô ‚ð–³—• ‚É•ß ‚Æ‚µ ‚Ä“Æ

— § ‚ ³ ‚ ¹ ‚ ½ ‚ ¾ ‚ ¯ ‚ Å • A • ì • i ‚ Ì • \ • ¬ ‚ ð Œ Ü “ ¹ ‚ © ‚ ç ˜ Z “ ¹ ‚ Æ ‚ ¢ ‚ ¤ • ª ‚ ¯ • û ‚ É • Ï ‚ ¦ ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ ª • o — ˆ ‚ ½ ‚ Ì ‚ Å

42. ‰ª–ìŒ‰(2018a) : 0�Qm•S˜� �(�~�a�g�g�a�t�i�k Š� �Kfòÿ	0nx�zv �hµ…5o"]ô[þqg0Æ0¯0¹0È0ü0
0� •w“ìƒA

ƒWƒAŒÃ“TŠw•x13 •†•A 1-164 •Å•G ‰ª–ì(2018b) : 0� �~�a�g�g�a�t�i�k Š� �k fò0hR�R%imX1ue}L0
0� •ŵó̃ÅŒ¤•x

‘æ67 Šª 1•†•A 458-450 •Å•B
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‚ ‚è•A •w˜Z“¹èñ•x‚Æ‚¢‚¤ƒ^ƒCƒgƒ‹‚Í‚»‚Ì•Ä•Ò•W‚ÌŽž‚É•Ò•WŽÒ‚É‚æ‚Á‚Ä•t‚¯‚ç‚ê‚½‚à‚Ì

‚Å•A–{— ‚̂Ì•ì•i–¼‚Å‚Í‚È‚¢‚Å‚ ‚ë‚¤•B

‚Ü‚½‚±‚ÌŒ»‘¶‚·‚éž••¶ SGK ‚ÆŽ—‚½ƒeƒLƒXƒg‚ª—L•”‚É“`•³‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚ð•l—¶‚·‚é

•K—v‚ª‚ ‚é•B

ž••¶ SGK ‚É‚©‚È‚è‹ß‚¢“à—e‚ð‚à‚¿•AŒÜ“¹•à‚ÉŠî‚Ã‚­•ì•i•\•¬‚ð‚µ‚Ä‚¨‚è•A‚µ‚©‚à—L

•”‚ª“`Ž•‚µ‚½‚±‚Æ‚ª‚Ù‚ÚŠm‚©‚È•ì•i‚ª•AŠ¿–ó‚ÌŒ»‘¶‚·‚é•§“T‚Æ‚µ‚Ä—L‚é•B‚»‚ê‚ª•w•ª

•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x •i‘å•³ No. 723) ‚Å‚ ‚é•B‚±‚ÌŠ¿–óŒo‚Æ SGK ‚Ì•A—¼•ì•i‚Ì“à—e‚Ì”äŠr‚É

‚Â‚¢‚Ä‚Í‰ª–ì (2018b) ‚ðŽQ•Æ‚µ‚Ä‚Ù‚µ‚¢•B—¼•ì•i‚Í‹°‚ç‚­“¯ˆê‚Ì Ur-Text ‚©‚ç”h•¶‚µ‚Ä•A

•¶‚¶‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚à‚µ SGK ‚Æ‚¢‚¤•ì•i‚Ìƒ^ƒCƒgƒ‹‚ªŒã‚ÌŽž‘ã‚Ì•Ò•WŽÒ‚É•t‚¯‚ç‚ê‚½

‚à‚Ì‚Å•A–{— ‚̂Ì‚à‚Ì‚Å‚È‚¢‚È‚ç•A SGK ‚Ì–{—ˆ‚Ìƒ^ƒCƒgƒ‹‚Í•A‚±‚Ì•u•ª•Ê‹Æ•ñ—ª•v *Kar-

mavibhaiiga-s ™è‹Èep ‹È‚Ì‚æ‚¤‚È‚à‚Ì‚Å‚Í‚È‚©‚Á‚½‚¾‚ë‚¤‚©•B

Š¿–ó•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Ì•ìŽÒ‚Í‘å—E•ìŽF‚Å‚ ‚é‚ÆŠ¿–óŽÒ‚É‹L‚³‚ê‚é•iŽc”O‚È‚ª‚ç”n

–Â‚Å‚Í‚È‚¢•j•B‚»‚Ì–óŽÒ‚ª‘m‰¾æê–€‚Å‚ ‚é‚±‚Æ (43) ‚©‚ç”»’f‚µ‚Ä•A‚±‚ê‚Í—L•”‚É‘®‚·‚é•¶

Œ£‚Å‚ ‚é‚ÆŒ©‚Ä–â‘è‚È‚¢•B •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Í•ª—Ê“I‚Éž••¶ SGK ‚æ‚è 1.5 ”{‚Ù‚Ç‘å‚«

‚¢•ì•i‚Å‚ ‚é•Bž••¶ SGK ‚Æ”äŠr‚·‚é‚Æ•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Íž••¶ SGK ‚Æ‚Ù‚Ú“¯‚¶•\

‘¢‚ð•Û‚¿‚Â‚Â•A—¼ŽÒ‚Ì‹¤’Ê‚Ì“y‘ä“I“`•³‚Ì•ã‚É‚ ‚¿‚±‚¿‚Å‹ô‚ð‘•‚â‚µ•A•ì•i‚ðŠg‘å‚µ

‚½‚ÆŽv‚í‚ê‚é•B •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Íž••¶ SGK ‚æ‚è‚à”­’B‚µ‚½Œ`‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¨‚è•AŒˆ‚µ‚Ä

SGK ‚É‘Š“–‚·‚é—L•”‚É‚¨‚¯‚é•ÅŒÃŒ`‚ÌƒeƒNƒXƒg (Ur-SGK) ‚ðŽ¦‚·‚à‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢•B—L•”

‚Ì Ur-SGK ‚ÌƒeƒNƒXƒg‚ª‚ ‚éŽž‘ã‚É‘å—E‚É‚æ‚Á‚Ä‘••L‚³‚ê•Ä•Ò•W‚³‚ê‚Ä•o—ˆ‚½•ì•i‚ª•A

‚±‚Ì 5 •¢‹I‰’”¼‚ÉŠ¿–ó‚³‚ê‚½•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Å‚Í‚È‚¢‚©‚ÆŽ„‚Í•„‘ª‚·‚é•B

ˆÀ•¢•‚–ó•w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x •i‘å•³ No. 729) ‚Æ‚¢‚¤•Ê‚ÌŠ¿–ó‚Ì•ì•i‚É‚à’•ˆÓ‚ð

•¥‚¤•K—v‚ª‚ ‚é•B‚»‚ÌŒo‚Í‘O”¼‚ªŽU•¶•AŒã”¼‚ª‰C•¶‚©‚ç•¬‚é‚ª•Aæm”¼‚ÌŽU•¶•”•ª‚É‚Â

‚¢‚Ä‚Í“Ö“•–{•w’ñˆàŒo•x •i’ñˆà”g—˜Œo•jŠª‰º‚Æ‚Ì•¶–Ê•ã‚Ì•‡’v‚ªŽw“E‚³‚ê•A’†•‘‚Å•»

•ì ‚³ ‚ê‚½‹UŒo‚ÆŽv‚í ‚ê‚é (44) •B‚µ‚©‚µ‚»‚ ÌŒo‚ÌŒã”¼‚ð•è‚ß‚é‰C•¶•”•ª ‚ Í •A‘å—E•ìŽF

‚ Ì •w• ª •Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x ‚ Ì ž • •¶Œ´“T ‚Æ‚Ù ‚Ú“ ¯ ‚¶ “à—e‚ð ‚à ‚Âž• •¶Œ´“T ‚© ‚ç •A•Ê ‚ ÌŽž ‘ã

‚É•i‚à‚Á‚ÆŒÃ‚¢Žž‘ã‚É•j•Ê‚Ì–óŽÒ‚É‚æ‚Á‚ÄŠ¿–ó‚³‚ê‚½ 1•ì•i‚Å‚ ‚é‚Æ‚Ý‚È‚·‚±‚Æ‚ª‚Å‚«

‚é•H‚Â‚Ü‚è•w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚ÌŒã”¼•E‰C•¶•”•ª‚Í•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚æ‚èŒÃ‚¢Žž‘ã‚É

‚È‚³‚ê‚½•A‚»‚ÌˆÙ–ó‚Å‚ ‚é‚ÆŒ©‚Ä‚æ‚¢•B‚»‚Ìž••¶‚ÌŒ´–{‚ð•„‘ª‚·‚é‚Æ•A‚»‚ê‚Í•w•ª•Ê

‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ‘å‚µ‚Äˆá‚¢‚ª‚È‚¢—L•”‚Ì“`•³–{‚Å‚ ‚Á‚½‚Æ•l‚¦‚ç‚ê•AŒˆ‚µ‚Ä•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ª

Œo•x‚æ‚è‚àŒÃ‚¢’iŠK‚Ì•ì•i‚Ì‚ ‚è•û‚ðŽ¦‚·ƒeƒNƒXƒg‚Å‚Í‚È‚¢•B

43. ‘m‰¾æê–€‚Í‘¼‚É•wŽGˆ¢”ù“Ü•S˜_•x •i‘å•³ No. 1552) ‚â•wŽF”k‘½•””ù“ò–€“¾èÓ‰¾•x (No. 

1441) ‚â•wŠ©”­•”‰¤—v‹ô•x (No. 1673) ‚ð–ó‚µ‚Ä‚¢‚é•BŒd™ù‚Ì•‚‘m“̀ ‚É‚æ‚ê‚Î”Þ‚Í•wŽGˆ¢”ù“Ü•S

_̃•x‚É•̧ ’Ê‚µ‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢‚¤•B—L•”‚Ì•l‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚é•B‰ª–ì (2018a), 16 •Å’• 20 •B

44. rgu0ŠæN®�(�2�0�1�4�) 0� �1�7�0�-�2�3�8 ˜�ÿ�cÐ‹�}L0hNÏŠ¬R�R%U„`ªb@•w}L �w�}L0hP}}L0üÿ	0’SÂqg0�
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‚Ü‚½—L•”Œn“•‚Å“`Ž•‚³‚ê‚½ SGK ‚É‚ ‚½‚é•Ê‚ÌŒÃ‚¢Ž‘—¿‚ª•A •w‘å’q“x˜_•x‚Éˆø—p‚³‚ê

‚é•¶‚Å‚ ‚é•B •w‘å’q“x˜_•xŠª•\“ñ‚É‚Í•A–¾‚ç‚©‚É‚»‚Ì•ìŽÒ•i—´Ž÷•j‚ª SGK ‚É‹É‚ß‚Ä‹ß

‚¢•¶Œ£‚ð—˜—p‚µ‚Ä•‘‚¢‚½‚ÆŽv‚í‚ê‚é 1 •ß‚ª‚ ‚é (T 25 152cll-153a14) <45\ 

•w‘å’q“x˜_•x‚Ì‚»‚Ìˆê˜A‚Ì•¶‚Í•A•ì•i–¼‚â•ìŽÒ–¼‚ð•o‚³‚¸‚Éˆø—p‚³‚ê•A‚Ü‚½ŽU•¶‚Å

‹L‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚ª•A•¶‚ªŽÀ‚Éž••¶ SGK ‚È‚ç‚Ñ‚É•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚ÆŽ—‚Ä‚¢‚é•B“à—e‚à•A

•o‚Ä‚­‚é•‡•˜‚à•A‚Ù‚Ú“¯‚¶‚Å‚ ‚é•B •w‘å’q“x˜_•x‚Ì•ìŽÒ‚Íž••¶ SGK ‚ÌƒeƒNƒXƒg‚©•Aˆ½

‚¢‚Í•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x (=. •w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‰C•¶•j‚Ìž•Œê‚ÌŒ´–{ƒeƒNƒXƒg‚©‚Ì•A‚Ç‚¿

‚ç‚©‚ðˆË—p‚µ‚È‚ª‚ç‚±‚Ì•¶‚ð•ì‚Á‚½‚à‚Ì‚ÆŽv‚í‚ê‚é‚ª•A•×‚©‚­”äŠr‚µ‚ÄŒ©‚é‚±‚Æ‚Å•A

•w‘å’q“x˜_•x‚Ìˆø—p‚µ‚½•¶‚Í•Až••¶ SGK ‚æ‚è‚à•A—L•”Œn‚Ì•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x (=; •w•ª

•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‰C•¶•j‚É‹ß‚¢—l‚È‹ô‚Ì”z’u‚ð‚à‚ÂƒeƒNƒXƒg‚Æ”»’f‚Å‚«‚é (46) •B•]‚Á‚Ä•w‘å

’q“x˜_•x‚É—˜—p‚³‚ê‚½‚Ì‚Í•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ•‡‚¤•A—L•”‚ª“`Ž•‚·‚éƒeƒNƒXƒg‚Å‚ ‚é

‚ÆŽv‚í‚ê‚é‚ª•AŽ„‚Í•A‚»‚ÌƒeƒNƒXƒg‚ÍŒ»‘¶‚·‚éŠ¿–ó‚Ì•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç“¯

‚¶ƒeƒNƒXƒg‚Å‚Í‚È‚­•A‚»‚ê‚æ‚è‚à‚Á‚Æ‹ô•”‚ª•­‚È‚¢•Až••¶ SGK ‚É‹ß‚¢’Z‚³‚ð‚à‚Â‚æ‚¤

‚È•A 1 ’iŠKŒÃ‚¢ƒeƒNƒXƒg•i‚Â‚Ü‚è—L•”‚ª“`Ž•‚µ‚½Ur-SGK) ‚Å‚ ‚Á‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚©‚Æ•„

‘ª‚·‚é•B‚»‚¤•„‘ª‚·‚é‚í‚¯‚Í•A •w‘å’q“x˜_•x‚Ì•ìŽÒ‚Í‚±‚Ì‰Ó•Š‚Å‘S•”‚Å 15 ‚Ì•¶‚ð‚»‚Ì

ƒeƒNƒXƒg‚©‚ç“K“–‚É‘I‚Ñ•o‚µ‚½‚í‚¯‚Å‚ ‚é‚ª•A 15 ‚Ì•¶‚Ì‚¤‚¿ 14 ‚Ì•¶‚Íž••¶ SGK ‚É‚à‚ 

‚é‹ô‚Å‚ ‚é•B‚±‚ê‚Ù‚Ç‚Ì•‚Šm—¦‚Å•A SGK ‚É‚à‘Î‰ž‚·‚é‹ô‚ªŒ©‚Â‚©‚é‹ô‚Î‚©‚è‚ª—˜—p‚Ì

•Û‚É‘I‚Î‚ê‚½‚Ì‚Í•A •w‘å’q“x˜_•x‚Ì•ìŽÒ‚ª—˜—p‚µ‚½ƒeƒNƒXƒg‚Í•A‚Ü‚¾ SGK ‚É‹ß‚¢‹U‚Ì

—Ê‚ð‚à‚Â‚É‚·‚¬‚È‚¢ŒÃ‚¢’iŠK‚É—¯‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚éŒÃ‚¢ƒeƒNƒXƒg‚¾‚Á‚½‚©‚ç‚Å‚ ‚ë‚¤•B‚à‚µŠ¿

–ó•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ“¯‚¶‚­‚ç‚¢‘½‚­‚Ì‹ô‚Ì—Ê‚ð‚à‚ÂƒeƒNƒXƒg‚©‚ç“K“–‚É15 ‚Ì•¶‚ð‘I

‚Ñ•o‚µ‚½‚È‚ç•A 15 •ª‚Ì 14 ‚Æ‚¢‚¤•‚Šm—¦‚Å•A SGK ‚Æ‚à•‡’v‚·‚é‹ô‚Î‚©‚è‚ª‘I‚Î‚ê‚é‚±‚Æ

‚Í‚ ‚è‚¦‚È‚¢•BŠ¿–ó•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Í‘å—E‚É‚æ‚Á‚Ä•Ä•Ò•W‚ðŽó‚¯‚½Šg‘å”Å‚Æ•l‚¦‚é‚È

‚ç•A •w‘å’q“x˜_•x‚ª—˜—p‚µ‚½‚Ì‚Í‚»‚ÌŠg‘å‚ª‚È‚³‚ê‚é‘O‚Ì’iŠK‚Ì•A—L•”‚Ì Ur-SGK ‚É

‹ß‚¢ƒeƒNƒXƒg‚È‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚© (47) •B

45. ‚»‚±‚Å‚Í (1) •Û”n‹•“™‚Ì’{•¶‚Ì‹Æ•A (2) —́‚Ì‹Æ•A (3) ‹àãÀ’¹‚Ì‹Æ•A (4) ”µžÏ’ƒ‹S‚Ì‹Æ•A (5) ’n‚Ì

–é•³‹S‚Ì‹Æ•A (6) ‹•‹ó‚Ì–é•³‚Ì‹Æ•A (7) ‹{ŠÏ”ò•s–é•³‚Ì‹Æ•A (8) ù̂•H‚ðŽ{‚µ‚½‹Æ•A (9) ˆß•ž‚ðŽ{‚µ‚½

im0� �(�1�0�) b?‚�0’e½0W0_im0� �(�1�1�) N•l`0ûlÉl4{I0’e½0W0_im0� �(�1�2�) jK‚9 " —š‘Ú‚ðŽ{‚µ‚½‹Æ•A (13) ‰€—Ñ

‚ðŽ{‚µ‚½‹Æ•A (14) Žl“V‰¤‚É•¶‚Ü‚ê‚é‹Æ•A (15) ‘¼‚Ì̃Z—~“V‚É•¶‚Ü‚ê‚é‹Æ‚ª•à‚©‚ê‚é•B

46. —á‚¦‚Î•A •w‘å’q“x̃_•x‚Ì (10) (11) (12) (13) ‚ÌŽl‚Â‚Ì•¶‚É‘Š“–‚·‚éž••¶ SGK ‚Ì‹ô‚Í•A‚»‚ê‚¼‚ê

‘æ69 ‹ô•A 71 ‹ô•A‘æ 7of. ‹Ç•A‘æ 72 ‹ô‚Å‚ ‚é•B‚±‚±‚Å SGK ‚Í‘Š“–‚·‚é‹ô‚Ì•‡”Ô‚ª•­‚µ‹¶‚¤‚Ì‚É‘Î‚µ

‚Ä•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ•w•ª•Ê‘P̂«•Š‹NŒo•x‚Ì‘Š“–‰Ó•Š‚Å‚Í•A •w‘å’q“x̃ _•x‚Ì‚»‚ÌŽl‚Â‚Ì•¶‚Æ‘S

‚­“̄ ‚¶•‡”Ô‚Å•¶‚ª•o‚Ä‚­‚é•B‰ª–ì (2018), 31 •Å•B

47. •w‘å’q“x̃_•x‚Ì (15) ‚Ì•¶‚Í“VŠE‚Ì̃ Z—~“V‚Å‹L•q‚ð•I‚¦‚Ä‚¢‚é“_‚ª’•̂ Ó‚³‚ê‚é•BŠ¿–ó•w•ª•Ê‹Æ

•ñ—ªŒo•x (~ •w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‰C•¶•j‚Å‚Í“VŠE‚Ì‹L•q‚Í̃ Z—~“V‚Å•I‚í‚ç‚̧ ‚É•A•X‚É•FŠE•E–³•F

ŠE‚Ì•”“V‚Ü‚Å‹ô‚ª‘••L‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚Ì‚É‘Î‚µ•A SGK ‚Í̃ Z—~“V‚¾‚̄ ‚Å“VŠE‚Ì‹L•q‚ð•I‚¦‚é•B‚à‚µ•w‘å

- 219 -



‚³‚ÄŒ»‘¶‚·‚éž••¶ SOK ‚Í•A—L•”‚Å‚È‚¯‚ê‚Î‚Ç‚Ì•””h‚É“`Ž•‚³‚ê‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚ë‚¤‚©•B

“à—e“I‚ÉŠmŽÀ‚É•¬•æ‚Ì•ì•i‚Å‚ ‚é‚©‚ç•AƒCƒ“ƒh‚Å‚Í‚Ç‚±‚©‚Ì•¬•æ•””h‚Ì‹³’c‚Ì’†‚Å“`

Ž•‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚Í‚¸‚Å‚ ‚é•BŒ»‘¶‚·‚é SOK ‚ª˜Z“¹•à‚Ì—§•ê‚É—§‚Â“_‚ð•l—¶‚·‚é‚Æ•AŒÜ“¹

•à‚É—§‚Âƒp•[ƒŠ•ã•À•”‚Æ—L•”‚Í•A‚»‚ÌŒó•â‚©‚çŽ©‘R‚É•œŠO‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•B˜Z“¹•à

‚É—§‚Â•””h‚Æ‚µ‚Ä‚Í•A‘å•O•”‚ÌƒAƒ“ƒ_ƒJ”h‚Æ–k“¹”h‚È‚ç‚Ñ‚É•ÂŽq•E•³—Ê•”‚ª‚ ‚é•B‚»‚Ì

’†‚©‚çŒó•â‚ð‘I‚Ô‚È‚ç‚Î•A‘å•O•”Œn‚Ì•””h‚æ‚è‚à•ÂŽq•E•³—Ê•”‚Å‚ ‚é‰Â”\•«‚ª•‚‚¢‚Æ

Ž„‚Í•l‚¦‚é•B‘å•O•”‚æ‚è‚Í•A•ã•À•”Œn‚Ì•””h‚Å‚ ‚é•ÏŽq•E•³—Ê•”‚Ì‚Ù‚¤‚ª•A“¯‚¶•ã•À

•”Œn‚Ì—L•”‚Ì‚æ‚¤‚É•A‹Æ•ñ‚ÌˆÐ—Í‚Ì‹­’²‚É”M•S‚Å‚ ‚Á‚½‚ÆŽv‚í‚ê‚é‚©‚ç‚Å‚ ‚é•B

Ž„‚Í SOK ‚ÌŒ´Œ`ƒeƒNƒXƒg(Ur-SOK) ‚Í–{—ˆ—L•”Œn‚Ì•””h‚Å•ì‚ç‚ê‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é‚Æ•„

‘ª‚·‚é‚ª•A‚»‚Ì•ì•i‚ÍŒÂ•l‚Ì’˜•ì‚Å‚ ‚é‚½‚ß•A•””h‚ð’´‚¦‚Ä•A•ÂŽq•E•³—Ê•”‚ðŠÜ‚ß‚½•ã

•À•”Œn‚Ì•”•””h‚Å‹¤—L‚³‚ê‚Ä‚¢‚½Žž‘ã‚ª‚ ‚Á‚½‚Æ•l‚¦‚é•B—L•”‚É‚¨‚¢‚Ä Ur-SOK ‚ª•ì‚ç

‚ê•A•l‹C‚ª‚ ‚é‚»‚ÌŒÂ•l‚Ì•ì•i‚Í‚â‚ª‚Ä—L•”‚©‚ç‘¼‚Ì J: •À•”Œn•””h‚É—¬•o‚µ‚Ä•AŒ»‘¶

‚·‚é”ñ•E—L•”‚Ìž••¶ SGK ‚Ì•ì•i•i‹]Žq•E•³—Ê•”‚É‚¨‚¢‚Ä˜Z“¹•à‚É•‡‚¤‚æ‚¤‚É•Ä•Ò•W‚³

‚ê‚½‚à‚Ì•j‚ª•o—ˆ‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚© (48) •B‚»‚µ‚Ä Ur-SOK ‚©‚ç•A‘¼•””h‚É—¬‚ê‚½ž••¶ SOK

‚Æ‚Í•Ê‚É•A—L•”‚Ì“à•”‚Å•A•X‚É‹ô•”‚ð’Ç‰Á‚µ‚½•i‚Ü‚½‹ô‚É‚æ‚Á‚Ä‚Í‰C—¥‚ð’·‚¢‚à‚Ì‚É•Ï

‚¦‚½•j•Ä•Ò•W‚³‚ê‚½•ì•i‚Æ‚µ‚Ä•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x (=i •w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‰C•¶•j‚Ìž•

ŒêŒ´–{‚½‚é•A‘å—E•ìŽF‚É‹A‚¹‚ç‚ê‚é•ì•i‚ª•¶‚¶‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚¾‚ë‚¤‚©•BŽ„‚Í‚±‚Ì‚æ‚¤

‚É•A•¼–kƒCƒ“ƒh‚Å—L•”‚Ì‘n‘¢“I‚È•¶ŽYŠˆ“®‚ª•Å‚à•·‚ñ‚Å‚ ‚Á‚½ŽžŠú‚Ì 2-4 •¢‹I• 

‚É•A•ì•i‚ÌŒ¹•ò‚Å‚ ‚éŒ´ƒeƒNƒXƒg (Ur-SOK) •A‚»‚±‚©‚ç”h•¶‚µ‚½Š¿–ó•w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š

‹NŒo•x‰C•¶‚â•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚ÌŒ´“T‚½‚é‘å—E•ìŽF•ì‚Ìž••¶ƒeƒNƒXƒg‚â•A‚Ü‚½‚»‚ê‚É“à

—e‚ª‹ßŽ—‚·‚éŒ»‘¶‚Ìž••¶ SOK ‚ÌƒeƒNƒXƒg‚ª•A•¬—§‚µ‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚©‚Æ•l‚¦‚é•B

—L•”•F Ur-SGK 

”ñ•[—L•”•F

•¨ ‘å’q“x̃ _‚É ø̂—p‚³‚ê‚½ SGK •̈•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•i— •̂ª•Ê‘P̂«•Š‹NŒo•j

•_ Œ»‘¶‚·‚éž••¶ SGK

”nšj‚ª’˜ŽÒ‚Å‚ ‚é‚©‚Ç‚¤‚©‚ð‹c˜_‚·‚é•ê•‡‚Í•A‚±‚Ì•w‘å’q“x˜_•xˆÈ‘O‚É•¬—§‚µ‚Ä‚¢

‚½ Ur-SGK ‚ÌƒeƒNƒXƒg‚àŠÜ‚ß‚Ä•A SGK ŠÖ˜A‚Ì‚±‚ê‚ç‚Ì•ì•i‚ª”n–Â‚É‚æ‚Á‚Ä•ì‚ç‚ê‚½‰Â”\

•«‚ðŒŸ“¢‚·‚é‚à‚Ì‚É‚È‚é•B

’q“x̃ _•x‚Ì•ìŽÒ‚ªŠ¿–ó•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ“̄ ‚¶’ö“x‚É”­’B‚µ‚½ƒeƒNƒXƒg‚ð—p‚¢‚½‚È‚ç‚Î•A •w‘å’q

“x̃_•x‚Ì (15) ‚Ì•¶‚Í̃ Z—~“V‚Å•I‚í‚é‚±‚Æ‚È‚­•A–³•FŠE‚Ü‚Å‚ðŠÈ—ª‚É•Ð‰î‚µ‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚©•B‚±‚Ì

‚±‚Æ‚©‚ç•A •w‘å’q“x̃ _•x‚Ì•ìŽÒ‚ª—˜—p‚µ‚½ƒeƒNƒXƒg‚Í•A‚Ü‚¾‚³‚Ù‚Ç‘••L‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢’iŠK‚É‚ ‚é

—L•”‚Ì SGK ‚ÌŒ´Œƒ̀eƒNƒXƒg (Ur-SGK) ‚Å‚Í‚È‚©‚Á‚½‚©‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é•B‰ª–ì (2018a), 32 •Å•B

48. Œ»‘¶‚·‚é SGK ‚ª•®Žq•E•³—Ê•”‚É‘®‚·‚é‚Æ•l‚¦‚½—•—R‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•A‰ª–ì (2018a) •A33-35 •Å‚ðŽQ

•Æ‚³‚ê‚½‚¢•B
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‚³‚Ä Ur-SGK ‚â SGK ‚ª”nšj‚Ì•ì‚©‚ð•l‚¦‚éŽž‚É•A‹c˜_‚³‚ê‚é‚×‚«˜_“_‚ªˆÈ‰º‚Ì—l‚É

“ñ‚Â‚ ‚é•B

˜_“_ I : •uSGK ‚Æ‚¢‚¤•ì•i‚ª•³–@”O•ˆŒo‚©‚ç”²•ˆ‚µ‚Ä•ì‚ç‚ê‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é‚©•v

Sylvain Levi ‚ª 1928 ”N‚É”­Œ©‚µ‚½ž••¶SGK ‚Ìƒlƒp•[ƒ‹ŽÊ–{‚ÌŠª––‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚É‚Í•A

‚± ‚ Ì • ì • i ‚ ª •u• ¹ ‚È ‚é•w•³–@”O•ˆ•x ‘å•æŒo‚©‚ç ‚ Ì ” ² • ˆ ‚Å ‚   ‚é•v ‚Æ‹L ‚ ³ ‚ê ‚Ä ‚¢ ‚é•F

–Êyasaddharmas ’@ yupasth ŒŒa-mahiy •Ø asiitrintit �s�a�m�i�l�q�- yV �m�a�h�a�p Sé�<�;�l�i�t�a�s�v�a�g�h�o�~�e�n�a�~�a�<�:�\�­

ga ‹ È – Êk‹È samapt ‹È II ( • ¹ ‚È ‚é•w•³–@”O•ˆ•x ‘å•æŒo‚©‚ç ‚ Ì ” ² • ˆ ‚Å ‚   ‚é•Aˆ Ì ‘å ‚ÈŠwŽÒ

�A�s�v�a�g�h�o�~�a 0k0ˆ0‹0� •w˜Z“¹èñ•x•I‚í‚é•B•j‚Ü‚½ SGK ‚Ì‘ –óƒeƒNƒXƒg‚Ì––”ö‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“

‚É‚ ‚é‘ –óƒ^ƒCƒgƒ‹‚Í Dam pa'i chos dran pa nye bar gzhag pa'i'gro ba drug gi tshig le'ur byas 

�p�a 0g0B0Š0�0S0n…5Š30k0ˆ0ŠhµŠž0nO\TÁT
0o�*�S�a�d�d�h�a�r�m�a�s�m�r�t�y�u�p�a�s�t�h Qý�a�-�~�a�<�:�\�g�a�t�i�-�k —b�k�a (•³

–@”O•̂ •E ˜Z“¹èñ•j‚ÆŠÒž•‚³‚ê‚é•B‚½‚¾‚µ‘ –ó‚É‘å•æŒo‚Æ‚¢‚¤•\Œ»‚Í–³‚¢‚±‚Æ‚É’•ˆÓ‚·

‚é•K—v‚ª‚ ‚é (49)0

‚±‚Ì SGK ‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚Ì•¶‚ð‚»‚Ì‚Ü‚ÜŽó‚¯‚Æ‚ß‚é‚È‚ç•A SGK ‚Ì•ìŽÒ‚Ì”n–Â‚Í•Aƒ\•[

ƒX‚Å‚ ‚éŒo“T‚©‚ç’P‚É‹ôèñ‚ð”²‚«•o‚µ‚Ä•Ò•W‚ð•s‚Á‚½‚É‚·‚¬‚È‚¢‚±‚Æ‚É‚È‚é•B

‚à‚µ‚»‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚Ì•¶‚ª•³‚µ‚¢‚È‚ç•A‚±‚±‚ÅŒ¾‹y‚³‚ê‚é•w•³–@”O•ˆ•x (Saddhar-

masmftyupasth ”Ÿ a) ‚Æ‚¢‚¤ƒeƒNƒXƒg‚Í•A‰ä•X‚ªƒp•[ƒŠ•¹“T‚âƒ`ƒxƒbƒg–ó•i“Œ–kNo. 287) 

‚âŠ¿–ó•i ‘å•³ No. 721, 722) ‚Å’m‚é•w•³–@”O•ˆŒo•x‚Æ‚Í‘S‚­ˆá‚¤•A“ä‚ÌƒeƒNƒXƒg‚Å‚ 

‚é•BŒ»‘¶‚Ì•w•³–@”O•ˆŒo•x‚É‚Í SGK ‚Ì‹U‚ªŒ©•o‚¹‚È‚¢‚©‚ç‚Å‚ ‚é (50)0

49. •u•¹‚È‚é•w•³–@”O•̂•x‘å•æŒo‚©‚ç‚Ì”²•̂‚Å‚ ‚é•E•E•E•E•v‚Æ‹L‚µ‚½ SGK ž••¶ŽÊ–{‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“

‚Ì•¶‚É‚Â‚¢‚Ä•A‚»‚ê‚É‘Š“–‚·‚é•¶‚Ì–ó‚ª•A SGK ‚Ì‘ –ó‚É‚Í‘¶•Ý‚µ‚È‚¢‚Ì‚Å•A‚»‚Ì•u‘å•æŒo‚©‚ç‚Ì

”²•̂ •v‚Æ‚¢‚¤•\Œ»‚Í̂ ½‚éŽž‘ã‚Éƒlƒp•[ƒ‹‚ÅŽÊ–{‚É•t‚̄ ‰Á‚¦‚ç‚ê‚½‰Â”\•«‚à‚ ‚é•B‚È‚̈ Sylvain Levi 

‚ªƒlƒp•[ƒ‹‚Åž••¶ SGK ‚Æ“̄ ‚¶ŽÊ–{‚Ì’†‚É‚ ‚é‚Ì‚ð”­Œ©‚µ‚½”n–Â‚Ì•ì‚ç‚µ‚¢ž••¶ƒeƒNƒXƒg•w•\•s

‘P‹Æ“¹•m•àŽ¦•n•x Da —Îkusalakarmapath ‹È ‚ÉŽŸ ‚ Ì •¶ ‚ ª ‹L ‚ ³ ‚ ê ‚Ä ‚¢ ‚é •F ukt ’@1 ca bhavagata 

aryasaddharmasmrtyupasth ”Ÿ a-mahiy ”Ÿ asiitre ime da ˜×ku •Rl‹È karmapath ‹È m11han11rakahetaval} [ ... ]. 
‹ævi (1929), p. 269. ‚Â‚Ü‚è•A‚±‚Ì”n–Â‚Ì•w•\•s‘P‹Æ“¹•m•àŽ¦•n•xƒeƒNƒXƒg‚à•u•¹‚È‚é•w•³–@”O•̂ •x

‘å•æŒo•v‚É—R— ‚̂·‚é•A‚Æ‹L‚·‚í‚̄ ‚Å‚ ‚é•B‰ª–ì (2018a), 37 •Å’• 47 •B

50. Levi ‚ªƒlƒp•[ƒ‹‚ÅŠL—tŽÊ–{‚ð”­Œ©‚µ‚½•A 2684 èñ•iŽÀ•Û‚Í 26801l õ̂•j‚©‚ç•¬‚é Dharmasamuccaya

ž••¶ƒeƒNƒXƒg•\‚±‚ê‚Í‘v‚Ì“ú•Ì“™‚ªŠ¿–ó‚µ‚½ŠÏ–³ˆØ‘¸ŽÒ•W‚Ì•w•”–@•W—vŒo•x •i‘å•³ No. 728) 

0k0B0_0‹ �0‚0� •w•³–@”O•̂ Œo•x‚±‚»‚ª•ì•i‚Ì‹Uèñ‚Ìƒ\•[ƒX‚Å‚ ‚é‚ÆƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚ÅŽ©‚çŒê‚é•B‚·

‚È‚í‚¿‚»‚Ì Dharmasamuccaya ‚ÌŽÊ–{‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚É‚Í•A •uŽ„‚Í•w•³–@”O•̂ Œo•x‚Ì•L‘å‚È‘åŠC‚©

‚ç‹ôèñ‚ð”²‚«•o‚»‚¤•v‚Æ‹L‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B‚»‚Ì•ì•i‚Ì•ê•‡‚Í•A SGK ‚Æˆá‚Á‚Ä•AŽÀ•Û‚É•w•³–@”O•̂

Œo•x (No. 721) ‚Ì’†‚Ì‘½•”‚Ì‹ô‚Æ–§•Ú‚ÈŠÖŒW‚ª‚ ‚é‚±‚Æ‚ªŠm”F‚Å‚«‚é‚Ì‚Å•A •w•³–@”O•̂

Œo•x (Saddharmas ŽMtyupasth ŒŒasfitra) ‚©‚ç‹ô‚ð”²• ‚̂µ‚Ä•ì‚ç‚ê‚½‚Æ‚¢‚¤•¶‚Í•³‚µ‚¢‚à‚Ì‚ÆŒ©‚È‚µ‚Ä

•·‚µŽx‚¦‚È‚¢•B‰ª–ì (2018a), 38-39 •Å•B
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‚Ü‚½Œ»‘¶‚·‚éž••¶ SGK ‚Ì•ì•i‚»‚Ì‚à‚Ì‚Ì“à—e‚©‚ç•„‘ª‚·‚é‚Æ•A‚»‚Ì•ì•i‚Íˆê•l‚Ì’˜

ŽÒ‚ª‚æ‚­•ì•i‘S‘Ì‚Ì•\•¬‚ð•l‚¦‚½•ã‚Å 1‹ô‚¸‚Â‘n•ì‚µ‚½•ì•i‚Å‚ ‚é‚ÆŽv‚í‚ê‚é•BŒˆ‚µ

‚Ä•w•³–@”O•ˆŒo•x‚Æ‚¢‚¤‚æ‚¤‚È‘¼•¶Œ£‚Ì•u”²•ˆ•v‚Å•ì‚ê‚é•ì•i‚Å‚Í‚È‚¢•B SGK ‚É‚Í‹Æ

ˆö‚Æ‹Æ‰Ê‚Ì•à–¾‚É‚¨‚¢‚ÄŒ¾—t—V‚Ñ‚ª‚ ‚¿‚±‚¿‚ÉŒ©‚ç‚ê‚é(51) •B•ì•i‚Ì‚ ‚¿‚±‚¿‚ÉŒ¾—t—V‚Ñ

‚ªŽU•Ý‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•A SGK ‚Æ‚¢‚¤•ì•i‚ªˆê•l‚ÌŽ••l‚ÌŽè‚É‚æ‚Á‚Ä‘n‘¢‚³‚ê‚½

•ì•i‚Å‚ ‚è•AŒˆ‚µ‚Ä•Ê‚Ì•¹“T‚©‚ç‹ô‚ª”²•ˆ‚³‚êŠñ‚è•W‚ß‚ç‚ê‚Ä•o—ˆ‚½‚æ‚¤‚È•«Ši‚Ì•ì•i

‚Å‚Í‚È‚¢‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚é•B

˜_“_ 2 : •uSGK ‚Ì’˜ŽÒ‚Æ‚µ‚Ä‚Ì”n–Â‚Æ Dharmasubhiiti / Dharmikasubhiitighop ‚ÌŠÖ

ŒW•v

SGK ‚Ì•ìŽÒ‚Ì–¼‚Í•Až••¶•EŠ¿•¶•i“ú•Ì“™–ó‚Ì•w˜ZŽï—Ö‰ôŒo•x•j •Eƒp•[ƒŠŒê–ó‚ÌƒRƒ•

0Õ0©0ó0g0o�A�s�v�a�g�h�o�~�a�. ”nšj•C Assaghosa ‚Å‚ ‚é‚ª•A‘ –ó‚ÌƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚Í *Dharmikasub-

�h�f�i�t�i�g�h�o�~�a 0‚0W0O0o�*�D�h�a�r�m�a�s�u�b�h�f�i�t�i�g�h�o�~�a (Chos ldan rah'byor dbyangs) ‚Æ‚·‚é•Bž••¶ SGK

‚Æ‘ –ó‚ÍƒeƒNƒXƒg‚Æ‚µ‚ÄŠ®‘S‚Éˆê’v‚·‚é‚à‚Ì‚Ì•A‚±‚¤‚µ‚Ä‘ –ó‚Í‚±‚Ì SGK ‚Ì•ìŽÒ‚ð”n–Â

‚Æ‚Í‹L‚³‚È‚¢‚½‚ß‚É•A‚Ç‚¿‚ç‚Ì•ìŽÒ–¼‚ª•³‚µ‚¢‚Ì‚©•A‚Æ‚¢‚¤–â‘è‚ª•¶‚¶‚é•B

‚³‚Ä 5 •¢‹I‚Ì•¢•e‚Í•w‹äŽÉ˜_•x•¢“¬•i‚Ì‘æ 59 èñŽß‚É‚¨‚¢‚Ä•A’n•–‚Ì•–‘²‚Í—L•î‚©‚Ç

‚¤‚©‚Æ‚¢‚¤‹c˜_‚Ì‚½‚ß‚É•A bhadanta Dharmasubhfiti (‘å“¿•E–@‘PŒ»•j‚ª•à‚¢‚½‚à‚Ì‚Æ‚µ

‚Ä•A 1‹ô‚ðˆø—p‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»‚Ì•¢•e‚Éˆø—p‚³‚ê‚½ 1‹ô‚ÌƒeƒNƒXƒg‚ðŒ©‚é‚Æ•A‚»‚ê‚ÍŒ»‘¶

‚·‚éž••¶ SGK ‚Ì‘æ 36 ‹ô‚É‚ ‚½‚é‚à‚Ì‚Æ”»’f‚Å‚«‚é•B•]‚Á‚Ä•A SGK ‘ –ó‚ª“`‚¦‚é *Dhar-

mikasubhiitigho1a ‚Æ•A•¢•e‚ª“`‚¦‚é Dharmasubhiiti ‚Æ‚Í“¯ˆê•l•¨‚ÆŒ©‚Ä—Ç‚¢‚Å‚ ‚ë

•K‚ Õ • ^

‚µ‚©‚µ—¼ŽÒ‚Ì‹ô‚ð”äŠr‚·‚é‚Æ•A’P•ƒ‚É“¯ˆê‚Ì‹ô‚ÆŒ©‚È‚·‚í‚¯‚É‚Í‚ä‚©‚È‚¢•B‹c˜_‚ª

•×‚©‚­‚È‚é‚ª•AŒ´•¶‚ðŠm”F‚·‚é‚Æ•A‚Ü‚¸•w‹äŽÉ˜_•x Abhidharmakosa ‚Å•¢•e‚Éˆø—p‚³‚ê

‚½ 1‹ô‚ÍŽŸ‚Ì‚Æ‚̈ ‚è•B •i‚±‚Ì‹ô‚ð‰¼‚É A ‚ÆŒÄ‚Ô•j

krodhan ‹È kriirakarm ’p‹È papabhirucayas ca ye / 

�d�u l¹ˆ@ �e�~�u ca nandanti jayante �y�a�m�a�r ƒð�~�a�s�a�}�:�l // (Pradhan ed., p. 164, 11. 15-16) 

•i˜a–ó•F“{‚è‚Á‚Û‚­•AŽc•“‚È•sˆ×•i‹Æ karman) ‚ð—L‚·‚é‚à‚Ì‚Å‚ ‚è•Aˆ«‚ð–ù‚µ‚ÞŽÒ•A

‚à‚ë‚à‚ë‚Ì‹ê‚µ‚Ý‚ðŠì‚ÔŽÒ‚Í•Aƒ„ƒ}•iè…–‚•j‚Ì•m•–‘²‚½‚é•nƒ‰•[ƒNƒVƒƒƒT•i—…™‹•j‚½

‚¿‚Æ‚µ‚Ä•¶‚Ü‚ê‚é•B•j

ž••¶ SGK ‚Ì‘æ 36 ‹ô‚ÍŽŸ‚Ì‚Æ‚̈ ‚è•B •i‚±‚Ì‹ô‚ð‰¼‚É B ‚ÆŒÄ‚Ô•j

51. —á‚¦‚Î SGK55 ‹U‚Ì gandhamiil ‚Ó‚Æ gandharva ‚ÌŒê‚â•A 56 ‹U‚Ì pisuna ‚Æpisiica ‚ÌŒê‚â•A 69 ‚Ì

prasiida ‚Æprasanna ‚ÌŒê‚â•A 95 ‹U‚Ì parigraha ‚Ægraha ‚ÌŒê‚Ì‚æ‚¤‚É•B‰ª–ì (2018a), 113 •Å•B
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atyantakrodhan ‹È‚Í•]•• sa ŒŒQ�p�a�p�a�b�h�l�k x‘ �~�i�t�:�i�a�Q / 

paravyasan Ž Ð ˆ ô Œ Åca jayante yamariik ”v SŽƒ•̂•̂

•i˜a–ó•F‚Æ‚Ä‚à“{‚è‚Á‚Û‚­•AŽc”E‚Å‚ ‚è•A‹\‚­ŽÒ•Aˆ«‚ð—~‚·‚éŽÒ•A‘¼•l‚Ì•s•K‚ðŠì

‚ÔŽÒ‚Í•Aƒ„ƒ}•iè…–‚•j‚Ì•m•–‘²‚½‚é•nƒ‰•[ƒNƒVƒƒƒT•i—…™‹•j‚½‚¿‚Æ‚µ‚Ä•¶‚Ü‚ê‚é•B•j

•¢•e‚ªˆø—p‚·‚é‘OŽÒ‚Ì‹ô‚ð A•A‚»‚ê‚É‚æ‚­Ž—‚½ŒãŽÒ‚Ìž••¶SGK ‚Ì‹ô‚ð B ‚Æ‚µ‚Ä•A‚±‚Ì

—¼•û‚Ì‹ô‚ð”äŠr‚µ‚Ä‚Ý‚é‚Æ•A B‚æ‚è‚à A‚Ì•û‚ª–¾‚ç‚©‚É•\Œ»‚ª‘f–p‚Å‚ ‚è•A B‚Ì•û‚ª‚æ

‚è•ô—û‚³‚ê‚½•\Œ»‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B‚Â‚Ü‚è A‚ð•„•È‚µ‚Ä•‘‚«’¼‚µ‚½‚à‚Ì‚ª B‚Å‚ ‚é•A‚Æ•„

‘ª‚·‚é‚±‚Æ‚ª•o—ˆ‚é•B

A ‚ÆB‚Ì‹U‚ð”äŠr‚µ‚Ä•A“Á‚ÉŽŸ‚Ì“_‚É’•ˆÓ‚µ‚Ä‚à‚ç‚¢‚½‚¢•B•¢•e‚Ì A ‚Ì‹U‚É‚Í piida a 

‚Å karman •u•ŝ×•E ‹Æ•v‚Æ‚¢‚¤Œê‚ª‚ ‚é‚ª•A‚»‚ÌŒê‚Í SGK ‚Ì B‚Ì‹ô‚É‚Í‚È‚¢•B‚»‚Ì A ‚Æ

B‚Ìˆá‚¢‚ð“¥‚Ü‚¦‚½•ã‚Å•A•Ê‚Ì•¶Œ£‚ðŒ©‚Ä‚Ý‚æ‚¤•B

•w‹äŽÉ˜_•x‚Å•¢•e‚Éˆø—p‚³‚ê‚½•ã•q‚Ì‹ô‚Í•A •w‘å”ù”k•¹˜_•xŠª 172 ‚Å‚à•A‘å“¿•E–@‘P

Œ»‚Ìèñ‚Æ‚µ‚Ä(52) •A“¯—l‚Ì‹c˜_‚Ì’†‚Åˆø—p‚³‚ê‚é•B

• S • í ‰ ù ” O “ Å • D • W • ” ˆ « ‹ Æ Œ © ‘ ¼ ‹ ê • ¶ ‰ x Ž € • ì ’ W – ‚ ‘ ²(T 27 866bl6-17) 

‚±‚Ì•w‘å”ù”k•¹˜_•x‚Ì‹ô‚É‚Í•A •u‹Æ•v‚Æ‚¢‚¤Œê‚ª‚ ‚é‚©‚ç•A•¢•e‚Ì A ‚Ì‹ô‚Ì•û‚É•‡’v

‚·‚é‚Æ‚¢‚¦‚é•B

ŽŸ‚Ì‘å—E‚Ì•ì‚Æ‚³‚ê‚éŠ¿–ó•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Í•A‚»‚ÌŠ¿–óŽÒ‚©‚ç”»’f‚µ‚Ä—L•”‚É‘®

‚·‚é‚à‚Ì‚ÆŽv‚í‚ê‚é‚ª•A‚â‚Í‚è•ì•i’†‚É‘Š“–‚·‚é 1‹ô‚ð‚à‚Â•B‚»‚ê‚ÍŽŸ‚Ì‚Æ‚¨‚è•B

Š ³ ‘ ž • s ‘ P • s • S • í ž Ä ˆ « – @ Œ © ‘ ¼ ‹ ê • • Š ì Ž € • ì è … — … ‘ ²(T 17 447b26-27) 

‚±‚Ì‹ô‚É‚Í•u•s•v‚Æ‚¢‚¤•A karman ‚É‚  ‚½‚éŒê‚ª‚   ‚é‚©‚ç•A•¢•e‚Ì A ‚Ì‹ô‚ Ì•û‚É‹ß

‚¢•B

52. •w‹äŽÉ̃_•x‚Ì Dharmasubhiiti ‚Æ•A •w‘å”ù”k•¹̃ _•x‚Ì•u‘å“¿•E–@‘PŒ»•v‚Æ‚Í•A“̄ ˆê•l•̈ ‚ÆŒ©

‚È‚µ‚Ä‚æ‚¢‚ª•A‚»‚Ì•l•̈ ‚Í•w‘å”ù”k•¹̃ _•x‚Ì‹c˜_‚Ì’†‚Å•A‘Š“–‚Ì‘̧ Œh‚ð‚±‚ß‚½ˆµ‚¢‚ð‚³‚ê‚Ä‚¢‚é

—L•”‚ÌŽt‚Å‚ ‚é•B •w‘å”ù”k•¹̃ _•x‚Ì•jŽ[‚ÌŽžŠú‚É‚Í•A–@‘PŒ»‚ª•ì‚Á‚½‰C•¶•ì•i‚ª—L•”‚Å‘̧ ‚Î‚ê‚Ä

‚¢‚½‚æ‚¤‚¾•B‹äŽÉ˜_•¢ŠÔ•i‚â‘å”ù”k•¹̃ _ŠªŽµ•\‚ÉŒ©‚ç‚ê‚é•A–@‘PŒ»‚É‚æ‚é•ìŽF“ü‘ÙŽž‚Ì̃ Z‰å”’•Û

‚ð•\Œ»‚µ‚½ Rathoddhata ‰C—¥‚Å•ì‚ç‚ê‚½ 1Ž••ß (Abhidharmakosa, Pradhan ed., p. 124, 11. 11-12) ‚ð

‚ß‚®‚é—L•”‚Å‚Ì‹c˜_‚Å‚Í•A–@‘PŒ» (Dharmasubhiiti) ‚ª•ì‚Á‚½‚»‚ÌŽ••ß‚ð•u‚±‚ê‚Í kavya (”ü•¶‘Ì

Ž••j‚Å‚ ‚é•v‚Æ‚¢‚¢•A’P‚È‚é•¶Šw•ì•i‚Æ‚µ‚Ä•Ð•t‚̄ ‚æ‚¤‚Æ‚·‚éˆÓŒ©‚ªŒ©‚ç‚ê‚é•B‚Â‚Ü‚è–@‘PŒ»‚ª

ƒJ•[ƒ”ƒBƒ„‚Ì•ì•s‚Å‚ ‚é‚Æ•l•X‚É•»Ž]‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª‚»‚Ì•A‚Ù•«•«‚©‚ç‚í‚©‚é•B–@‰Ž̂‹‚ªƒC i •”Œn‚Å

‘̧ ‚Î‚ê‚½’̃ –¼‚ÈŽ••l‚Å‚ ‚Á‚½‚Æ‚·‚ê‚Î•A‚»‚ê‚Í”nšj‚Ì•Ê–¼‚Å‚ ‚é‰Â”\•«‚ÍŠm‚©‚É–³‚¢‚í‚̄ ‚Å‚Í‚È

‚¢•B”Þ‚Í’·‚¢•¡ŽG‚È‰C—¥‚ð—p‚¢‚Â‚Â•ô—û‚³‚ê‚½ž•Œê‚Å•ì•i‚ð•ì‚é•AƒJ•[ƒ”ƒBƒ„‚Ì—ðŽj‚Ì•Å•‰Šú‚Ì

•§‹³Ž••l‚¾‚Á‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚©•B‰ª–ì (2018a), 24 •Å’• 32 •B
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ŽŸ‚ÉŠ¿–ó•w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Ì‰C•¶•”•ª‚Í•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ‚Ù‚Ú“¯‚¶ž•ŒêŒ´“T

‚©‚ç‚ÌˆÙ–ó‚ÆŒ©‚È‚µ‚¤‚é•ì•i‚Å‚ ‚é‚ª•A‚â‚Í‚è‚»‚ê‚É‘Š“–‚·‚é‹ô‚ð—L‚·‚é•B‚»‚ê‚ÍŽŸ

‚Ì‚Æ‚̈‚è•B

‰ ù • ¦ ˆ Ó ” O “ { ‰ Ê Š ¸ ˆ × ” ñ – @ Œ © • l ‹ ‡ ‹ ê Š ì Ž € ˆ × è … • – ‹ S(T 17 52la6-7) 

‚±‚Ì‹ô‚É‚Í•uˆ×•v‚Æ‚¢‚¤•A karman ‚É‚ ‚½‚éŒê‚ª‚ ‚é‚©‚ç•A‚½‚Ô‚ñ•¢•e‚Ì A ‚Ì‹U‚Ì•û

‚É‹ß‚¢•B

•¢•e‚â•w‘å”ù”k•¹˜_•x‚ªˆø—p‚·‚é Dharmasubhuti (–@‘PŒ»•j‚Ì‹ô‚É‘Š“–‚·‚é‹ô‚ª•A‚±

‚Ì‚æ‚¤‚É•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ•w•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚É‚à‚ ‚è•A‚Ç‚Ì‹ô‚à‹°‚ç‚­Œ´•¶‚Å‚Í A

‚Å‚ ‚è•A‚Ù‚Ú“¯‚¶ƒeƒNƒXƒg‚Å‚ ‚Á‚½‚ÆŽv‚í‚ê‚é‚ª•A‚·‚é‚Æ•¢•e‚â”ù”k•¹Žt‚Í‹ô‚Ìˆø—p

0k0B0_0c0f0�T�0Xg	•è0k\^0Y0‹0�R�R%imX1ue}L0� �0]0nO\TÁ0o_SfB0Y0g0k[XW(0W0f0D

0_0g0B0•0F �0nO\€�0g0B0‹Y'RÇ0nT
0’0B0R0‹0S0h0‚0g0M0_0o0Z0g0B0‹0L0�0]0nT
0’0B

‚°‚È‚¢‚Å•A Dharmasubhiiti ‚Ì–¼‚ð‚ ‚°‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Í•A‘å—E‚æ‚è‘O‚Ì•A•^‚Ì•ìŽÒ•i‹U‚Ì“à

—e‚É•Ó”C‚ð‚à‚Â•ìŽÒ•j‚ª Dharmasubhuti ‚Å‚ ‚é‚Æ•¢•e‚â”ù”k•¹Žt‚ªŒ©‚È‚µ‚Ä‚¢‚½ŒÌ‚É•A

‚»‚Ì•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚æ‚èŒÃ‚¢•A—L•”‚Ì“`•³ (Ur-SGK) ‚ÌŒ´•ìŽÒ‚Æ‚µ‚Ä Dharmasubhuti

‚Ì–¼‚ð‚ ‚°‚½‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚© (53) •B‚Â‚Ü‚è—L•”‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•A“ñ‚Â‚Ìƒo•[ƒWƒ‡ƒ“‚ª‘¶•Ý‚µ•A

ŒÃ‚¢Dharmasubhuti ‚ Ì • ì • i ‚ð ‘••L‚µ‚½‚à‚ Ì ‚ ª•A‘å—E‚Ì•V‚µ‚¢•ì• i ‚Å‚   ‚Á‚½‚Ì ‚Å‚ Í ‚È‚¢

‚©•B Dharmasubhuti ‚ªŒÃ‚¢•ìŽÒ‚Å•A‘å—E‚ª•V‚µ‚¢•ìŽÒ‚È‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢‚©•B

—L•”‚Ì Dharmasubhiiti ‚Ì Ur-SGK •¨ ‘å—E‚Ì•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo(!::; •ª•Ê‘P̂«•Š‹NŒo•j

0~0_hµe‡�S�G�K 0n…5Š30n0ˆ0F0k0��S�G�K 0nO\€�0’™¬œô�A�s�v�a�g�h�o�~�a 0g0o0j0O0� �D�h�a�r�­

�m�i�l�c�a�s�u�b�h�i�i�t�i�g�h�o�~�a 0h0D0FO\€�0k^00Y0‹O�b•0Lg	0‹0n0o0�sþ[X0Y0‹hµe‡�S�G�K 0L�D�h�a�r�­

masubhiiti ‚Æ‚¢‚¤—L•”‚É‘®‚·‚é•ìŽÒ‚ª•ì‚Á‚½Œ´•ì•i‚©‚ç”h•¶‚µ‚½•ì•i‚Å‚ ‚é‚Æ‚¢‚¤”FŽ¯

‚ª‚ ‚Á‚½‚©‚ç‚Å‚ ‚ë‚¤•B

‚µ‚©‚µ‚»‚Ì—L•”‚Ì Dharmasubhiiti ‚Æ•Až••¶ SGK ‚Ì•ìŽÒ‚ª•K‚¸‚µ‚à“¯ˆê•l•¨‚Å‚ ‚é‚Æ•l

‚¦‚é•K—v‚Í‚È‚¢‚©‚à‚µ‚ê‚È‚¢•B‚»‚ê‚Í•ã‹L‚Ì‚æ‚¤‚É•A•¢•e‚Ìˆø—p‚µ‚½ A ‚Ì‹ô‚Í•Až••¶

53. ‚Â‚Ü‚è•¢•e‚â‘å”ù”k•¹̃ _‚ªˆø—p‚·‚é Dhannasubhiiti (–@‘PŒ»•j‚Ì‹U‚É‘Š“–‚·‚é‹U‚ª•A‚±‚Ì‚æ

‚¤‚É•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ•w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚É‚à‚ ‚éˆÈ•ã•A—¼Š¿–óŒo‚Ì‚»‚Ìž•Œê‚ÌŒ´–{‚©‚ç

•¢•e‚ª‚»‚Ì‹ô‚ðˆø—p‚·‚é‚±‚Æ‚à‚Å‚«‚½‚Í‚̧ ‚Å‚ ‚é‚ª•A•¢•e‚Í‚»‚¤‚µ‚È‚©‚Á‚½•B •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x

‚Ì•ìŽÒ‚Í‘å—E•ìŽF‚Æ‚³‚ê‚Ä‚̈ ‚è•A–@‘PŒ»‚Å‚Í‚È‚¢‚©‚ç•A•¢•e‚ª 1‹ô‚ðˆø—p‚µ‚½‚Ì‚Í•A‚»‚Ì‘å—E‚Ì

•ì•i‚©‚ç‚Å‚Í‚È‚­•A‚»‚Ì‘å—E‚ª‘••L‚ð•s‚¤–š‚Ì’iŠK‚É‚ ‚é–@‘PŒ»‚Ì•ì‚Å‚ ‚é Ur-SGK ‚©‚ç‚Å‚ ‚Á

‚½‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é•B‘å—E‚Ì•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚É‚à•¢•e‚ª̂ ø—p‚µ‚½“̄ ‚¶‚»‚Ì‹ô‚ªŒ©‚Â‚©‚é‚í‚̄ ‚Í•A‘å

—E‚Ì•ì•i‚ª—L•”‚ÌŒÃ‚¢Žt‚Å‚ ‚é–@‘PŒ»‚Ì•ì•i‚ðƒx•[ƒX‚É‚µ‚Ä‘••L‚µ•Ä•Ò•W‚µ‚½•ì•i‚Å‚ ‚é‚©‚ç‚Å

‚Í‚È‚¢‚©•B
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SOK ‚Ì B ‚Ì‹ô‚Æ‚â‚â•\Œ»‚ªˆá‚Á‚Ä‚¢‚½“_‚©‚ç”»’f‚³‚ê‚é‚æ‚¤‚É•A—¼•û‚Ì•ì•i‚ÍŠ®‘S‚É“¯

•[‚Å‚Í‚È‚­•Až••¶ SOK ‚Ì•ìŽÒ‚É‚æ‚Á‚Ä•AŒÃ‚¢ Dharmasubhiiti ‚Ì•ì•i‚Í•„•È‚³‚ê‚Ä•u•‘‚«

’¼‚µ•v‚ð‚³‚ê‚½•ì•i‚Å‚ ‚é‰Â”\•«‚ª‚ ‚é‚©‚ç‚Å‚ ‚é•B

ž••¶ SOK ‚Í•A‚ ‚éŽžŠú‚É—L•”‚©‚ç”ñ•[—L•”‚É—¬•o‚µ‚Ä˜Z“¹‚É•Ä•Ò•W‚³‚ê‚½•ì•i‚Å‚ ‚é

‚ÆŽ„‚Í•„‘ª‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•A‘O•q‚Ì•u•‘‚«’¼‚µ•v ÿ�Pv0ne‡—b0nY	fôÿ	0Le½0U0Œ0_0n0o0�—^ �

—L•”‚É—¬•o‚·‚é‘O‚È‚Ì‚©Œã‚È‚Ì‚©‚Í‚í‚©‚ç‚È‚¢•B‚à‚µ—¬•o‘O‚É•A—L•”‚Ì“à•”‚Å•u•‘‚«

’¼‚µ•v‚ª‚È‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚Æ‚·‚ê‚Î•A“¯‚¶—L•”‚Ì•Ê‚ÌŽ••l•i‚»‚ê‚Í”n–Â‚Ì‰Â”\•«‚à‚ ‚é•j‚É

‚æ‚Á‚Ä•„•È‚³‚ê•A‚æ‚è•ô—û‚³‚ê‚½•\Œ»‚É‚È‚é‚æ‚¤‚É•‘‚«’¼‚µ‚ð‚³‚ê‚½‰Â”\•«‚ª‚ ‚é•B

‚Â‚Ü‚èŒ»‘¶‚·‚éž••¶ SGK ‚Í•A•Ê‚Ì•l‚É‚æ‚é•u•‘‚«’¼‚µ•v‚Æ‚¢‚¤•»•ì‰ß’ö‚ðŒo‚Ä‚¢‚é

‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é‚½‚ß•A“ñ•d‚Ì’˜ŽÒ•«‚ð‘Ñ‚Ñ‚Ä‚¢‚é•ì•i‚Æ‚¢‚¦‚é‚©‚ç•A‘æ 1’iŠK‚Ì•ìŽÒ‚ª

”n–Â‚Æ‚Í•Ê•l‚Æ‚µ‚Ä‚Ì Dharmasubhiiti ‚Å‚ ‚é‚Æ‚µ‚Ä‚à•A‘æ 2 ’iŠK‚Ì•ô—û‚³‚ê‚½•u•‘‚«’¼

‚µ•v‚ð‚µ‚½•ìŽÒ‚ª”n–Â‚Å‚Í‚È‚¢‚©•A‚Æ‚¢‚¤Žå’£‚à•¬‚è—§‚Â‚Å‚ ‚ë‚¤•B‚»‚Ì•ê•‡‚Íž••¶

SOK ‚Ì•ìŽÒ‚Í•A Dharmasubhiiti ‚Æ‚µ‚Ä‚à•A‚ ‚é‚¢‚Í”n–Â‚Æ‚µ‚Ä‚à•AŠÔˆá‚¢‚Æ‚Í‚¢‚¦‚È‚¢

‚±‚Æ‚É‚È‚é•B‚à‚µŒ´•ìŽÒ Dharmasubhiiti ‚Ì•ì•i‚Æ•A•Ê•l‚É‚æ‚Á‚Ä•‘‚«’¼‚µ•E•Ä•Ò•W‚ð‚¤

‚¯‚½•ì•i‚Æ‚ð•A“–Žž‚Ì•l‚ª‹æ•Ê‚·‚é•K—v‚ª‚ ‚Á‚½•ê•‡•AŒãŽÒ‚Ì•ì•i‚É‚ÍŒ´•ìŽÒ‚Å‚Í‚È

‚¢–¼‚ª‹L‚³‚ê‚é‚Å‚ ‚ë‚¤•B Dharmasubhiiti ‚ÌŒã‚É‘••L‚µ‚½•ì•i‚ð•ì‚Á‚½‘å—E•ìŽF‚±‚»”n

–Â‚Ì•Ê–¼‚Å‚Í‚È‚¢‚Ì‚©•A‚Æ‚¢‚¤Žå’£‚à‚ ‚è‚¤‚é‚Å‚ ‚ë‚¤•B‚Ü‚½ Dharmasubhiiti • ¨ ” n – Â

•¨‘å—E‚Æ‚¢‚¤ 3 ’iŠK‚Ì”­“W‚ª‚ ‚é‚Ì‚Å‚Í•A‚Æ‚¢‚¤Œ©•û‚à‚ ‚è‚¤‚é•B

Sylvain Levi ‚ªŽå’£‚µ‚½‚æ‚¤‚É•A Dharmasubhiiti ‚Æ‚Í”n–Â‚Ì•Ê–¼‚Å‚ ‚é•A‚Æ‚¢‚¤Žå’£‚à

Š®‘S‚É”Û’è‚·‚é‚±‚Æ‚Í‚Å‚«‚È‚¢•B‚±‚ê‚Í T–taniitha ‚Ì 1 •¶•i”Þ‚Ì•w•§‹³Žj•x 18 •Í•j‚ð•ª

‹’‚É‚·‚é•B‚»‚ê‚Í”n–Â‚Æ Db ˆó nika-subhiiti (Chos ldan rab'byor) ‚ÆM—¼ce ‚É‚Æ Sura “™‚ÌŽ•

•l‚ð‘S•”“¯ˆê•l•¨‚ÆŒ©‚È‚·•à‚Å‚ ‚é•B 16 •¢‹IŒã”¼‚Ìƒ`ƒxƒbƒg‘m‚ª•‘‚¢‚½•ÆŽã‚È•ª‹’‚Å

‚Í‚ ‚é‚ª•A‹°‚ç‚­ƒCƒ“ƒh‚É‚»‚Ì‚æ‚¤‚È Dharmasubhiiti ‚Æ”n–Â‚ðŠÖ˜A‚Ã‚¯‚é“`•³‚ª‚ ‚Á

‚Ä•Aƒ`ƒxƒbƒg‚É“ ‚̀í‚Á‚½‚Ì‚Å‚ ‚ë‚¤•B

SOK ‚Ì‘ –ó‚Íž••¶‚ÆƒeƒNƒXƒg‚Æ‚µ‚Ä‚ÍŠ®‘S‚Éˆê’v‚·‚é‚à‚Ì‚Ì•A‘ –ó‚ÍƒRƒ•ƒtƒHƒ“‚Å‚±

‚Ì SOK ‚Ì•ìŽÒ‚ð Chos ldan rab'byor dbyangs = �*�D�h�a�r�m�i�k�.�a�s�u�b�h�i�i�t�i�g�h�o�~�a 0‚0W0O0o�*�D�h�a�r�m�a�s�u�b�­

�h�i�i�t�i�g�h�o�~�a 0hO�0H0‹0S0h0o0�QH0kŠ�0W0_0�0j0\ ��g�h�o�~�a 0LNØ0D0f0D0‹0n0g0B0•0F0K�(�­

�*�g�h�o�~�a 0g0j0O0� �-�*�n�i�r�g�h�o�~�a�. �-�*�s�v�a�r�a 0g0B0‹Sï€ý`'0‚q!0D0•0Q0g0o0j0D0Lÿ	0� � �*�g�h�o�~�a 0nŠž

0LNØ0D0f0D0‹0n0o0��A�s�v�a�g�h�o�~�a 0h•¢•#0e0Q0‹a�Vó0L0B0c0_0n0g0o0j0D0`0•0F0K0�0S0n

�D�h�a�r�m�a�s�u�b�h�i�i�t�i 0h0D0FNºri0o �A�s�v�a�g�h�o�~�a 0g0B0‹0S0h0’f—y:0Y0‹0_0•0�rÐ0LS�0Q0_fB0n0ˆ

‚¤‚É, �-�g�h�o�~�a 0h0D0F\;\>0LNØ0D0f0D0‹0n0`0•0F0K0�0‚0W0K0W0_0‰�*�D�h�a�r�m�i�k�.�a�s�u�b�h�i�i�t�i�g�h�o�~�a

0h0D0FT
0o0� �D�h�a�r�m�a�s�u�b�h�i�i�t�i 0h �A�s�v�a�g�h�o�~�a 0h0nNŒ0d0nT
0Lm÷0X0ŠT�0c0_T
0K0‚0W0Œ0j0D0�
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•ÅŒã‚Éˆê‚Â‚¾‚¯Šm”F‚µ‚Ä‚¨‚«‚½‚¢‚Ì‚Í•A‚±‚Ì SGK ‚Æ‚¢‚¤•ì•i (54) •A‚à‚µ‚­‚Í‚»‚Ì—L•”

‚É‚¨‚¯ ‚é—ÞŽ—‚Ì•ì•i ‚ª•A–{“–‚É”n–Â‚ÌŽž‘ã‚É‘k‚é‰Â”\•«‚Í ‚  ‚é‚Ì ‚©•A‚Æ‚¢‚¤“_‚Å‚ 

‚é•B‚»‚Ì•¬—§”N‘ã•„’è‚Ìˆê‚Â‚Ì•ª‹’‚Í•æ‚É•q‚×‚½‚æ‚¤‚É•A •w‘å’q“x˜_•x‚É‚æ‚éˆø—p‚Å

‚ ‚é•B •w‘å’q“x˜_•x‚ð•§–ó‚µ‚ÄŒ¤‹†‚µ‚½ E. Lamotte ‚Í•A •w‘å’q“x˜_•x‚ª•¼–kƒCƒ“ƒh‚Ì—L

•”‚É‘®‚µ‚½Šw‘m‚É‚æ‚è 4 •¢‹I•‰‚ß‚É•ì‚ç‚ê‚½‚Æ•„‘ª‚µ‚½ (Tome III, pp. XL, L) •B‚»‚Ì

”N‘ã˜_‚É•]‚¦‚Î•A •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x (~ •w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x•j‚Ìž•ŒêŒ´–{‚Ì•¬—§‚Ì

‰ºŒÀ‚ð•w‘å’q“x˜_•x‚æ‚è‘O•A 4 •¢‹I•‰‚ßˆÈ‘O‚É’u‚­‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚æ‚¤•BŽ„Ž©•g‚Í•w‘å’q

“x˜_•x‚Ì—´Ž÷‚ð•w’†˜_•x‚Ì—´Ž÷‚ÆŠ®‘S‚É“¯ˆêŽ‹‚·‚éŠw“I—§•ê‚ÉŽ^•¬‚µ‚È‚¢‚ª•A‚à‚µ‚»

‚ÌˆÓŒ©‚É•]‚¤‚È‚ç•A‚»‚Ì‰ºŒÀ‚Í•X‚É•S”NˆÈ•ãŒÃ‚­‚Ü‚ÅˆÚ“®‚·‚é•B‚Â‚Ü‚è”nšj‚ÌŽž‘ã‚É

‚Ü‚Å‰º‚ª‚é‰Â”\‚à•o‚Ä‚­‚é•B

‚à‚¤ˆê‚Â‚Ì•ª‹’‚Í•A SGK ‚É‚à‚ ‚é–@‘PŒ»‚Ì 1 ‹U‚ª•w‘å”ù”k•¹˜_•x‚É‚à‚ ‚é‚±‚Æ‚Å‚ 

‚è•A‚»‚Ì‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä 3---4 •¢‹I‚É‚Í–@‘PŒ»‚Ì•ì•i‚ª—L•”‚Å’m‚ç‚ê‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢‚¦‚é‚Ì‚Å

‚Í‚È‚¢‚©•B

‚³‚ç‚É‚à‚¤ˆê‚Â‚Ì•ª‹’‚Í•A •w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Æ‚¢‚¤Š¿–ó‚ª•ì‚ç‚ê‚½”N‘ã‚ÌŒÃ

‚³‚Å‚ ‚é•B •w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Í•w•oŽO‘ ‹L•W•xŠªŽl‚Ì•uŽ¸–óŽGŒo˜^•v‚ÉŽ¸–óŒo

“T‚Ìˆê‚Â‚Æ‚µ‚Ä‹“‚°‚ç‚ê•A‚Ü‚½–@Œo‚Ì•w•OŒo–Ú˜^•x‚Å‚à•u•OŒoŽ¸–ó•v‚É‹“‚°‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é

‚ª•A”ï’·–[•w—ð‘ãŽO•ó‹I•xˆÈ•~‚Ì–Ú˜^‚Å‚Í•AˆÀ•¢•‚‚Ì–ó‚Å‚ ‚é‚Æ‚³‚ê‚é•B‚»‚Ì‚½‚ß’Ê

•í‚Í”ï’·–[‚Ì‹L•q‚Ì•Mœß•«‚ð‹^‚¢•AŒã‘ã‚ÉˆÀ•¢•‚‚É‰¼‘õ‚³‚ê‚½•A–óŽÒ•s–¾‚Ì•ì•i•iŽ¸

–ó•j‚ÆŒ©‚È‚³‚ê‚é‚×‚«‚Å‚ ‚ë‚¤‚ª•A‚µ‚©‚µ‚±‚Ì•ì•i‚ÌŒã”¼‚Ì‰C•¶•”•ª‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•A–ó

Œê‚ðŒŸ“¢‚µ‚Ä‚Ý‚é‚Æ•A–{“–‚ÉˆÀ•¢•‚‚Ì–ó‚Å‚ ‚é‰Â”\•«‚àŠF–³‚Æ‚¢‚¤‚í‚¯‚Å‚Í‚È‚¢‚æ‚¤‚Å

‚ ‚é•B”ï’·–[‚Ì–Ú˜^‚Í•M—Š‚Å‚«‚È‚¢‚ª•AŒ‹‰Ê“I‚É‚Ü‚®‚ê“–‚½‚è‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚à‚ ‚è‚¤

‚é•B•æ‚ÉŽ¦‚µ‚½‰ì‹S‚Ì–¼‚Ì–óŒêˆÈŠO‚Å‚à•A •w•§•à•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Ì‰C•¶•”•ª‚É‚Í‚ 

‚¿‚±‚¿‚ÉŒÃ‚ß‚©‚µ‚¢–óŒê‚ªŽg—p‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ä•A‘v‚Ì•¶’é‚ÌŽž‚É‘m‰¾æê–€‚É–ó•o‚³‚ê‚½•w•ª

•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚æ‚è‚à‘Š“–‚ÉŽž‘ã‚Ì‹—‚½‚è‚ª‚ ‚éŒÃ‚¢–ó‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚Í‹^‚¢‚È‚¢•B •w•§•à

•ª•Ê‘Pˆ«•Š‹NŒo•x‚Ì• i ‘O”¼‚Ì•t‰Á‚³‚ê‚½ŽU•¶‚ðŠÜ‚Ü‚È‚¢•j‰C•¶•”•ª‚¾‚¯‚ Ì•Z–ó”N‘ã

‚Í•AŒÃ–óŽž‘ã‚Ì 3 (Žm I) •¢‹I•A’x‚­‚Ä‚à 4 •¢‹IŒã”¼‚ ‚½‚è‚ª‰ºŒÀ‚Æ•A‘å‚Ü‚©‚ÉŒ©“–‚ð

54. ‚à‚µ SGK ‚Ì‘ –ó•EŠ¿–ó 2 –{•E ƒp•[ƒŠŒê–ó‚È‚Ç‚Ì•V–ó”N‘ã‚¾‚̄ ‚ð•ª‹’‚É‚µ‚Äž••¶ SGK ‚Ì•¬—§

”N‘ã‚ð•„‘ª‚·‚é‚È‚ç‚Î•Až••¶ SGK ‚ªƒCƒ“ƒh‚Å’x‚­‚Ä‚à 9 •¢‹I•‰“ª‚Ü‚Å‚É•¬—§‚µ‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢‚¤‚±

‚Æ‚µ‚©Œ¾‚¦‚È‚¢•B SGK ‚Ì‘ –ó‚Í•Aƒ`ƒxƒbƒg•ÅŒÃ‚ÌŒo˜̂ •wƒfƒ“ƒJƒ‹ƒ}–Ú˜̂ •x‚É•Ú‚Á‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å•A’x

‚­‚Æ‚à•¼—ï 824 ”N‚Ü‚Å‚Éƒ`ƒxƒbƒgŒê‚É–|–ó‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚é•B‘ –ó‚ÍŠ¿–ó‚âƒp•[ƒŠ–ó‚æ‚è

‘•‚¢•B’†•‘‚Å–@“V‚â“ú•Ì“™‚É‚æ‚Á‚ÄŠ¿–ó‚³‚ê‚½‚Ì‚Í‘v‘ã‚Å‚ ‚è•A‚Ü‚½ SGK ‚Ìƒp•[ƒŠŒê–ó‚à

11~12 •¢‹I‚Éƒ~ƒƒƒ“ƒ}•[‚Å‚È‚³‚ê‚½‚à‚Ì‚Æ•„‘ª‚³‚ê‚é•Bž••¶ SGK ‚Ì•ì•i‚Ì•¬—§”N‘ã‚Ì‹c˜_‚É‚̈

‚¢‚Ä‚Í•A 9 •¢‹I•‰“ª‚Æ‚¢‚¤•A‘ –ó‚Ì–ó•o”N‘ã‚©‚ç“±‚«•o‚³‚ê‚½‚»‚Ì‰ºŒÀ‚æ‚è‚Ç‚ê‚¾‚̄ ŒÃ‚­‘k‚ç‚¹

‚é‚©‚ª–â‘è‚É‚È‚é‚ª•A‚»‚Ì‚½‚ß—L•”‚Ì•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚Æ‚¢‚¤ SGK ‚ÌŽo–…“I‚È•ì•i‚Ì•¬—§”N‘ã

‚ª•d—v‚É‚È‚é•B‰ª–ì (2018a), 15 •Å•B
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‚Â‚¯‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚é‚Å‚ ‚ë‚¤ (55) •B‚µ‚©‚µ‚»‚Ì‰C•¶•”•ª‚ÌŠ¿–ó‚ª–{“–‚É 2 •¢‹IŒã”¼‚ÌˆÀ

•¢•‚‚Ü‚Å‘k‚ê‚é‚©‚Ç‚¤‚©‚Í•AŒ»Žž“_‚Å‚ÌŠÈ’P‚È’²•¸‚Å‚Í”»’f‚ª“ï‚µ‚­•A•¡Œã‚ÉŠ¿–óŒê

‚Ì•Ú•×‚È’²•¸‚ð•s‚¤‚±‚Æ‚ª•K—v‚Æ‚È‚é•B

ˆÈ•ã‚©‚ç•A—L•”‚É‚¨‚¢‚Ä SGK ‚ÉŽ—‚½•ì•i‚ª 3--4 •¢‹I‚É‚Í•¬—§‚µ‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚Í•¶Œ£

Šw“I‚ÉŒ©‚Ä•AŠm‚©‚ç‚µ‚­Žv‚í‚ê‚é‚ª•A 2 •¢‹I‚Ü‚Å‘k‚é‚©‚Ç‚¤‚©‚ÍŠmŽÀ‚Æ‚Í‚¢‚¦‚È‚¢•B

•i”nšj‚ÍƒJƒjƒVƒ…ƒJ‰¤‚Æ“̄ Žž‘ã‚Ì•l‚Æ‚³‚ê‚é‚©‚ç•A 2 •¢‹I‚Ì•l‚Å‚ ‚ë‚¤•B•j

•­‚È‚­‚Æ‚à•AˆÈ•ã‚Ì‹c˜_‚ð“¥‚Ü‚¦‚ê‚Î•A Sylvain Levi ‚Ì‚æ‚¤‚É SGK ‚Ì•ìŽÒ‚ð”n–Â

(Dharmasubhuti ‚Æ“¯ˆê•l•¨‚Æ‚µ‚Ä‚Ì”n–Â•j‚ÆŒ©‚È‚·‚±‚Æ‚Í•AŒ»‘ã‚Ì•§‹³Šw‚É‚¨‚¢‚Ä‚à

‚È‚¨•ÙŒì‰Â”\‚Èˆê‚Â‚Ì—§•ê‚Å‚ ‚é‚Æ‚¢‚¦‚é•B •w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚â•w‘å’q“x˜_•x‚Æ‚ÌŠÖ

ŒW‚È‚Ç•A‹ævi ‚ÌŽž‘ã‚æ‚è‚à SGK ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì’mŽ ‚̄ª‘•‚¦‚½•ª•A SGK ‚Ì’˜ŽÒ‚ÉŠÖ‚µ‚Ä‚àŒŸ“¢

‚·‚×‚«–â‘è‚ª•¡ŽG‰»‚µ‚½•B•¡Œã‚³‚ç‚É SGK ‚Æ•w•ª•Ê‹Æ•ñ—ªŒo•x‚ÉŠÖ˜A‚µ‚Ä•A•Ê‚Ì•V‚½

‚ÈŽ‘—¿‚ªŒ©‚Â‚©‚é‚±‚Æ‚ª–]‚Ü‚ê‚é•B

•¦–{Œ¤‹†‚Í JSPS ‰ÈŒ¤”ï17K02217 ‚Ì•••¬‚ðŽó‚̄‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B

‚ ­ƒL• [ƒ• • [ƒh> Deviitisayastotra, Devatiivimarsastuti, S‹© karasviimin, Subh ’pitamahiiratniivadiinamiilii,

Miilikiivadiina, Avadiinanasataka, Avadiinamiilii, Tathiigatajanmiivadiinamiilii, Lalitavistara, 1:iacJgatikiirik ŒŒ

Jayamuni 

•i‹ã•B‘åŠw‘åŠw‰@‹³Žö•C Ph.D.)

55. ‚±‚Ì‚æ‚¤‚É”»’f‚µ‚½—•—R‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•A‰ª–ì (2018a), 20 •Å’• 25 ‚ðŽQ•Æ•B
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